
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ある日ひ、のぞめとニエノは、二人ふたりで街まちを歩あるいていた。

　ショッキング・ピンクのパーカーを着きて、それとおそろいの色いろの眼がん帯たいを右みぎ目めに着つけた、銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょ、のぞめ。

　つばの広ひろい帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり、ぶあついマフラーを巻まいた、首くびから上うえが影かげの塊かたまりでできている男おとこ、ニエノ。

　人ひとでない二人ふたりは、今日きょうも今日きょうとて、人ひとの街まちにまぎれていた。

　人にん間げんの〈失しつ望ぼう〉を、集あつめるために。

　そんなとき──。

（……ん？　あれ？　今いまのって──……）

　ニエノは、人ひとごみの中なかですれちがった少しょう女じょを、思おもわずふり向むいた。

　その少しょう女じょの顔かおが、ニエノにとって、だれよりもよく知しっている顔かおだったからだ。

（のぞめさんと──そっくりだ、今いまの人ひと）
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　となりにいる相あい棒ぼうと、その少しょう女じょは、おどろくほどよく似にていた。

　ただ、その少しょう女じょは黒くろ髪かみで、銀ぎん髪ぱつののぞめとは、だいぶ雰ふん囲い気きが違ちがっていた。

　服ふく装そうも、黒くろ髪かみのその子このほうは、のぞめよりもずっと、まじめでおとなしい感かんじだった。

　また、のぞめがいつも着つけている眼がん帯たいも、その子こはしていない。

　……でも、格かっ好こう以い外がいは、とてもよく似にている。生いき写うつし、といっていいくらいに。

（のぞめさんと、何なにか、関かん係けいある人ひとなんだろうか……？）

　ニエノがおどろいているうちに、黒くろ髪かみのその少しょう女じょは、人ひとごみにまぎれて見みえなくなった。

「ねーねー、ニエノさん！　あそこ、ゲーセンあるんだけど！」

　のぞめに話はなしかけられて、ニエノはハッと我われに返かえった。

　さっきの少しょう女じょに、のぞめは気きづいていないのだろうか……。

「ねー。ちょっと寄よってって、対たい戦せんしよ、対たい戦せん！」

「対たい戦せん……ぼく、苦にが手てなんですけど。協きょう力りょくプレイできるゲームとかじゃ、だめですかね」

「えー？　得とく意いなゲームで、ニエノさんのことボッコボコにしたいのにー！」

「ひどくないですか……？　あっ、ちょっと。のぞめさん、前まえ──！」

　ニエノはとっさに声こえを上あげたが、おそかった。

　前まえを見みずに歩あるいていたのぞめは、カラコロ引ひいていたキャスター付つきのトランクを、道みち端ばたにあった金きん属ぞくのポールにぶつけてしまった。

　ガツンッ、と大おおきな音おとがして。

　次つぎの瞬しゅん間かん、トランクのフタが壊こわれて、その中なか身みが飛とび出だし、バラバラに散ちらばった。

　人にん間げんの〈失しつ望ぼう〉を集あつめるために必ひつ要ような、真まっ黒くろなカタログが、何なん十冊さつも──。

「うわわわわっ、やっちゃったー」

　のぞめはあわてて、地じ面めんに落おちたカタログをひろい集あつめる。

　このカタログの中なか身みを、道みち行ゆく人ひとたちに見みられでもしたら、大たい変へんだ。

「のぞめさん、何なにかとカタログ、落おとしすぎでは……」

「るっさいなー。いいからニエノさんも、手て伝つだって！」

　言いわれるまでもなく、ニエノも急いそいで、カタログをひろうのを手て伝つだった。

　しかし、その途と中ちゅう。

　ニエノは、手てに取とったカタログの一冊さつに、違い和わ感かんを覚おぼえた。

　その一冊さつだけ、なぜだか、ほかよりもかなり古ふるいもののようだったのだ。

「あー、金かな具ぐが壊こわれてる……。キャスターもゆがんじゃった」

「トランク、修しゅう理りに出ださないとですね」

「んー。でも、その前まえに、せっかくだからゲーセン行いっときたいな！　あ、ねえ。久ひさしぶりに、クレーンゲームやりたくない？」

「だめですよ。あれは、底そこなし沼ぬまのようにお金かねがのみこまれます」

「むう……たしかに。前まえやったとき、ついつい二人ふたりで熱ねっ中ちゅうしちゃったもんね……」

　のぞめは苦にが笑わらいを浮うかべた。

　けれどそれは、「楽たのしかったなー」というつぶやきと共ともに、すぐに思おもい出だし笑わらいへと変かわったようだった。

「まあ、それじゃ、クレーンゲームはやめとくけど……。ニエノさんは、どうする？　行いく？」

「いやあ、ぼくはゲーセンはあんまり……。ボッコボコにされたくないですし」

「じゃ、しばらく、そのへんで待まっててよ。ついでに私わたしのトランク、見みててくれる？」

「わかりました。いってらっしゃい」

「ん。気きが向むいたら、ニエノさんも来きてよね！　いっしょにやるゲーム、協きょう力りょくプレイできるやつでもいいからさー」

　そう言いいながら、のぞめはニエノに手てをふって、ゲームセンターへと走はしっていった。

　そのあとニエノは、近ちかくにあった広ひろ場ばの階かい段だんに腰こしを下おろした。

　そして。

（……このカタログ、いつのやつだろう？　こんな古ふるそうなのを使つかったこと、あったっけ？）

　うっかりのぞめに渡わたしそこねた、そのカタログのことが、気きになって。

　ニエノは、深ふかく考かんがえることもなく、そのカタログを開ひらいてみた。




　その中なか身みが、思おもいもよらないものだなんて、知しるよしもなく──。








































　その夫ふう婦ふには、とてもよくできた一人ひとり息子むすこがいた。




「父とうさん、母かあさん。塾じゅくでやった学がく力りょくテスト、また県けん内ない一位いだったよ」

「おお。えらいぞ、浩こう介すけ。次つぎもこの調ちょう子しでがんばれよ」

「このぶんなら、中ちゅう学がく受じゅ験けんも心しん配ぱいないわね。レベルの高たかい中ちゅう学がくだけど……」

「もちろん、まかせといてよ。それじゃあ、これから晩ばんごはんの時じ間かんまで、部へ屋やで勉べん強きょうするから。ごはんができたら呼よんでよね」

　息子むすこの浩こう介すけはそう言いって、自じ分ぶんの部へ屋やへと去さっていく。

　塾じゅくのテキストがどっさり入はいった、重おもいバッグを手てに提さげて。

　それを見み送おくった夫ふう婦ふは、満まん足ぞくげにため息いきをついた。

「本ほん当とうに、あいつはできのいい子こだな」

「ええ、文もん句くのつけようがない子こだわ」

「そこらへんの子こどもなら、家いえに帰かえってくるなり、やれテレビだ漫まん画がだゲームだと、くだらないことにうつつをぬかして、勉べん強きょうがおろそかになるところだ。その点てん、うちの浩こう介すけは……」

「そうね。あの子こは、そこらへんの子こどもとは違ちがう、優ゆう秀しゅうな子こだもの。将しょう来らいが楽たのしみだこと」

　夫ふう婦ふは、息子むすこを「できのいい子こ」に育そだてようと、努ど力りょくしてきた。

　だから息子むすこの優ゆう秀しゅうさは、夫ふう婦ふにとって、自分たちの努ど力りょくのたまものだった。

　このままいけば、息子むすこはさぞかし立りっ派ぱな大人おとなに育そだつだろう。

　いい大だい学がくに入はいって、いい仕し事ごとについて、世せ間けんから一いち目もく置おかれる人にん間げんになって……。

（そうして、「自じ慢まんの息子むすこ」として、親おやである私わたしたちを満まん足ぞくさせておくれ）

　夫ふう婦ふはそろって、そんなふうに思おもっていた。




　やがて、夫ふう婦ふの息子むすこの浩こう介すけは、中ちゅう学がく生せいになった。

　浩こう介すけが入にゅう学がくしたのは、第だい一志し望ぼうの名めい門もん中ちゅう学がくだった。

　ひとにぎりの成せい績せき優ゆう秀しゅうな者ものしか入はいることができない、名なの知しれた進しん学がく校こう。

　その制せい服ふくに身みを包つつんだ息子むすこを見みるたび、夫ふう婦ふはほこらしい気き持もちでいっぱいだった。

　ところが、である。

　中ちゅう学がくに入はいってから、浩こう介すけの成せい績せきが、じりじりと少すこしずつ下さがり始はじめたのだ。

　そのことは、夫ふう婦ふをひどく悩なやませた。

「まいったな。いったいどうしてなんだろう？　中ちゅう学がくに入はいってからというもの、浩こう介すけのやつは、ちゃんと前まえ以い上じょうに勉べん強きょうしているはずなのに……」

「そうね。だけど、机つくえに向むかってテキストを読よんだり問もん題だい集しゅうを解といたりしていても、あの子こ、どうもいまいち集しゅう中ちゅうできていないみたい」

「なるほど、集しゅう中ちゅう力りょくが低てい下かしてるのか。だったら、その原げん因いんを突つき止とめないとな」

　そこで夫ふう婦ふは、浩こう介すけに聞きいてみた。

　前まえのように勉べん強きょうに集しゅう中ちゅうできなくなってしまったのは、なぜなのか、と。

　その問といに、浩こう介すけは、ぽつりと一ひと言こと、

「……ぼくだって、たまには、息いき抜ぬきしたい」

　と答こたえたのである。

　それを聞きいた夫ふう婦ふは、またまた悩なやんだ。

　たしかに、適てき度どな息いき抜ぬきには、集しゅう中ちゅう力りょくを高たかめる効こう果かがあるかもしれない。

　ただ問もん題だいは、何なにを使つかって息いき抜ぬきするか、ということだ。

　たとえば、テレビだの漫まん画がだのゲームだの、はやりの小しょう説せつや映えい画がや音おん楽がくだの……そういったものを、夫ふう婦ふは、我わが子こに与あたえたくなかった。

　夫ふう婦ふはそれらを、「子こどもの質しつを下さげる低てい俗ぞくなもの」だと考かんがえていたからだ。

　けれど、だからといって、このまま浩こう介すけが勉べん強きょうに集しゅう中ちゅうできないのでは、こまってしまう。

「何なにか、『これなら息いき抜ぬきに与あたえてもいい』というようなものを、探さがさなくてはな」

「うちの浩こう介すけに、ふさわしいものをね」

　と、いうことで。

　夫ふう婦ふはその週しゅう末まつ、浩こう介すけの息いき抜ぬきになるものを探さがしに、二人ふたりで街まちへ出でかけたのだった。







　名めい作さく文ぶん学がく全ぜん集しゅう。百ひゃっ科か事じ典てん。芸げい術じゅつ映えい画がのＤディーＶブイＤディー。クラシック音おん楽がくのＣシーＤディー……。

「できのいい息子むすこ」にふさわしいものとなると、そんなところだろうか。

　でも、そういったものなら、これまでもいくらか浩こう介すけに与あたえてきてはいた。おもに、誕たん生じょう日びやクリスマスのプレゼントとして。なのに浩こう介すけは、せっかくプレゼントしたそれらのものに、いつもあまり興きょう味みを示しめさないのだ。

「できのいい息子むすこ」にふさわしく、かつ、浩こう介すけの好このみに合あうような娯ご楽らく。

　そういうものが、何なにかどこかにないものだろうか……。

　それを求もとめて、街まちの中なかを探さがし歩あるいていたところ。

「【まぼろし香こう】～【まぼろし香こう】は、いかがですか～？　勉べん強きょうや仕し事ごとの合あい間まの息いき抜ぬき、気き分ぶん転てん換かんにぴったりな、世よにもめずらしいお香こうですよ～」

　その声こえに、夫ふう婦ふは思おもわず立たち止どまる。

　声こえのほうをふり向むくと、そこには、イスに腰こしかけた女おんなが一人ひとり。

　店みせ先さきで呼よびこみをしている、店てん員いんだろうか？

　いやしかし、その人ひとのうしろにあるのは、看かん板ばんもなく明あかりも点ついていない、すでにつぶれた店みせの跡あとのような建たて物ものだった。

「火ひをともせば、ゆらりと立たちのぼる煙けむりと共ともに、かぐわしい香かおりがただよって──……おや」

　イスに座すわる女おんなは、あまり顔かお色いろのよくない、疲つかれぎみの顔かおを夫ふう婦ふに向むけた。

　その人ひとは、夫ふう婦ふを見みつめて、へらりと笑えみを浮うかべて言いった。

「いらっしゃ～い。当とう店てんの目め玉だま商しょう品ひん【まぼろし香こう】、今いまならお安やすくしておきますよ～」

　その人ひとが座すわるイスの横よこには、小ちいさなテーブルがあった。

　テーブルの上うえには、色いろとりどりのたくさんのお香こうと、一枚まいの小ちいさな皿さらが置おかれている。

　どの色いろのお香こうも、大おおきさや形かたちはすべて同おなじ。高たかさ二センチほどの、細ほそ長ながい山やま型がたのお香こうだ。

　その商しょう品ひんが気きになった夫ふう婦ふは、店みせ先さきに近ちかづき、店てん員いんにたずねた。

「これが、世よにもめずらしいお香こうなのかね？　見みたところ、ふつうのお香こうのようだが」

「息いき抜ぬきにぴったりだというのは、本ほん当とうなの？　いったいどういう商しょう品ひんなのかしら」

　夫ふう婦ふの質しつ問もんに、店てん員いんは一つうなずいて、けだるげにイスから立たち上あがった。

　店てん員いんは、飾かざり気けのない服ふく装そうをしていたが、首くびにはペンダントを下さげていた。

　立たち上あがった拍ひょう子しに、ペンダント・トップが胸むな元もとでゆれる。それは、檻おりの中なかに入はいった天てん使しの像ぞうという、ちょっと変かわったデザインのものだった。

「え～、百ひゃく聞ぶんは一いっ見けんにしかずといいますからね～。今いまから、このお香こうに、火ひをともしてごらんにいれましょ～」

　言いいながら、店てん員いんは、テーブルの上うえからお香こうを一つ、つまみ上あげた。

　下した半はん分ぶんは白しろ色いろで、上うえ半はん分ぶんは青あお色いろのお香こう。

　小こ皿ざらにのせたそのお香こうに、店てん員いんが、マッチで火ひをともす。

　細ほそい煙けむりが立たちのぼり、それと共ともに、ふわりと潮しおの香かおりが広ひろがった。

　そのとたん──。

　あたりの景け色しきが、一いち面めんに広ひろがる美うつくしい海うみ辺べへと、変へん化かしたのである。

　夫ふう婦ふはおどろいて、きょろきょろとあたりを見み回まわした。
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　白しろい砂すな浜はま、青あおい海うみ。

　そこにあるのはどう見みても、目めの前まえに広ひろがる本ほん物ものの海うみ辺べの景け色しきだった。

　それも、ゴミゴミしたせまい海かい水すい浴よく場じょうなんかとは、まったく違ちがう。見みたことのないような美うつくしい海うみだ。

　ざざん……と打うち寄よせる波なみ音おとにまぎれて、ふいに、じゅうっという音おとがした。

　瞬しゅん間かん、海うみ辺べの景け色しきは消きえうせた。

　店てん員いんが、足あし元もとに置おいた水みずがめの中なかにお香こうを落おとして、火ひを消けしたのだ。

　もとどおりになった街まち角かどの景け色しきの中なかで、夫ふう婦ふは、しばらくぽかんと言こと葉ばを失うしなっていた。

　そんな夫ふう婦ふに、店てん員いんは、にっこり笑わらってこう言いった。

「ね？　とっても不ふ思し議ぎで、すてきな商しょう品ひんでしょ～？　これがあれば、部へ屋やの中なかにいながらにして、いつでも非ひ日にち常じょう感かんのある美うつくしいまぼろしを楽たのしめます。その臨りん場じょう感かんたるや、最さい近きんのリアルなゲームや映えい画が以い上じょう！　お香こうの種しゅ類るいもバラエティ豊ゆたかで、毎まい日にちのように違ちがったまぼろしを味あじわえる！　一つのお香こうが燃もえつきるまでの時じ間かんは十分ぷんほどで、休きゅう憩けい時じ間かんの息いき抜ぬきにぴったり！　人ひと々びとが『一いっ生しょうに一度どは見みてみたい』と思おもうような景け色しきをもとに、職しょく人にんが丹たん誠せいこめて作つくり上あげたまぼろしの数かず々かずは、大人おとなにはもちろん、お子こさまの豊ゆたかな心こころをはぐくむのにもおすすめなんです～」

　……と、ひとしきりセールストークをしたあと。

　店てん員いんは、息いきを切きらしたようにうなだれて、ふたたびイスに腰こしを下おろした。

　夫ふう婦ふは顔かおを見み合あわせた。

　部へ屋やの中なかにいながらにして、美うつくしいまぼろしを楽たのしめるお香こう……。

　なるほど、いいかもしれない。

　店てん員いんの言いうとおり、子こどもの豊ゆたかな心こころをはぐくむのにも、よさそうであるし。

　それに、ありふれた娯ご楽らくとは一ひと味あじ違ちがっている、というところもいい。

　そこらの子こどもとは違ちがう、優ゆう秀しゅうなわが子こが楽たのしむのに、ふさわしいと感かんじられるアイテムだ。

「よし。これを、浩こう介すけに買かって帰かえってやろう」

「ええ。そうしましょう」

　夫ふう婦ふはうなずき合あって、その【まぼろし香こう】のセットを一ひと箱はこ買かった。

「お買かい上あげ、ありがとうございます」

　そう言いってほほ笑えんだ店てん員いんの、胸むな元もとのペンダント・トップに付ついた石いしが、チカリと光ひかった。
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　～この商しょう品ひんについて～






【まぼろし香こう】は、その名なのとおり、香かおり付つきのまぼろしを楽たのしむためのお香こうです。

このお香こうに火ひをともすと、お香こうが燃もえつきるまでの約やく十分ぷん間かん、美うつくしいまぼろしと、

そのまぼろしにともなう香かおりを味あじわえます。








※　注ちゅう意い：お香こうが燃もえつきるまで、まぼろしには手てを触ふれないようにしてください。




触ふれると消きえてしまうことがあります。












　浩こう介すけが両りょう親しんからプレゼントされた、お香こうのセット。

　その箱はこの裏うらには、そんな商しょう品ひん説せつ明めいが書かかれていた。

　それを読よんだ浩こう介すけは、半はん信しん半はん疑ぎで首くびをかしげた。

（父とうさんと母かあさんが、こんなあやしいものを買かってくるなんて、めずらしいな。……まあ、いつもの名めい作さく文ぶん学がく全ぜん集しゅうとか、百ひゃっ科か事じ典てんとか、芸げい術じゅつ映えい画がのＤディーＶブイＤディーとか、クラシック音おん楽がくのＣシーＤディーとかよりは、ずっとマシか）

　両りょう親しんからのそれらのプレゼントに、浩こう介すけは、いつも内ない心しんうんざりしていた。

（べつに、名めい作さく文ぶん学がくとかクラシックとか、そういうのがきらいなわけじゃないんだけど……。ああいうものって、『勉べん強きょうの続つづき』みたいで、息いきがつまっちゃうんだよな……）

　息いきをつまらせることなく、ああいうものを「勉べん強きょうの合あい間まの息いき抜ぬき」として楽たのしめる子こどもも、中なかにはいるんだろう。

　でも、自じ分ぶんはそうじゃない。

　にもかかわらず、両りょう親しんはおかまいなしに、ああいうものを「うちの浩こう介すけにふさわしいもの」としてプレゼントしてくる。そのことに、うんざりしてしまうのだ。

「……とりあえず、一つ、ためしてみるか」

　テキストを閉とじて、浩こう介すけは机つくえの上うえを片かたづけた。

　お香こうのセットの箱はこを開あけると、香かおりがふわりと鼻はなをくすぐった。

　色いろとりどりのお香こうは、どれもきれいだが、どれがなんの香かおりかという説せつ明めいはない。

「……これにしてみようかな」

　と、浩こう介すけが手てに取とったのは、澄すんだ水みず色いろのお香こうだった。

　そのお香こうは、プールの底そこでゆれる光ひかりのような、ゆらゆらとした網あみ目め模も様ようで飾かざられていた。

　浩こう介すけは、セットの中なかに入はいっていた小ちいさな皿さらに、その水みず色いろのお香こうをのせた。

　しゅぼっ、とマッチを擦すって、三さん角かく錐すいのお香こうのてっぺんに火ひを移うつし、マッチを水みずの入はいったコップに落おとす。

　お香こうのてっぺんから、細ほそい煙けむりが立たちのぼる。

　それと共ともに、部へ屋やの中なかに、ひんやりとした水みずの香かおりが広ひろがって──……。




　次つぎの瞬しゅん間かん。

　浩こう介すけは、水みずに浮うかぶ小こ舟ぶねの上うえにいた。

「…………え」

　浩こう介すけは、おどろいてあたりを見み回まわした。

　その身みじろぎに合あわせて、小こ舟ぶねが傾かたむく。ちゃぷ、ちゃぷ、と水みず音おとが響ひびく。

　どうやら小こ舟ぶねは、洞どう窟くつの中なかを流ながれる川かわに浮うかんでいるようだった。

　ゆったりとした流ながれの川かわ。

　小こ舟ぶねは、その流ながれにただ身みをまかせ、のんびりと洞どう窟くつの中なかを進すすんでいく。

　洞どう窟くつは、ところどころ日ひが差さしこんでいて、さほど暗くらくはない。

　ぼうっとやわらかな、天てん然ねんのスポットライト。

　その光ひかりの中なかに入はいると、川かわの底そこがよく見みえた。

　砂すなや岩いわがあって、魚さかなやカニや貝かいがいる。

　そんな水みな底そこの景け色しきは、ゆらゆらとおどる光ひかりの網あみ目め模も様ようで飾かざられていた。

「水みずが、透すきとおってる……」

　ただそれだけのことを、浩こう介すけは思おもわずつぶやいた。

　ただそれだけのこと、だけれど。水すい道どうもない場ば所しょに、こんなに透とう明めいな水みずが、川かわになって流ながれるほどたくさんあるなんて。浩こう介すけには、それがなんだか、とても不ふ思し議ぎに思おもえたのだ。

　……と、そのとき。

　少すこし離はなれたところで、ぱしゃ、と水みず音おとが響ひびいた。

　顔かおを上あげると、川かわ下しもにある岩いわの上うえに、人ひとがいた。

　それは、長ながい髪かみをした、少しょう女じょのようだった。

　年としのころは、たぶん浩こう介すけと同おなじくらい。

　その少しょう女じょは、川かわの水みずを手てですくって、ぱしゃっ……ぱしゃっ……と、それをまき散ちらして遊あそんでいた。

　洞どう窟くつの壁かべや、天てん井じょうの岩いわ肌はだも。少しょう女じょの肌はだと、長ながい髪かみの毛けも。

　水みな底そこと同おなじように、ゆれる光ひかりの網あみ目め模も様ようで飾かざられていた。

（……冷つめたそうな、水みず。……気き持もちよさそうだなあ）

　少しょう女じょが遊あそんでいるのを見みているうちに、浩こう介すけは、自じ分ぶんも同おなじことがしたくなった。

　それでつい、川かわの水みずの中なかに、手てを入いれた。




　その瞬しゅん間かん。

　洞どう窟くつの中なかを流ながれる川かわの景け色しきは、あとかたもなく消きえうせた。




　浩こう介すけは、また、いつもの自じ分ぶんの部へ屋やにいた。

　ハッと我われに返かえって、机つくえの上うえに目めをやると。

　小こ皿ざらの上うえのお香こうは、三さん角かく錐すいの形かたちのまま、底そこのほうを少すこし残のこして灰はいになっていた。

　灰はい色いろと水みず色いろの境さかい目めから、ひんやりとした水みずの香かおりの煙けむりが、まだ立たちのぼっている。

「まだ、お香こうが燃もえつきてないのに……まぼろしが、消きえちゃった。川かわの水みずを、さわっちゃったからか……」

　お香こうが燃もえつきるまで、まぼろしには手てを触ふれないようにしてください。

　その注ちゅう意い書がきを、ちゃんと読よんでいたというのに。

　本ほん物ものとしか思おもえないまぼろしに、ついつい夢む中ちゅうになって、その注ちゅう意いを忘わすれてしまった。

「まだ時じ間かんはあったのに、もったいないことしちゃったな。……でも、すごいや、このお香こう」

　こんなお香こうで、勉べん強きょうの合あい間まの息いき抜ぬきができるなら。

　それならば、もっともっと、勉べん強きょうをがんばろうという気きにもなる。

　浩こう介すけは、机つくえの上うえを片かたづけて、ふたたびテキストを開ひらいた。

　そして、次つぎのお香こうを楽たのしみにしつつ、気き合あいを入いれてまた勉べん強きょうに取とりかかった。







　それからというもの。

　浩こう介すけは、どうしようもなく勉べん強きょうに疲つかれると、【まぼろし香こう】を使つかうようになった。

　色いろとりどりのお香こうが生うみ出だすまぼろしは、お香こうの色いろや柄がらによって、さまざまだった。

　真まっ白しろなお香こうは、ユキウサギやキタキツネがいる、見み渡わたすかぎりの雪ゆき景げ色しきを。

　深ふかい紺こん色いろに、無む数すうの光ひかりの粒つぶを散ちらしたようなお香こうは、満まん天てんの星ほしが見みえる山さん頂ちょうの展てん望ぼう台だいを。

　薄うすいピンク色いろのお香こうは、どこまでも続つづく、満まん開かいの桜さくら並なみ木きでできたトンネルの道みちを。

　とっぷりとした黒くろに、オレンジや、黄き色いろや、青あおや、黄き緑みどりの水みず玉たま柄がらがついたお香こうは、クリスマスの街まちのイルミネーションを──。

　それぞれ、部へ屋やの中なかにいる浩こう介すけに、つかの間まのまぼろしとして見みせてくれた。

【まぼろし香こう】は、いつしか浩こう介すけにとって、なくてはならない息いき抜ぬきになった。

　そんな浩こう介すけのために、両りょう親しんは、たびたび街まちへ行いって【まぼろし香こう】を買かってきた。

　そのおかげで、以い前ぜんよりも勉べん強きょうがはかどるようになった浩こう介すけの成せい績せきは、またどんどん上あがっていったのだった。
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　やがて浩こう介すけは、もうすぐ高こう校こう受じゅ験けんをむかえる時じ期きにさしかかった。

　浩こう介すけの通かよう、ひとにぎりの生せい徒とだけが入はいれる名めい門もん中ちゅう学がく。その中なかでも、さらに上じょう位いひとにぎりの生せい徒としか合ごう格かくできないと言いわれる、レベルの高たかい名めい門もん高こう校こう。

　その志し望ぼう校こうをめざして、浩こう介すけは来くる日ひも来くる日ひも、起おきてから眠ねむるまで必ひっ死しで勉べん強きょうしていた。

「……疲つかれたな。そろそろ十分ぷん間かんだけ、休きゅう憩けいしよう。……あのお香こうで、息いき抜ぬきしよう」

　ある日ひの夜よるの勉べん強きょう中ちゅう。

　浩こう介すけは、大おおきくため息いきをついて、いつものように机つくえの上うえを片かたづけた。

　そして、いつものように【まぼろし香こう】の箱はこを開あけ、中なかから一つのお香こうを取とり出だす。

　今日きょうのお香こうは、白しろとピンクのうずまき模も様ようの、甘あまいにおいがするお香こう。

　そのてっぺんに、マッチで火ひをともしてみると……。




　次つぎの瞬しゅん間かん。

　浩こう介すけは、人ひとでにぎわう遊ゆう園えん地ちの中なかにいた。

　本ほん物ものの遊ゆう園えん地ちというものに、浩こう介すけは、一いち度ども行いったことがない。

　遊ゆう園えん地ちという場ば所しょは、写しゃ真しんやイラストで、その一いち部ぶを見みたことがあるだけだった。

「遊ゆう園えん地ちって、こんなに広ひろいんだ……音おん楽がくが流ながれてるんだ……」

　なんだか、巨きょ大だいなオルゴールを、おもちゃ箱ばこにしたみたいな場ば所しょだ──。

　そんなふうに、浩こう介すけは思おもった。

　園えん内ないにあるいろいろな乗のり物ものは、どう見みたって、おもちゃにしか見みえなかったから。

　名な前まえくらいは知しっている、メリーゴーラウンドに、コーヒーカップに、観かん覧らん車しゃ。

　同おなじ場ば所しょを、ただぐるぐると回まわるばかりの、なんの役やくにも立たたない乗のり物ものたち。

　でも──。

　カラフルで、つるつるペカペカしたそれらを見みていると、どうしてこんなにも、胸むねがはずむような楽たのしい気き分ぶんになるんだろう。

「……あ。あの子こだ」

　と。そこで浩こう介すけは、園えん内ないを歩あるく一人ひとりの少しょう女じょに目めを留とめた。

　その子この顔かおを、浩こう介すけはよく知しっていた。

　なぜなら、【まぼろし香こう】が見みせるまぼろしの中なかには、いつもかならずその子この姿すがたがあったから。

　はじめて使つかった【まぼろし香こう】で見みた、洞どう窟くつの中なかを流ながれる川かわのまぼろし。

　その中なかで水みず遊あそびをしていた、長ながい髪かみの少しょう女じょ。

　雪ゆき景げ色しきのまぼろしの中なかにも、満まん天てんの星ほしを仰あおぐまぼろしの中なかにも、桜さくらのトンネルのまぼろしの中なかにも、クリスマスの街まちのまぼろしの中なかにも──……その子こがいた。

　はじめて見みたとき、少しょう女じょは当とう時じの浩こう介すけと同おなじ、十二歳さいくらいの子こどもに見みえた。

　それが今いまでは、現げん在ざいの浩こう介すけと同おなじ、十五歳さいくらいの姿すがたに成せい長ちょうしている。

　このまぼろしの中なかで、少しょう女じょは、長ながい髪かみの毛けを三みつ編あみにしていた。

　──ふと、風かぜに乗のって、甘あまいにおいがただよってきた。

　それは、アイスクリームを売うるお店みせのにおいだった。

　三みつ編あみの少しょう女じょは、そのお店みせに寄よって、いちごとバニラのうずまきソフトを注ちゅう文もんした。

　その代だい金きんを払はらおうと、少しょう女じょが、財さい布ふから小こ銭ぜにを出だしたとき。

　一枚まいの小こ銭ぜにが、チャリン、と少しょう女じょの足あし元もとに落おちた。

　少しょう女じょは、お金かねを落おとしたことに気きがつかないようだった。

　うずまきソフトを受うけ取とって、お金かねを拾ひろわず、店みせの前まえを離はなれる少しょう女じょ。
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　それを見みて。

「あっ……。あの……！」

　浩こう介すけは、少しょう女じょの背せ中なかに呼よびかけた。

　けれど、少しょう女じょはその声こえに気きづかない。

　今いままでに、何なん度どもためしてみて、わかっていたことだった。

　まぼろしの中なかの少しょう女じょには、浩こう介すけの声こえが聞きこえないのだ。浩こう介すけの姿すがたも見みえないのだ。

　それはさながら、映えい画がの中なかの登とう場じょう人じん物ぶつが、それを見みているこちらの存そん在ざいに、けっして気きづくことがないように……。

　頭あたまではわかっていても、浩こう介すけは、またこうして少しょう女じょに声こえをかけてしまった。

　そして、ついつい。

　少しょう女じょの落おとした小こ銭ぜにを、拾ひろって少しょう女じょに渡わたそうとして、それに触ふれた。




　その瞬しゅん間かん。

　にぎやかな遊ゆう園えん地ちの景け色しきは、あとかたもなく消きえうせた。
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　その後ご、浩こう介すけは、第だい一志し望ぼうの名めい門もん高こう校こうに合ごう格かくした。

　それから、さらに月つき日ひは流ながれて。

　やがて今こん度どは、もうすぐ大だい学がく受じゅ験けんをむかえる時じ期きにさしかかった。

　第だい一志し望ぼうの大だい学がくは、全ぜん国こくでもっともレベルが高たかいとされる、名めい門もん大だい学がく。

　そこに合ごう格かくするため、浩こう介すけは来くる日ひも来くる日ひも、睡すい眠みん時じ間かんをけずって勉べん強きょうしていた。

　そのかいあって、模も試しの結けっ果かは、この調ちょう子しなら第だい一志し望ぼうに合ごう格かく確かく実じつ、という判はん定ていだった。

「えらいぞ、浩こう介すけ。それでこそ、ここまでおまえを育そだててきたかいがあるというものだ」

「ああ、あと少すこしで、『うちの息子むすこは○大だい生せいなの』って、まわりに紹しょう介かいできるのね……」

　両りょう親しんは、すでにもう、浩こう介すけが受じゅ験けんに合ごう格かくしたかのようなうかれようだった。

　そんな二人ふたりの期き待たいを、ぜったいに裏うら切ぎるわけにはいかないのだと、浩こう介すけは思おもった。

　浩こう介すけの人じん生せいは、親おやの期き待たいに応こたえるためにある。ただそれだけのためにある。

　それ以い外がいに、何なにをめざして、どうやって生いきていけばいいかなど、浩こう介すけにはわからない。

　だから今こん度ども浩こう介すけは、今いままで以い上じょうにがんばって、がんばって、がんばって……。

　そうして、とうとう。

　明日あしたは受じゅ験けんの当とう日じつ、という日ひになった。




　その日ひの夜よる。

　浩こう介すけは、明日あしたの受じゅ験けんに向むけて、最さい後ごの追おいこみをかけていた。

　その勉べん強きょうも、もう思おもい残のこすことはない、と思おもえるほどまでやりこんで。

　ちらりと時と計けいを見みてから、浩こう介すけは一つ大おおきく息いきをつき、テキストを閉とじた。

「……そろそろ、明日あしたにそなえて寝ねておかなくちゃ。……だけど」

　その前まえに、十分ぷん間かんだけ。

　いつものように、あのまぼろしの世せ界かいを楽たのしみたい。そうしたら、このまますぐ眠ねむってしまうよりも、きっとすっきり疲つかれが取とれて、万ばん全ぜんの状じょう態たいで試し験けんを受うけられる……。

　そう思おもいながら、浩こう介すけは【まぼろし香こう】の箱はこを開あけ、中なかから一つのお香こうを取とり出だした。

　今日きょうのお香こうは、暗くらい紫むらさき色いろの中なかに、やわらかな明あかりの色いろの玉たまがならぶお香こう。

　これって、なんのにおいのお香こうなのだろう？

　甘あまいにおいと、香こうばしいにおいと、夏なつの夜よるのにおいがまざり合あったような──……。

　首くびをかしげて、浩こう介すけは、そのお香こうに火ひをともした。




　次つぎの瞬しゅん間かん。

　浩こう介すけは、夜よるの景け色しきの中なかにいた。

　太たい鼓この音おとや、笛ふえの音おとが、どこからともなく聞きこえてくる。

　夜よるだというのに、あたりには人ひとが多おおく、騒さわがしい。

　洋よう服ふくの人ひとだけでなく、浴衣ゆかた姿すがたの人ひとがたくさんいる。

　人ひとごみの向むこうに、いろんな屋や台たいが見みえる。

　焼やきそば、ヨーヨー釣つり、わたあめ、りんごあめ、お面めん、はしまき……。

　ふと見み上あげると、いくつもの月つきが、ぼんやりと闇やみをにじませて、一列れつにならんでいた。

　よく見みれば、それは、月つきと同おなじ色いろをした提ちょう灯ちんだった。

　甘あまくて香こうばしくて、あたたかいにおいの塊かたまりが、ゆっくりと流ながれてきて、浩こう介すけを包つつみこむ。

　そのにおいを、浩こう介すけは、胸むねいっぱいに吸すいこんだ。

「これって、夏なつ祭まつり、ってやつだよね。……お祭まつりって、こんなにおいなんだ」

　うっとりと、そうつぶやいた、そのときだった。

　行いき交かう人ひと々びとの中なかに、浩こう介すけは、またあの少しょう女じょの姿すがたを見みつけた。

　少しょう女じょは、うす紫むらさき色いろの浴衣ゆかたを着きていた。

　このまぼろしの中なかで、少しょう女じょの長ながい髪かみの毛けは、お団だん子ごに結ゆい上あげられていた。

　その髪かみに挿さしたかんざしの、ガラスの玉たまの飾かざりが、とろりと提ちょう灯ちんの明あかりに照てらされる。

　少しょう女じょは、すっかり大人おとなびた姿すがたになっていた。

　はじめて見みたときの面おも影かげを、たしかにそこに残のこしながらも、やはり、浩こう介すけと同おなじくらいの年としの姿すがたに成せい長ちょうしていた。

　そんな少しょう女じょを見みつめて、浩こう介すけは、まぶしげに目めを細ほそめた。

　──いつからだろう。

　浩こう介すけは、まぼろしの中なかのその少しょう女じょに、会あいたいと願ねがうようになっていた。

　少しょう女じょは、浩こう介すけのことなど知しりもしない。

　けれど、【まぼろし香こう】を使つかい続つづけてきた、この六年ねん間かん。

　浩こう介すけは、いつもまぼろしの中なかで、少しょう女じょを見みていた。

　勉べん強きょうばかりの毎まい日にちの、たった一つの楽たのしみの中なかで、いつも姿すがたを見みかける少しょう女じょ。

　その存そん在ざいは、いつしか浩こう介すけの中なかで、かけがえのない大おおきなものになっていた。

　この六年ねん間かん、浩こう介すけは、少しょう女じょといっしょにすごしてきた気きさえしていた。

　でも。少しょう女じょはあくまで、まぼろしの中なかの住じゅう人にんだ。

　住すむ世せ界かいが違ちがっているから、けっして「出で会あう」ことのできない相あい手て。

　ただ、見みていることしかできない人ひとなのだ。

　……そうだろうか？

　……本ほん当とうに、そうなのだろうか？

（もしかしたら……もしかしたら……）

　浩こう介すけは、人ひとごみの中なかをすり抜ぬけ、まわりの人ひとたちに触ふれないように、少しょう女じょのもとへ近ちかづいた。

（もし、ぼくがきみに触ふれたら──……きみはそのとたん、このまぼろしといっしょに、消きえてしまうんだろうか。川かわの水みずや、小こ銭ぜにに触ふれたときと、同おなじように。……それとも）

【まぼろし香こう】の注ちゅう意い書がきには、こうあった。

『お香こうが燃もえつきるまで、まぼろしには手てを触ふれないようにしてください。

　触ふれると消きえてしまうことがあります。』──と。

　消きえてしまうことがある、ということは。

　もしかしたら、運うんがよければ、まぼろしが「消きえない」ことだって、あるのかもしれない。

（──お願ねがいだ）

　浩こう介すけは、こちらに背せを向むけている少しょう女じょの手てへと、手てを伸のばす。

（──消きえないで）

　浩こう介すけは、おそるおそる、少しょう女じょの手てをつかんで、目めをつぶった。

　……あたたかい手て。

　浩こう介すけの手ての中なかにある、その手ての感かん触しょくは、消きえなかった。

　浩こう介すけは、ゆっくりとまぶたを開ひらいた。

　まわりにあるのは、先さきほどまでと変かわらない、夏なつ祭まつりの夜よるの風ふう景けいだった。

　そして──。

　目めの前まえには、こちらをふり向むいて、おどろいた少しょう女じょの顔かおがあった。

「……あ」

　少しょう女じょに見みつめられながら、浩こう介すけは、少しょう女じょの手てをにぎる手てに力ちからをこめた。

「……会あいたかった。……ずっと、ずっと……ぼくは、きみに会あいたかった……！」

　少しょう女じょを見みつめて、浩こう介すけは、かすれる声こえでそうさけんだ。

　すると、それに応こたえるように、少しょう女じょの手てをにぎった手てが、にぎり返かえされた。

　浩こう介すけは、どくんと胸むねを高たか鳴ならせて、目めを見み開ひらく。

　そんな浩こう介すけに向むかって。

　──少しょう女じょは、ほほ笑えんで、こう言いった。

「きみもこれで、わたしと同おなじ、この世せ界かいの住じゅう人にんだね」
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【まぼろし香こう】が燃もえつきたあと──。

　夏なつ祭まつりの夜よるの香かおりが残のこる、その部へ屋やの中なかに、浩こう介すけの姿すがたはなかった。

　夫ふう婦ふの自じ慢まんの優ゆう秀しゅうな息子むすこは、まぼろしとなって、消きえてしまっていたのである。







『お香こうが燃もえつきるまで、まぼろしには手てを触ふれないようにしてください。

　触ふれると消きえてしまうことがあります。』──……

[image: ]






















　どうしても、手て紙がみを出だしたい人ひとがいる。

　でも、その人ひとが、どこのだれなのかわからない。

　わかっているのは、自じ分ぶんが昔むかし、その人ひとの手て紙がみに救すくわれたということ──……。







【かならずの切きっ手て】

　そう書かかれた貼はり紙がみを見みて、佳か奈なはふと足あしを止とめた。

　そこには、道みち端ばたにイスとテーブルを置おいて、切きっ手てを売うっている女おんなの人ひとがいた。

　あまり顔かお色いろのよくない、やけにけだるげな様よう子すの人ひとだ。

　ルームウェアかと思おもうような、シンプルでラフな服ふく装そうをしているけれど、その胸むな元もとにはペンダントがぶら下さがっていた。

　その人ひとのうしろには、郵ゆう便びん局きょくの建たて物ものがある。──が。

　荒あれはてた古ふるい建たて物ものは、どう見みても、今いまはもう使つかわれていない郵ゆう便びん局きょくだった。

　その人ひとは、佳か奈なに向むかって、へらりと気きの抜ぬけた顔かおで笑わらいかけた。

「あ～。あなた、この切きっ手てに興きょう味みあります？」

「え？　……えっと」

「これね、とっても不ふ思し議ぎな切きっ手てなんですよ～。ここに書かいてあるとおり、【かならずの切きっ手て】っていうんですけどね」

「はあ……」

「その名なのとおり、この切きっ手てを貼はって手て紙がみを出だせば、かならず望のぞむ相あい手てに手て紙がみが届とどく、っていう切きっ手てなんです～。相あい手ての名な前まえも、顔かおも、住じゅう所しょも、何なに一ひとつわからなくてもですよ～」

「────えっ！」

　やる気きのなさそうな商しょう品ひん説せつ明めいを、途と中ちゅうまで、佳か奈なは半はん分ぶん聞きき流ながしていたのだが。

　相あい手ての名な前まえも、顔かおも、住じゅう所しょも、何なに一ひとつわからなくても、手て紙がみが届とどく──。

　などという話はなしは、聞きき捨ずてならない。

　女おんなの人ひとは、道みち端ばたのテーブルの上うえに置おいた切きっ手てシートを、一枚まい手てに取とった。

　そして、佳か奈なを手て招まねくように、それをピラピラとゆらした。

「ねー。これ、すごくないですか～？」

「そ……そりゃあ。その話はなしが、もし本ほん当とうなら──」

「あ。あなた、さては～。手て紙がみを出だしたい相あい手ての居い場ば所しょがわからなくて、こまったりしちゃってます～？」

　その問といに──佳か奈なは、真しん剣けんな顔かおでうなずいた。

「……そうなんです。その人ひとの現げん在ざいの住じゅう所しょ、だけじゃなくて。そもそもわたし、その人ひとがどこのだれなのかも、知しらないんです。……でも、それでも。どうしてもわたし、その人ひとに、お礼れいの手て紙がみを出だしたくて。もう、何なん年ねんも何なん年ねんも──……」

「おお！　それは！」

　女おんなの人ひとは、とつぜん声こえをはり上あげ、イスから立たち上あがった。

「それはまさに！　この切きっ手てにふさわしいお客きゃくさんじゃないですか～。そして、何なにか事じ情じょうがあるみたいですね？　もしよろしければ、私わたしにお話はなし、聞きかせてくださいよ～」

　そう言いいつつ、女おんなの人ひとは、イスの横よこの地じべたに座すわりこんだ。

「ま、立たち話ばなしもなんですから～。座すわって座すわって」

「え。あ。……どうも、すみません」

　空あいたイスを、ポンポンとたたかれて。佳か奈なは、ちょっと申もうしわけなく思おもいつつも、その道みち端ばたのイスに座すわらせてもらった。

「さあー、それじゃ、教おしえてください。どうしても手て紙がみを出だしたい、どこのだれかもわからないその相あい手てっていうのは、お客きゃくさんにとって、いったいどういう人ひとなんですか～？」

「は……はい。それは──……」

　佳か奈なは、ひざに置おいた手てを、スカートの布ぬのごとぎゅっとにぎりしめた。

　そうして、佳か奈なが語かたったのは、次つぎのような思おもい出で話ばなしだった。
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　じつを言いうと……手て紙がみってものに関かんしては、いい思おもい出でよりも、いやな思おもい出でのほうが先さきにあるんです。

　というのも、今いまから五年ねん前まえ──わたしが、小しょう学がく三年ねん生せいのとき。

　当とう時じ、わたしのいたクラスでは、友ともだち同どう士しでの手て紙がみ交こう換かんがはやっていました。

　わたしも、そのときクラスで仲なかの良よかった子こたちと、手て紙がみを出だし合あったんです。

　手て紙がみの内ない容ようは、特とくにここで語かたることもないような、たわいのないものだったんですが。

　問もん題だいは、そのとき使つかったレターセットの……そこに描かかれてた、キャラクターで。

　かえるのキャラクターと、うさぎのキャラクター。

　その二種しゅ類るいのキャラクターグッズが、当とう時じ、わたしのまわりでは大だい人にん気きでした。

　わたしは、かえるのキャラクターのレターセットで、友ともだちに手て紙がみを書かきました。

　べつに、理り由ゆうがあったわけじゃありません。しいて言いうなら、かえるのレターセットはうすい黄き緑みどり色いろの便びんせんで、うさぎのレターセットは桃もも色いろの便びんせんで、わたしはかえるの便びんせんの色いろのほうが、どっちかっていうと好すきだったから。

　それだけ、だったんですけど……。

　わたしは、知しらなかったんです。

　わたしがいた仲なか良よしグループは、「うさぎのグループ」だったなんて。

　そんなこと──言いわれるまで、気きづかなかった。

　えっと、つまり。わたしが手て紙がみを交こう換かんしたグループの子こたちは、みんな、かえるじゃなくて、うさぎのキャラクターが好すきな子こたちの集あつまりで。手て紙がみ交こう換かんに使つかうレターセットは、うさぎのキャラクターのものを使つかうっていうのが、そのグループ内ないでの、暗あん黙もくの了りょう解かいだったんです。

　そして、同おなじクラスには「かえるのグループ」の子こたちもいました。

　そのせいで、さらに事ことがこじれてしまったというか……。

「うさぎのグループ」の子こたちへの手て紙がみに、かえるのレターセットを使つかった。

　そのことが原げん因いんで、わたしは、クラスで陰かげ口ぐちをたたかれるようになったんです。

『あの子こは、「かえるのグループ」の子こたちと手て紙がみ交こう換かんをしていて、そのとき使つかったレターセットのあまりを、「うさぎのグループ」の手て紙がみ交こう換かんで使つかい回まわした』──って。

　それからわたしは、クラスで仲なか間まはずれになりました。

　……わけわかんないでしょ？

　わたしだって、今いまでもさっぱりわかりませんよ。

　なんで、そんなことが仲なか間まはずれの理り由ゆうになるんだか。

　でも、当とう時じのそのクラスでは、なんだか知しらないけど、そういう掟おきて？　みたいなのがあったんですかね。──くっだらない。

　それでも、わたしは一いち応おう、言いいわけしようとしたんですよ。

　レターセットを使つかい回まわした、なんてのは、完かん全ぜんに向むこうの誤ご解かいなわけだし。

　もともと仲なか良よくしてた「うさぎのグループ」の子こたちは、少すくなくとも、話はなせばわかってくれると思おもってたから。

　──まあ、そんなことはなかったんですけどね。

　いったん陰かげ口ぐちをたたかれるようになって、仲なか間まはずれになってしまったあとは、なんかもう、話はなしの通つうじる状じょう態たいじゃなくなったっていうか。

　ほんの数すう日じつ前まえまで、いっしょに楽たのしくおしゃべりしてた相あい手てなのに。

　こっちがなんて言いって話はなしかけても、その子こたち、無む視ししたり、バカにするみたいに笑わらったり、そういう態たい度どを取とるばっかりで。

　レターセットのこと、誤ご解かいだって伝つたえたくても。

　もう一いち度ど、前まえみたいに仲なか良よくしたいって、伝つたえたくても。

　何なに言いっても、聞きいちゃくれない──。

　まるで、それまでふつうに使つかってた言こと葉ばが、ある日ひとつぜん、通つうじなくなったみたいだった。

　ほかのクラスメイトたちも、それこそぜんぜん関かん係けいないくせに、便びん乗じょうして。

　クラス中じゅうの人にん間げんが、だれもまともに話はなしをしてくれないの……すごく、つらくて、怖こわかった。

　本ほん当とう、なんでこんなことに……って気き持もちでいっぱいでした。

　あー。

　人にん間げんって、怖こわい。

　もう、人ひとなんか信しんじない、って思おもいました。

　もう、友ともだちなんかいらない、って思おもいました。




　──ただ、ひとりの人ひとをのぞいては。




　はい。そう……です。

　その、ただひとりっていうのが、手て紙がみを出だしたい相あい手てなんです。

　わたしが、クラスで仲なか間まはずれになって、つらい思おもいをしていたそのときに。

　その人ひとは、はげましの手て紙がみを送おくってくれました。

『わたしは、あなたの味み方かたです。』

　九月がつに届とどいた、いちばんはじめの手て紙がみは、その言こと葉ばで始はじまっていました。

　差さし出だし人にんの名な前まえが書かいてない、匿とく名めいの手て紙がみ。

　それは、うさぎのキャラクターでもかえるのキャラクターでもなく、あんまり人にん気きはなかったけど、わたしはとても好すきだった、猫ねこのキャラクターのレターセットを使つかった手て紙がみでした。

　はじめのうちは、正しょう直じき、うたがってました。

　この手て紙がみも、クラスメイトのだれかによる、新あら手てのいやがらせなんじゃないかって。

　すなおにこの手て紙がみによろこんでいたら、そのうちネタばらしをされて、「おまえに味み方かたなんていないんだよ」ってことを、あらためて突つきつけられるんじゃないかって……。

　でも。その手て紙がみの文ぶん章しょうは、やさしくて、あたたかくて。

　すごく──心こころのこもった手て紙がみだって、感かんじられたんです。

　だから、信しんじることにしました。

　手て紙がみの差さし出だし人にんは、本ほん当とうに、わたしのことを気きにかけてくれているんだって。

　わたしのことを、本ほん気きではげまそうと、勇ゆう気きづけようと、してくれているんだって。

　……ふふ。だめです、教おしえませんよ。これ以い上じょう、具ぐ体たい的てきな手て紙がみの内ない容ようは。

　だって、そこに書かかれてた言こと葉ばは、わたしに贈おくられたものなんですから。

　ほかのだれでもない、わたしのための言こと葉ば。

　わたしだけの宝たから物もの、なんです。

　一通つう目めの、書かき出だしの部ぶ分ぶんだけは教おしえちゃったけど。

　それ以い外がいの内ない容ようは、もう一ひと言ことたりとも、ほかの人ひとには指ゆび一いっ本ぽんふれさせたくない……！

　そのくらい、それはわたしにとって、大たい切せつな言こと葉ば。

　そんな言こと葉ばばかりがつまった、大たい切せつな、大たい切せつな手て紙がみだから──。

　……えっと。

　ちょっと、話はなしがそれちゃいましたね。

　とにかく──。

　その手て紙がみのおかげで、わたしは、くじけることなくがんばることができました。

　クラス替がえまでの七か月げつの間あいだに、その人ひとからもらった手て紙がみは、ぜんぶで七通つう。

　それっきり、手て紙がみはパッタリ途と絶だえてしまって……。

　結けっ局きょく、あの手て紙がみをくれたのは、だれだったのか。

　その正しょう体たいは、今いまもわからずじまいなんです。




　もちろん、考かんがえてはみましたよ。手て紙がみの差さし出だし人にんが、いったいどこのだれなのか、ってことは。

　手てがかりになりそうなことは、一いち応おう、いくつかあったので。

　そうですね、たとえば……。

　手て紙がみの内ない容ようは、わたしがクラスでどういう立たち場ばに置おかれていたか、それを知しらないと、書かけるはずのないものでした。

　だから、手て紙がみの差さし出だし人にんは、そのときわたしの身み近ぢかにいた、だれか……。

　あるいは、そのだれかから、情じょう報ほうを手てに入いれることのできた人ひと。

　まあ、小しょう学がっ校こうの関かん係けい者しゃであることは、間ま違ちがいないと思おもうんです。

　ひそかにわたしのことを助たすけようとしてくれた、当とう時じのクラスメイトなのか……当とう時じはクラスが離はなれていたけど、何なにかのきっかけで、わたしがクラスで仲なか間まはずれになっていることを知しった、昔むかしの友ともだちなのか……。ひょっとしたら、先せん生せいってこともあるかもですね。

　それから……。

　その手て紙がみは、いつも、家いえのポストに入はいっていたんです。

　でも、手て紙がみの封ふう筒とうには、切きっ手ても貼はられていなかったし、消けし印いんもなかった。

　つまり、その手て紙がみは、郵ゆう便びんで送おくられてきたものじゃなく、だれかが直ちょく接せつ家いえのポストに入いれたもののはず。……学がっ校こうだと、ほかの人ひとに見みつかる危き険けんがあるから、そうしたんでしょう。

　となると、手て紙がみの差さし出だし人にんは、わたしの家いえを知しっている人ひとってことですよね。

　けど、同おなじ学がっ校こうの人ひとなら、わたしの家いえの住じゅう所しょなんて、調しらべる方ほう法ほうはいくらでもありそうだし……。

　そう考かんがえると、ここらへんは、手てがかりと言いえるほどのことでもないんです。

　あとは──……。

　わたしの大だい好すきな、猫ねこのキャラクターの、レターセット！

　って、いうのもですね。

　その手て紙がみの、猫ねこのキャラクターのイラストはね、ウインクしてたんですよ！

　ウインクバージョンは、近ちかくの店みせでは売うってなかったんです。好すきなキャラクターだったのに、それは見みたことのないイラストで。だから、手て紙がみの差さし出だし人にんを突つき止とめる手てがかりになるかもって、どこで売うられてるものなのか、探さがしまくったから、ぜったいです！

　あの手て紙がみのレターセットと同おなじものは、ここらへんでは売うっていませんでした。

　たぶん、販はん売ばいしてる地ち域いきが、違ちがったんだと思おもいます。

　だから、そう……。

　手て紙がみの差さし出だし人にんは、遠とおくの町まちから引ひっ越こしてきた、転てん校こう生せい！

　もしくは、そのころ、遠とおくの街まちへ出でかけたことのあるだれか！

　──なんてことを、まあ、考かんがえたりはしましたが。

　じっさいは、ほかにもいろいろ、可か能のう性せいはありますよね。

　……あ。それと、少すこし、不ふ自し然ぜんな点てんとしては。

　レターセットって、封ふう筒とうに封ふうをするためのシールが、だいたいセットになってますよね。

　あの手て紙がみの封ふう筒とうにも、たぶん、そのシールが貼はってあったんです。……けど。

　たぶん、というのは。そのシール、封ふう筒とうを閉とじるところじゃなくて、あて名なの横よこに、わざわざ貼はってあったんです。わたしの、名な前まえの横よこに。
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　封ふう筒とうの口くちは、シールを使つかわずに、のりだけで貼はりつけてありました。

　それが、ちょっと気きになっていて。

　もしかしたら、あのシールの位い置ちが、なんらかのヒントやメッセージだったりするのかも？

　そんなふうに思おもって、それも、いろいろ考かんがえてはみたんですが。

　結けっ局きょく、ぜんぜん、答こたえにはたどりつけませんでした。

　手て紙がみの差さし出だし人にんの正しょう体たいは、わからずじまい。

　でも──。

　それで、よかったと言いえば、よかったのかもしれません。




　クラス替がえのあと、あたらしいクラスでは、あたらしい友ともだちができました。

　だから、手て紙がみが来こなくなっても、わたしはもう、一人ひとりじゃありませんでした。

「もう、人ひとなんか信しんじない」「もう、友ともだちなんかいらない」──そう思おもってたわたしに、また、友ともだちと呼よべる相あい手てができたのは。

　それは、あの手て紙がみのおかげです。

　というか、手て紙がみの差さし出だし人にんが、だれなのかわからなかったおかげ……なんですよね。

　おかげっていうのも、変へんだけど。

　でも、それがわからなかったからこそ、「この中なかに、あの手て紙がみをくれた人ひとがいるのかもしれない」って考かんがえながら、あたらしいクラスメイトと接せっすることができたから。

　もしかしたら、手て紙がみをくれたのは、この人ひとかもしれない。

　いや、ひょっとして、この人ひとなのかも？

　そんなふうに考かんがえていたら、まわりの人ひとたちが、みんな大たい切せつな存そん在ざいに思おもえてきて。

　前まえのクラスから、続つづけて同おなじクラスになった──前まえのクラスで、わたしを仲なか間まはずれにしていた人ひとたちさえも、憎にくみきれなくて。

　それで自し然ぜんと、人にん間げん関かん係けいが、うまくいくようになったっていうか。




　──そういうことが、あったから。

　あの手て紙がみをくれた人ひとは、わたしを救すくってくれた、恩おん人じんなんです。

　あの手て紙がみがなかったら、わたしの人じん生せいは、もっと悪わるい方ほう向こうへ進すすんでいたと思おもいます。

　きっと、何なにもかもがいやになって、やけになったまま、ずっと……。

　それを思おもうと、わたし……。

　本ほん当とう、あの手て紙がみをくれた人ひとには、感かん謝しゃしてもしきれない。

　だからわたし、どうしても、あの手て紙がみにお礼れいの返へん事じを出だしたいの。

　それで、できることなら──……手て紙がみをくれたその人ひとに、会あってみたい。

　たとえ、その正しょう体たいがだれであっても。

　わたし、その人ひとのことを、知しりたい。

　あんなにもやさしくて、あたたかい、心こころのこもった言こと葉ばを贈おくってくれた人ひとが、いったいどんな人ひとなのか。それを、知しりたいんです。

　だから──。

　ええ、そうですね。

　この【かならずの切きっ手て】、買かいます。

　相あい手てがだれなのかわからなくても、その人ひとのもとに手て紙がみが届とどく、なんて。そんな話はなし、信しんじるわけじゃないですけど。

　それでも、おまじないのつもりで、買かってみますよ。

　……ん？

　……あ、いえ。

　今いま、何なにか……その、ペンダントの石いしが。一いっ瞬しゅん、チカッと光ひかったような気きがして。
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　そうして佳か奈なが手てに入いれた【かならずの切きっ手て】。

　それは、矢や印じるしの柄がらの切きっ手てが、十枚まいセットになったシートだった。

「えっと……。手て紙がみにこれを貼はったら、ふつうに郵ゆう便びんポストに入いれればいいのか。あて先さきは、住じゅう所しょも郵ゆう便びん番ばん号ごうも不ふ要よう。相あい手ての名な前まえを書かくところには、その人ひとの本ほん名みょうを書かいてもいいし、あだ名なやそのほか、その人ひとのことを表あらわす言こと葉ばを書かけば、それでオーケー……ね」

　切きっ手てに付ついてきた説せつ明めい書しょを読よんで、ふむふむと、佳か奈なはうなずく。

　あの切きっ手て売うりの人ひとには、「信しんじるわけじゃないですけど」なんて言いったけど。

　じっさいのところ、佳か奈なはけっこう本ほん気きだった。

　だって、おまじないや魔ま法ほうにでも頼たよらなければ、あの手て紙がみに返へん事じを出だす方ほう法ほうなんて、一いっ生しょうきっと見みつからない。このさい、わらにもすがりたくなるというものだ。

「とりあえず……。一回かい、実じっ験けんしてみるべきだよね。本ほん当とうに、手て紙がみが届とどくかどうか」

　そう考かんがえた佳か奈なは、まず、知しっている人ひとに、この切きっ手てを使つかって手て紙がみを送おくることにした。

「友ともだちのだれかに送おくろうかな……。いや、でも。ふだんから顔かおを合あわせたり、携けい帯たいで連れん絡らく取とり合あったりしてる相あい手てに、いきなり手て紙がみっていうのもなあ。もし本ほん当とうに届とどいたら、妙みょうに思おもわれちゃうだろうし」

　悩なやんだすえに。

　佳か奈なは、遠とおく離はなれて暮くらしている祖そ母ぼへ、手て紙がみを出だしてみることにした。

　そのための便びんせんと封ふう筒とうを買かうべく、出でかけたのは、近きん所じょにある文ぶん房ぼう具ぐ店てん。

　店みせのレターセットのコーナーには、例れいの猫ねこのキャラクターのセットもあったけど。

（おばあちゃんの好このみを考かんがえると、もうちょっと落おち着ついたやつのほうがいいよね……）

　そう思おもい、佳か奈なは、ちぎり絵え風ふうのリンドウの花はなが描えがかれた、和わ風ふうの便びんせんと封ふう筒とうをえらんだ。

　家いえに帰かえって、机つくえに向むかい、手て紙がみを書かく。

　祖そ母ぼが読よみやすいように、大おおきめの文も字じで、ていねいに。内ない容ようも、ちゃんと心こころをこめて。

「実じっ験けん」だからといって、人ひとに出だす手て紙がみである以い上じょう、手てを抜ぬいちゃいけない。

　手て紙がみというのは、形かたちのない気き持もちを伝つたえるための、大だい事じなものなのだから。

「……よし、書かけた。それじゃあ、あとは、封ふう筒とうに──」

　あて先さきの住じゅう所しょは、書かかない。郵ゆう便びん番ばん号ごうも書かかない。

　祖そ母ぼの名な前まえの代かわりに、ただ『おばあちゃんへ』とだけ書かいておく。

　あとは、封ふう筒とうの裏うらに、差さし出だし人にんである自じ分ぶんの名な前まえを書かいて──。

　その封ふう筒とうに、佳か奈なは【かならずの切きっ手て】を一枚まい、貼はりつけた。

　そして、ドキドキしながら、その手て紙がみを郵ゆう便びんポストに入いれたのだった。




　数すう日じつ後ご。

　祖そ母ぼから佳か奈なへ、手て紙がみが届とどいた。

　佳か奈なの出だした手て紙がみへの、返へん事じの手て紙がみだった。

「……うそ！　ほんとに、あんなあて先さきで、おばあちゃんに手て紙がみが届とどいたの!?」

　まさか──こんな不ふ思し議ぎなことが、本ほん当とうに、現げん実じつに起おこるだなんて……。

　おどろきながら、佳か奈なは、祖そ母ぼからの手て紙がみを読よむ。

　佳か奈なの出だした手て紙がみを、祖そ母ぼはどうやら、とてもよろこんでくれたようだった。

「おばあちゃん、電でん話わとかですませずに、ちゃんと手て紙がみで返へん事じをくれて……うれしいな」

　連れん絡らくを取とるだけならば、電でん話わや、メールやチャットアプリのほうが、ずっと便べん利りだ。

　それでも、手て紙がみをもらうことには、やっぱり特とく別べつなうれしさがあると、佳か奈なは思おもった。

「……ん？」

　ふと、佳か奈なは、手て紙がみを読よみ進すすめていた目めを止とめた。

　手て紙がみの途と中ちゅうに、何なにやら、気きになる言こと葉ばが書かかれていたからだ。

『佳か奈なちゃんは、こっちに遊あそびに来きていたの？』

　佳か奈なは首くびをかしげる。これって、どういう意い味みだろう？

「……まあ、いいか。とにかく」

　あの切きっ手て売うりの人ひとが言いっていたことは、うそじゃなかった。

【かならずの切きっ手て】は、本ほん当とうに不ふ思し議ぎな力ちからを持もっている。

「これで──あの手て紙がみに、やっと返へん事じを出だせるんだ……！」
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　また文ぶん房ぼう具ぐ店てんへ行いって、佳か奈なは、あたらしいレターセットを買かってきた。

　あの手て紙がみに使つかわれていたのと同おなじ、猫ねこのキャラクターのレターセットを。

　もちろん、五年ねん前まえにもらった手て紙がみのそれと、同おなじデザインではないけれど。

（あなたがあの手て紙がみをくれたから、このキャラクターは、わたしにとって、特とく別べつで大たい切せつなものになりました。──そんな気き持もちが、伝つたわればいいな）

　そうして、佳か奈なは手て紙がみを書かき始はじめた。

　一ひと文も字じ一ひと文も字じに、想おもいをこめて。

　五年ねん間かん、届とどけることができずに、抱かかえ続つづけていた想おもい──。

　あの手て紙がみに、自じ分ぶんがどれだけ救すくわれたかということ。

　そのことへの感かん謝しゃの言こと葉ば。

　それから……。

『わたしは、あなたに会あいたいです。あなたがだれでも、どんな人ひとでも。』

　と。少すこし迷まよったけれど、佳か奈なはそれも手て紙がみに書かいた。

（こんなことを書かいたら、迷めい惑わくかもしれない……。でも……）

　会あいたい、という気き持もちを伝つたえられないまま、後こう悔かいするのはいやだった。

　長ながい長ながい時じ間かんをかけて、佳か奈なは、手て紙がみの中なか身みを書かき終おえた。

　あとは、封ふう筒とうだ。

　佳か奈なは、レターセットの封ふう筒とうの表おもて側がわに、

〈５年ねん前まえ、あの手て紙がみをくれた人ひとへ〉

　と、あて先さきを書かいた。

【かならずの切きっ手て】なら、こんなあて先さきでも、手て紙がみは相あい手てに届とどいてくれるはずだ。

　そう信しんじて、佳か奈なは、その矢や印じるしの柄がらの切きっ手てを一枚まい、封ふう筒とうに貼はった。

　そして、ポストの前まえで祈いのりながら、その手て紙がみを投とうかんした。




　ところが、その翌よく日じつ。

　佳か奈なが出だした手て紙がみは、佳か奈なの家いえのポストに、放ほうりこまれていたのである。

　それを見みつけた佳か奈なは、混こん乱らんした。

　手て紙がみが、相あい手てに届とどくことなく、戻もどってきてしまった……？

　なぜ。どうして。

「昨日きのう、わたしが出だした手て紙がみに、間ま違ちがいないよね。この封ふう筒とう、このあて先さき。……あ、でも」

　一つだけ、違ちがっているところがあった。

　昨日きのう、たしかに封ふう筒とうに貼はった【かならずの切きっ手て】。

　それが、戻もどってきた手て紙がみの封ふう筒とうからは、あとかたもなく消きえてなくなっていたのだ。

「どういうこと？　これって、切きっ手ての力ちからが使つかえなかった、ってことなの？」

　このあて先さきには、手て紙がみを届とどけることができません──これは、そういう意い味みなのか？

　わからない。何なにがどうなっているのか、さっぱりだ。

「とりあえず……もう一回かい、切きっ手てを貼はり直なおして、この手て紙がみを出だしてみよう。もしかしたら、何なにかの間ま違ちがいかもしれないし」

　あきらめきれず、佳か奈なはそう考かんがえて。

　戻もどってきた手て紙がみに、また【かならずの切きっ手て】を貼はって、それを郵ゆう便びんポストに入いれ直なおしてきたのだった。




　その日ひの夜よる。

　佳か奈なは、家いえで一人ひとりで留る守す番ばんしていた。

　親おやが帰かえってくるのは深しん夜やになるということで、佳か奈なは夕ゆう食しょくとその片かたづけを終おえたあと、リビングのソファを独どく占せんして、テレビドラマを見みていた。

　そのドラマは、三十分ぷんほどの短たん編ぺんホラーストーリーだった。

　ドラマの主しゅ人じん公こうは、ある日ひ〈なんでも願ねがいがかなう指ゆび輪わ〉を手てに入いれる。

　その指ゆび輪わに、主しゅ人じん公こうは「山やまで行方ゆくえ不ふ明めいになった恋こい人びとが、帰かえってきますように」と願ねがいをかける。

　はたして、指ゆび輪わは願ねがいをかなえてくれた。

　恋こい人びとは、たしかに「帰かえってきた」。──ただし、「生いきて帰かえって」はこなかった。

　山やまで遭そう難なんした恋こい人びとは、数すう週しゅう間かん前まえに、すでに亡なくなっていたのである。

　それでも指ゆび輪わの力ちからによって、主しゅ人じん公こうのもとへ帰かえってきた恋こい人びと。

　夜よ中なかに玄げん関かんのチャイムを鳴ならして、その恋こい人びとは、ドアの向むこうから主しゅ人じん公こうの名なを呼よぶが……。

　山やまの中なかに放ほう置ちされ、死し後ご数すう週しゅう間かんが経たっていた、その恋こい人びとの姿すがたは、もう──。

　最さい後ごに、主しゅ人じん公こうの悲ひ鳴めいが響ひびいて、ドラマは終おわった。

「……どこかで見みたことあるような話はなしだったけど。でも、わりと怖こわかったな……」

　佳か奈なは、ほうっと息いきをついて、テレビを消けした。

　テレビの音おとがなくなり、リビングは、しんと静しずまり返かえる。

　耳みみをふさぐような静しずけさの中なかで、佳か奈なは、ぼんやりと考かんがえた。

　戻もどってきた手て紙がみと、【かならずの切きっ手て】のことを。

（あの切きっ手ては……『かならず望のぞむ相あい手てに手て紙がみが届とどく』、そういう力ちからを持もった切きっ手てのはずだよね。なのに、手て紙がみは相あい手てに届とどかず、戻もどってきた。それって、もしかして──）

　頭あたまの中なかに、一つの可か能のう性せいが浮うかぶ。

　こんなこと、考かんがえたくない。

　でも、もしかして。

　五年ねん前まえ、あの手て紙がみをくれた人ひとは……。

　今いま、手て紙がみの届とどかないところに、いるんじゃないだろうか。




　──もう、この世よには、いないんじゃないだろうか。




　そう考かんがえれば、つじつまが合あう。

　でも……そんなのって。

（そんなの、いやだ。……せっかく、やっと、あの人ひとに手て紙がみの返へん事じを出だせると思おもったのに）

　佳か奈なはうつむき、両りょう手ての指ゆびを組くんで、その手てにぎゅっと力ちからをこめた。

（お願ねがい、【かならずの切きっ手て】……！　「かならず」っていうのなら。あて先さきの相あい手てが、たとえこの世よの人ひとじゃなくっても。あの世よまででも、ちゃんと手て紙がみを届とどけてよ……！）

　心こころの底そこから、佳か奈なは願ねがった。

　そのとき。




　ピンポーン




　と、玄げん関かんのチャイムが鳴なった。

　佳か奈なは、ぎくりと肩かたをちぢめる。
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　だれだろう？　こんな時じ間かんに。親おやなら、家いえの鍵かぎを持もっているはずだし……。

（…………まさか？）

　ごくり、とのどを鳴ならして、佳か奈なは玄げん関かんへと向むかう。

　佳か奈なの頭あたまの中なかに浮うかぶのは……さっき見みていたテレビドラマの、ラストシーンだった。

　同どう時じに佳か奈なは、自じ分ぶんがあの手て紙がみに書かいた文ぶん章しょうを、思おもい出だす。

『わたしは、あなたに会あいたいです。あなたがだれでも、どんな人ひとでも。』

　そうだ。自じ分ぶんはたしかにそう書かいた。まぎれもない、本ほん心しんとして。

　ずっと手て紙がみを届とどけたかったその人ひとは、生いきている人にん間げんだと、うたがいもなく思おもっていたから。

　けれど、もしもその人ひとが、もうこの世よにはいない人ひとで。

　送おくり直なおしたあの手て紙がみが、今こん度どはちゃんと、あの世よにまで届とどいていたら？

（あの手て紙がみを読よんだその人ひとが──本ほん当とうに、わたしに会あいに来きたんだと……したら……？）

　佳か奈なは、玄げん関かんの扉とびらの前まえまでたどりついた。

　どくん、どくん、と心しん臓ぞうが大おおきく脈みゃくを打うつ。

（……でも。……それでも、わたしは──！）

　佳か奈なは、大おおきく息いきを吸すいこんで、まっすぐに扉とびらへと目めを向むけた。

　あの手て紙がみをくれた人ひとが、たとえもう、この世よの存そん在ざいじゃなかったとしても。

　その人ひとが、どんな状じょう態たいで、どんな姿すがたで、自じ分ぶんの前まえに現あらわれたとしても。

（かまわない。──わたしは、あなたに会あいたい！）

　佳か奈なは、玄げん関かんの扉とびらへさらに一歩ぽ、近ちかづいた。

　その瞬しゅん間かん。




「佳か奈なさーん。今いま、ご在ざい宅たくですかね～？」




　扉とびらの向むこうから聞きこえたのは、聞きき覚おぼえのある声こえだった。

　それは、そう。あの、切きっ手て売うりの女おんなの人ひとの声こえに、違ちがいなかった。

（……え？　……ええ？）

　とまどいながら、佳か奈なはともかく、玄げん関かんの扉とびらを開あけた。

　外そとにいたのは──やはり、あの切きっ手て売うりの人ひとだった。

「あ……あの……？」

「どうも～。夜や分ぶんおそくに、すみませんね。お手て紙がみを、お届とどけにまいりました～」

　そう言いって、女おんなの人ひとは、佳か奈なに封ふう筒とう入いりの手て紙がみを差さし出だした。

　一度ど戻もどってきて、ふたたび切きっ手てを貼はって送おくり直なおした、あの手て紙がみだ。

「いやあ。本ほん来らいなら、【かならずの切きっ手て】を貼はられた手て紙がみのお届とどけは、そのまま切きっ手てに任まかせておくんですけどね～。今こん回かいは、直ちょく接せつお渡わたししたほうがよいかな～と思おもいまして」

「……どういう、こと、ですか？」

「だって、あなた、勘かん違ちがいしちゃっているでしょう？　一度ど出だしたこの手て紙がみが、あて先さきの相あい手てに届とどかず、戻もどってきてしまったって。──でもね。封ふう筒とうに貼はった【かならずの切きっ手て】が消きえたのは、その手て紙がみが、ちゃあんと相あい手てに届とどいた証しょう拠こなんですよ～」

　女おんなの人ひとの言こと葉ばが、頭あたまの中なかでぐるぐる回まわる。

　それって……それって──。

　声こえも出だせずに立たち尽つくす、佳か奈なの心こころの中なかの問といに、答こたえるように。

　胸むな元もとでペンダントを光ひからせて、女おんなの人ひとは、つまり、と笑わらった。

「この手て紙がみのあて先さきは、あなた自じ身しんなんですよ」
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　その夜よる。

　佳か奈なは、ベッドの中なかで一いっ睡すいもできず、これまでのことを思おもい返かえしていた。

　一枚まい目めの【かならずの切きっ手て】を使つかって、祖そ母ぼに出だした手て紙がみ。

　その返へん事じに書かかれていた、『佳か奈なちゃんは、こっちに遊あそびに来きていたの？』という一いち文ぶん。

　祖そ母ぼがああ思おもったのは、不ふ思し議ぎなことでもなんでもなかった。

　だって、考かんがえてみれば。祖そ母ぼに届とどいたあの手て紙がみには、名な前まえも住じゅう所しょも郵ゆう便びん番ばん号ごうも、具ぐ体たい的てきなあて先さきなんて、何なにも書かかれていなかったのだから。

　その上うえ、あて先さきの相あい手てに手て紙がみが届とどけば、【かならずの切きっ手て】は消きえてしまうというのなら。

　祖そ母ぼに届とどいた手て紙がみには、切きっ手ても貼はられておらず、消けし印いんも押おされていなかったことになる。

　それは──そう。

　五年ねん前まえ、家いえのポストに入いれられていた「あの手て紙がみ」と、同おなじようにだ。

『この手て紙がみは、郵ゆう便びんで送おくられてきたものじゃなく、直ちょく接せつ、家いえのポストに入いれられたもののはず』

　手て紙がみを受うけ取とった祖そ母ぼは、そう考かんがえたのだろう。

　五年ねん前まえ、あの手て紙がみに対たいして、自じ分ぶんがそう考かんがえたのと同おなじように。

　そして、自じ分ぶんはこれまで、三枚まいの【かならずの切きっ手て】を使つかった。

　十枚まいセットの切きっ手てだったから、残のこりの切きっ手ては、あと七枚まい。

　五年ねん前まえにもらった、あの手て紙がみも、ぜんぶで七通つう。

　……そういうこと、だったのだ。




　次つぎの日ひになって、佳か奈なはふらつく足あしで、文ぶん房ぼう具ぐ店てんにおもむいた。

　レターセットのコーナーには、例れいの猫ねこのキャラクターグッズの、新しん作さくが入はいっていた。

　猫ねこのイラストがウインクをしている、レターセット。

　佳か奈なは、それを買かって家いえに帰かえった。

　それから、自じ分ぶんの机つくえの、鍵かぎのついた引ひき出だしを開あけて、大たい切せつにしまっていた七通つうの手て紙がみを取とり出だした。

　その封ふう筒とう。中なか身みの便びんせん。封ふう筒とうに封ふうをするためのシール。

　それらはぜんぶ、さっき買かってきたレターセットと、まったく同おなじものだった。

　佳か奈なは、あたらしいレターセットを開かい封ふうした。

　それから、五年ねん前まえの九月がつに届とどいた──一通つう目めの手て紙がみの封ふう筒とうから、便びんせんを取とり出だして。

『わたしは、あなたの味み方かたです。』

　と、その便びんせんに書かかれた文ぶん章しょうを、新あたらしい便びんせんに、書かき写うつす。

　自じ分ぶんの文も字じとは少すこし違ちがう、その手て紙がみの筆ひっ跡せきを、まねながら。

　一いち言ごん一いっ句く、同おなじ文ぶん章しょうを。

（……こういうこと、だったんだ）

　五年ねん間かん、ずっと信しんじていた。

　この手て紙がみにつづられた言こと葉ば。それは、だれかが自じ分ぶんのために、一ひと言こと一ひと言こと心こころをこめて、生うみ出だしてくれたものなのだと。

　そんな「だれか」は、いなかった。

　この世よにもあの世よにも。過か去こにも未み来らいにも。最さい初しょから存そん在ざいしなかった。

　ただ、丸まる写うつしされ、丸まる写うつしして、そうやってできあがった、七通つうの手て紙がみがあっただけ。

　──過か去こと現げん在ざいをつなぐ、奇き妙みょうな時じ間かんのねじれの中なかに。

「……そういえば」

　佳か奈なは、ふと気きづいて、古ふるい一通つう目めの手て紙がみの封ふう筒とうを手てに取とった。

　そして、封ふう筒とうに貼はられた猫ねこのシールに、爪つめをかけた。

　封ふう筒とうを閉とじるためではなく、〈佳か奈なさんへ〉というあて名なの横よこに貼はられたシール。

　そのウインクした猫ねこを、紙かみとシールが破やぶけないように、そっとはがし取とる。

「ああ……。やっぱり、そうか」

　そこには、シールでかくされていた、本当のあて名の一いち部ぶがあった。
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　消しょう防ぼう車しゃと救きゅう急きゅう車しゃのサイレンが、立たて続つづけに近ちかくの道どう路ろを走はしっていった。

　それを聞きくなり、修しゅう馬まは急いそいで家いえを飛とび出だした。

　どこだ？　いったいどこが火か事じなんだ!?

　サイレンは、たしかあっちのほうへ走はしっていったはず……。

「あっ、あれか！」

　現げん場ばはすぐに見みつかった。

　夜よるだったので、赤あか々あかと燃もえる炎ほのおが、遠とおくから見みてもとても目め立だっていたからだ。

「おー、盛せい大だいに燃もえてんな。写しゃ真しん、写しゃ真しん……っと」

　修しゅう馬まはとりあえず、持もってきたスマホをかまえて、遠とおくから火か事じの写しゃ真しんを何なん枚まいか撮とった。

　火ひが消きえる前まえに、もっと近ちかくで写しゃ真しんを撮とりたい！　動どう画がも撮とりたい！

　撮とったそれを、べつに、どうするというわけでもないけれど。

（こういう決けっ定てい的てき瞬しゅん間かんの写しゃ真しんや動どう画がが、自じ分ぶんのスマホに入はいってるとか、すごくねえ？　明日あした、クラスのやつらに見みせて、自じ慢まんしてやろう。……あ。でも）

　修しゅう馬まはそこで、ちょっといやなことを思おもい出だした。

　以い前ぜん、学がっ校こう帰がえりに、通つう学がく路ろの近ちかくで交こう通つう事じ故こがあったときのこと。

　そのときも、修しゅう馬まはすぐに現げん場ばを探さがして見みつけて、駆かけつけた。

　かなりの派は手でな事じ故こだった。

　まだ何なにも片かたづけられていない、生なま々なましい状じょう態たいの事じ故こ現げん場ば。

　修しゅう馬まはそこで、野や次じ馬うまたちをかき分わけノロノロと到とう着ちゃくした救きゅう急きゅう車しゃや、救きゅう急きゅう隊たい員いんがケガ人にんを運はこんでいく様よう子すまで、バッチリ目もく撃げきすることができた。写しゃ真しんや動どう画がもたくさん撮とれた。

　……そこまでは、よかったのだが。

　後ご日じつ。修しゅう馬まの通かよう学がっ校こうに、匿とく名めいで通つう報ほうがあった。

　どうやら、「先せん日じつの事じ故こで、事じ故こ現げん場ばに集あつまっていた野や次じ馬うまの中なかに、おたくの生せい徒とさんがいましたよ」みたいなことを、チクったやつがいたらしい。

　あのときは、わざわざ全ぜん校こう集しゅう会かいが開ひらかれたりして、めんどくさいことになったのだ。

　教きょう師しのやつは、野や次じ馬うま行こう為いはくれぐれも慎つつしむようにと、説せっ教きょうした。

「事じ故こ現げん場ばのまわりに野や次じ馬うまが集あつまることで、救きゅう急きゅう車しゃの進しん路ろが妨ぼう害がいされて、ケガ人にんの救きゅう助じょがおくれたらどうするんだ」とか。

「事じ故こに遭あった人ひとが、野や次じ馬うまに写しゃ真しんや動どう画がを撮とられてどんな気き持もちになるか、考かんがえろ」とか。

　うるせーよ、知しるかよ。

　でかい事じ故こや事じ件けんがあったら、興きょう味み本ほん位いで野や次じ馬うまの一つもしたくなるのが、人にん間げんだろうが。

　事じ故こや事じ件けんの現げん場ばに野や次じ馬うまがわくのは、自し然ぜん現げん象しょうみたいなもんだ。空あき地ちに雑ざっ草そうが生はえてくるようなもんだろう。いちいち文もん句くつけずに、あきらめろよ──。

　教きょう師しの説せっ教きょうを、修しゅう馬まは、そんなふうに思おもいつつ聞きき流ながした。

　しかしまあ、あのときのヘマは、反はん省せいしている。

　さいわい、「野や次じ馬うまの中なかにいた生せい徒と」が修しゅう馬まだということまでは、特とく定ていされずにすんだけど。

　学がっ校こう帰がえりに、制せい服ふく姿すがたで事じ故こ現げん場ばに駆かけつけたのは、まずかった……。

（今日きょうは、ちゃーんと私し服ふくだからな。つーか、パジャマに上うわ着ぎはおって来きちまった。ま、夜よるだしいいだろ。だれかに会あうわけでもねーし）

　肌はだ寒ざむい夜よ道みちを、修しゅう馬まは走はしる。火か事じの現げん場ばはあったかいだろうか。

（撮とった写しゃ真しんや動どう画がは、知しり合あいには見みせないほうがいいかもな。それでチクられたら、たまったもんじゃねー。でも、一人ひとりで見み返かえすだけってのも、もったいないし。やっぱ、匿とく名めいでネットに上あげるのがいちばん──……）

　とか考かんがえているうちに、修しゅう馬まは、火か事じの現げん場ばのすぐ近ちかくまでたどりついた。

　けれども、そこで「しまった！」と舌した打うちした。

　燃もえている建たて物ものは、もう、目めと鼻はなの先さきだというのに。

　その手て前まえに線せん路ろがあって、線せん路ろ沿ぞいにずらりと家いえがならんでいるせいで、肝かん心じんの出しゅっ火か現げん場ばが、ここからじゃあほとんど見みえやしない！

（く、くそっ……。線せん路ろを渡わたって、向むこうの通とおりに出でないとだめか！）

　この辺あたりにも、いくらか人ひとが集あつまってきてはいた。

　その人ひとたちは、家いえ々いえの屋や根ねの向むこうにチラチラのぞき見みえる炎ほのおや、赤あかく照てらし出だされた夜よ空ぞら、立たちのぼる黒くろい煙けむりを見み上あげていた。

　写しゃ真しんや動どう画がを撮とっている人ひともいる。

　だけれど修しゅう馬まは、こんな中ちゅう途と半はん端ぱな場ば所しょからの火か事じ見けん物ぶつでは、満まん足ぞくできない。

　あせりつつ、近ちかくにある踏ふみ切きりか、線せん路ろ下したに通とおる道みちを探さがそうと、修しゅう馬まはまた走はしり出だした。

　しかし──。

　走はしっても走はしっても、線せん路ろの向むこうへ渡わたる道みちは、なかなか見みつからない。

　この道みち沿ぞいには、線せん路ろに立たち入いれないようにするための金かな網あみが、どこまでも続つづいている。

（ああ、もう、急いそがないと！　ぐずぐずしてたら、消しょう防ぼう車しゃが火か事じを消けしちまう……！）

　さびた金かな網あみを、修しゅう馬まはうらめしい思おもいでにらみつけた。

　こうなったら、いっそのこと、むりやりフェンスを越こえて線せん路ろを渡わたってやろうか……。

　そんな考かんがえが頭あたまをよぎった、そのときだった。

「チケット、いかがですか～？　今いまなら、そこの近きん所じょで燃もえてる火か事じがよく見みえる、いい席せきありますよ～」

　修しゅう馬まは、思おもわず足あしを止とめた。

　あらい息いきをつきながら、声こえのしたほうをふり返かえる。

　そこにいたのは、一人ひとりの女おんなだった。

　いまどきめずらしい公こう衆しゅう電でん話わボックス。そのすぐ横よこに、女おんなはイスを置おいて座すわっていた。手ての指ゆびにはさんだチケットらしき紙かみを、ピラピラとゆらして。

「【高たかみの見けん物ぶつチケット】、三枚まいつづりで三百円えんで～す」

　だるそうな声こえを出だして、女おんなは、修しゅう馬まにへらりと笑えみをよこす。

　修しゅう馬まは、まゆをひそめつつも、その女おんなに近ちかづいた。

「何なに？　チケットって、どういうこと？　……火か事じがよく見みえる席せき、とか、さっき聞きこえたような気きがしたんだけど」

　スポーツや花はな火びじゃあるまいし。そんなチケット、あってたまるもんかと思おもう。

　けれども、女おんなが言いうことには。

「ええ。火か事じが見みたければ、見みえますよ～。この【高たかみの見けん物ぶつチケット】を、そのへんのテキトーな扉とびらとかに、一枚まいちぎり取とって、ペタっと貼はりつければね～。それだけで～、扉とびらの向むこうが、〈高たかみの見けん物ぶつ〉用ようの空くう間かんにつながるんです。お好このみの事じ故こや、事じ件けんや、争あらそいなんかを、安あん全ぜんにゆったり見けん物ぶつできる、特とく等とう席せきの空くう間かんにね～」

「………………え？　……は。……ハハ、ハ」

　修しゅう馬まは、引ひきつった笑わらいをもらした。

　なんか、思おもったよりも、かなりファンタジーな話はなしだった。

　あらためて、「そんなチケット、あってたまるもんか」だ。

（詐さ欺ぎにしたって、くだらなすぎるだろ。こんな作つくり話ばなしにだまされるやつとか、いるのかよ）

　おかげで時じ間かんを無む駄だにした。こっちは急いそいでいるというのに。

　っていうか、しゃれっ気けない部へ屋や着ぎみたいな服ふく着きてんな、この詐さ欺ぎ師し。

　……などと思おもった直ちょく後ごに、そういえば、こっちは部へ屋や着ぎどころか完かん全ぜんにパジャマなんだった、と思おもい出だす。

　修しゅう馬まは今いまさら、はおった上うわ着ぎの前まえをかき合あわせ、パジャマをかくした。

　面めんと向むかって人ひとと話はなすのに、この格かっ好こうはさすがに恥はずかしい。

（……この格かっ好こうじゃあ、「火か事じを見みるために、急いそいで家いえを飛とび出だしてきました」ってのがバレバレだよなあ。そっか。だから、こんなアホな詐さ欺ぎのターゲットにされたのか……）

　赤せき面めんしながら、修しゅう馬まは女おんなに背せを向むけた。

　だがそのとき、うしろで、イスの脚あしが地じ面めんをこする音おとがした。

「あ～、お客きゃくさん、信しんじてませんね。んじゃ、特とく別べつに、ここで実じつ演えんしてみせましょーか」

「…………」

　修しゅう馬まがついついふり向むくと。

　イスから腰こしを上あげた女おんなは、修しゅう馬まを見みて、にやりと目めを細ほそめ。

　三枚まいつづりのチケットを、ピリッと一枚まい、切きり取とってみせた。

「チケットを貼はりつける扉とびらは、『箱はこ状じょうの空くう間かんの入いり口ぐち』であれば、なんでもオーケーです。なので、たとえば～。ここにある、この公こう衆しゅう電でん話わボックスとかでも……」

　説せつ明めいしつつ、女おんなは切きり取とったチケットを、ペタリと電でん話わボックスの扉とびらに貼はりつけた。

　そして。

「今いま、ここからいちばん近ちかくで起おこっている火か事じを、〈高たかみの見けん物ぶつ〉できる部へ屋や」

　と、チケットに向むかって注ちゅう文もんするように、口くちにした。

　女おんなは、電でん話わボックスの扉とびらに手てをかけ、ゆっくりと開あける。

　修しゅう馬まは、バカバカしいと思おもいつつ、それでも一いち応おう、電でん話わボックスの中なかをのぞきこんだ。

　その瞬しゅん間かん。

「なっ……!?」

　修しゅう馬まの目めに飛とびこんだのは、窓まどの向むこうで燃もえ盛さかる、巨きょ大だいな炎ほのおの塊かたまりだった。

　窓まど──。

　そうなのだ。

　電でん話わボックスの中なか、であるはずのその空くう間かんは、窓まどのある部へ屋やになっていた。

　がらんとした、殺さっ風ぷう景けいな部へ屋や。けれど広ひろさはそこそこある。民みん家かというよりは、ビルの一いっ室しつといった雰ふん囲い気きだろうか。

　そう。古ふるいビルの空あき室しつっぽい……そんな部へ屋やの真まん中なかに、一人ひとり用ようのソファだけが、でん、と一つ置おかれている。

　ソファは、部へ屋やの奥おくにある窓まどを向むいていた。

　ガラスが溶とけそうなくらい、炎ほのおと距きょ離りが近ちかい、大おおきな窓まどを。
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「今いま燃もえてる、あの火か事じの……目めの前まえの部へ屋や、なのか？　これって」

「そういうことですね～。──あっ。だめですよ、まだ入はいっちゃあ」

　ふらふらと、思おもわず扉とびらに近ちかづいた修しゅう馬まの腕うでを、女おんなはやんわりとつかんで引ひき止とめた。

「この〈特とく等とう席せき〉で火か事じを見けん物ぶつしたければ、チケットを購こう入にゅうしてくださいね～」

「わ……わかった！　買かう買かう買かうっ！　えっと、三百円えん、だったよな!?」

　さいわい上うわ着ぎのポケットに、財さい布ふが入いれっぱなしになっていた。

　修しゅう馬まは、三百円えんをちょうどで支し払はらう。

　それを受うけ取とり、代かわりに残のこりのチケットを差さし出だして、女おんなは修しゅう馬まにこう言いった。

「チケットへの注ちゅう文もん次し第だいで、扉とびらの向むこうの部へ屋やは、いろいろお好このみにカスタマイズできますからね～。二枚まい目めのチケットからは、ご自じ由ゆうに注ちゅう文もん、おためしください。……ただし、くれぐれも、注ちゅう文もん内ない容ようは慎しん重ちょうに。特とくに、最さい後ごの一枚まいを使つかうときには──……」

「はいはいわかったって！」

　いいから早はやく！　と、修しゅう馬まは女おんなの手てから、残のこり二枚まいのチケットをひったくる。

　そのとき、女おんなの胸むな元もとで、何なにかが光ひかった。

　ペンダントだ。檻おりの中なかに閉とじこめられた、天てん使しの像ぞう。それがちらりと目めに入はいった。

　趣しゅ味みの悪わるいペンダントだな──と、どうでもいいことを思おもいつつ、修しゅう馬まは扉とびらに向むき直なおる。

「お買かい上あげ、ありが──」

　背はい後ごからの女おんなの声こえが、最さい後ごまで言いい終おえるのを、待まつこともなく。

　修しゅう馬まは扉とびらの中なかに飛とびこんで、その扉とびらを、パタンと閉しめた。







「う、わっ……。近ちかあっ……！」

〈特とく等とう席せき〉のソファに座すわって、修しゅう馬まは興こう奮ふんに声こえをうわずらせる。

　目めの前まえでおどる巨きょ大だいな炎ほのおは、大だい迫はく力りょくだった。

　この部へ屋やは、建たて物ものの二階かいか、三階かいだろうか。燃もえている建たて物ものより、半はん階かいぶんくらい高たかい位い置ちにあって、ちょうどよい角かく度どから火か事じを見み下おろすことのできる部へ屋やだ。

「まさに〈高たかみの見けん物ぶつ〉だな。下したにいる野や次じ馬うまどもまで、まとめて見けん物ぶつできるじゃねーか」

　たまらなく、いい気き分ぶんだった。

　ほかの野や次じ馬うまたちといっしょに、道どう路ろから火か事じを見み上あげるよりも、ずっと。

「俺おれ一人ひとり、ここから火か事じを見み下おろせるのは、特とく別べつ感かんがあってすげーいいな」

　修しゅう馬まは、鼻はな歌うたまじりにスマホを取とり出だし、写しゃ真しんと動どう画がを撮とり始はじめた。

　炎ほのおに包つつまれ、燃もえ落おちていく建たて物もの。

　消しょう防ぼう隊たいの消しょう火か活かつ動どう。

　そのまわりに群むらがる野や次じ馬うまたち。

　──そうして、修しゅう馬まは火ひが消きえるまで、思おもうぞんぶん火か事じ見けん物ぶつを楽たのしんだのだった。







〈高たかみの見けん物ぶつ〉を終おえ、入はいってきた扉とびらを開あけて、部へ屋やの外そとに出でてみると。

　そこは、古ふるいビルとおぼしき、埃ほこりっぽい建たて物ものの中なかだった。

「出でるときは、ふつうに部へ屋やの外そとに出でるのか……。あの電でん話わボックスの外そとに、部へ屋やの出で口ぐちがつながるわけじゃねーんだな」

　階かい段だんを下おりて、修しゅう馬まは建たて物ものの外そとに出でた。

　通とおりの向むかいには、先さきほどの火か事じの焼やけ跡あとがあった。

　去さりぎわに、出でてきた建たて物ものをふり返かえる。それは思おもったとおり、古ふるいビルだった。今いまはもう使つかわれていない、小ちいさな雑ざっ居きょビルといったおもむきだ。

　この場ば所しょに、こんな建たて物もの、以い前ぜんからあっただろうか？

　まあ、あったのかもしれないし、あるいは──【高たかみの見けん物ぶつチケット】の力ちからによって、火か事じがいちばんよく見みえるこの位い置ちに、この建たて物ものが作つくり出だされたのかもしれない。

（こんなに不ふ思し議ぎなチケットなら、そのくらいのことができても、おかしくないよな）

　もしそうだとしたら……チケットへの注ちゅう文もん次し第だいで、どこにでも〈高たかみの見けん物ぶつ部べ屋や〉を作つくることができるわけだ。本ほん来らい、建たて物ものなんてないような場ば所しょにも。

　それは便べん利りそうである。

「いい買かい物ものをしたもんだ」

　焼やけ跡あとの前まえを通とおりすぎてから、修しゅう馬まは、にたりと笑わらってつぶやいた。
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　その後ごも、修しゅう馬まは電でん話わボックスの扉とびらから、何なん回かいかあの部へ屋やに足あしを運はこんだ。

　けれど、焼やけ跡あとの様よう子すを観かん察さつするのは、すぐ飽あきた。

（火か事じはやっぱり、燃もえてるときがクライマックスだよな。火ひが消きえちまったら、つまんねーや）

　だから、この部へ屋やはもう、用ようなしだ──。

　修しゅう馬まはそう思おもい、電でん話わボックスの扉とびらのチケットをはがした。

　それから扉とびらを開あけてみると、扉とびらの向むこうは、ただの電でん話わボックスに戻もどっていた。

　念ねんのため、一いち度どはがしたチケットを、もう一いち度ど使つかえるかどうかためしてもみた。が、そんなせこいことは、さすがにできないようだった。

　ただの紙かみ切きれとなった一枚まい目めのチケットを、くしゃりとつぶして、修しゅう馬まは考かんがえる。

（さーて。次つぎのチケットは、どうすっか。一枚まい目めのチケットへの注ちゅう文もんは、たしか──『今いま、ここからいちばん近ちかくで起おこっている火か事じを、〈高たかみの見けん物ぶつ〉できる部へ屋や』だったっけ）

　一枚まい目めは、チケット売うりのあの女おんなに、勝かっ手てにそう注ちゅう文もんされてしまったわけだが。それはまあ、しかたない。

　でも、二枚まい目め以い降こうのチケットは、注ちゅう文もんのしかたをもっとよく考かんがえなくては。

（ただの火か事じとか事じ故ことかだと、〈高たかみの見けん物ぶつ〉するにしても、一回かいきりで終おわっちまうからな。せっかく注ちゅう文もんした〈見けん物ぶつ部べ屋や〉が、使つかいすてになっちまう）

　それは、あまりにもったいない。チケットは、あと二枚まいしかないのだから。

　二枚まい目めのチケットは、もっと長ながい間あいだ〈高たかみの見けん物ぶつ〉を楽たのしめるよう、工く夫ふうして使つかってみよう。

（チケットを貼はりつける扉とびらは、どこがいいかな。ふだん使つかう扉とびらが〈見けん物ぶつ部べ屋や〉につながりっぱなしになっても、こまるよな……）

　また、あの電でん話わボックスでもいいだろうか？　いまどき公こう衆しゅう電でん話わを使つかうやつなんて、めったにいないだろうし。

　いや、でも。家いえの外そとにある扉とびらだと、扉とびらに貼はったチケットを、だれかが勝かっ手てにはがしてしまう、ということもあるかもしれない。

　それを考かんがえると、家いえの中なかでも油ゆ断だんはできないか。

　なるべく、家か族ぞくのだれもさわらないところにある扉とびらをえらんで、そこを〈見けん物ぶつ部べ屋や〉への入いり口ぐちにするのがいいだろう。

　……と、そのように考かんがえた結けっ果か。

　修しゅう馬まは、自じ分ぶんの部へ屋やにある、扉とびらつきのタンスを使つかうことにした。

「部へ屋やの扉とびらじゃないけど……。チケット売うりは、『箱はこ状じょうの空くう間かんの入いり口ぐち』ならオーケーって言いってたし。中なかに入はいろうと思おもえば入はいれるサイズのタンスなら、その扉とびらはセーフじゃね？」

　修しゅう馬まは、そのタンスの扉とびらの中なかにある服ふくを、ぜんぶほかのタンスに移うつし替かえた。

　そして、【高たかみの見けん物ぶつチケット】を、一枚まいピリッと切きり取とって。

　ペタリ、と。

　二枚まい目めとなるそのチケットを、タンスの扉とびらに貼はりつけた。

「一枚まい目めのチケットのときのあの部へ屋やは、場ば所しょはいいけど、イス以い外がいはなんもない、不ふ便べんな部へ屋やだったからな。どうせなら、今こん度どはもっとうんといい部へ屋や、注ちゅう文もんしてやる……！」

　チケットへの注ちゅう文もん次し第だいで、扉とびらの向むこうの部へ屋やは、いろいろお好このみにカスタマイズできる──。

　チケット売うりは、そう言いっていた。

　あの説せつ明めいは、建たて物ものの場ば所しょや、「何なにを見けん物ぶつできる部へ屋やか」を望のぞむとおりに注ちゅう文もんできる……という、ただそれだけの話はなしだろうか？

　いやいや。もしかしたら、それだけでなく。

　注ちゅう文もんのしかた次し第だいで、いくらでも便べん利りで豪ごう華かな部へ屋やを、作つくり出だせるってことかもしれない。

「せっかくだから、ためしてみなきゃ、損そんってもんだ」

　というわけで、修しゅう馬まはあらかじめ、注ちゅう文もん内ない容ようをまとめたメモを作つくっておいた。

　メモを手てに、扉とびらに貼はりつけたチケットの前まえで、息いきを吸すいこむ。

　そうして修しゅう馬まが読よみ上あげた、その注ちゅう文もん内ない容ようは。

「トイレと風ふ呂ろが付ついてて、うまい食たべ物ものと飲のみ物ものがあって、ひととおりの家か具ぐと家か電でんが備そなえ付つけられてて、事じ故こや事じ件けんの現げん場ばがよく見みえる高こう性せい能のうな望ぼう遠えん鏡きょうが置おいてあって、とにかく何なに不ふ自じ由ゆうなくそこにいられる、それでいて、俺おれがふだん見みられないような事じ件けんや事じ故こを、しょっちゅうたっぷり〈高たかみの見けん物ぶつ〉できる部へ屋や！」

　……な、長ながい。

　メモしている時じ点てんで「なげえ……」と自じ分ぶんでも思おもってはいたが。じっさい口くちに出だしてみると、ちょっと息いきが切きれるくらいの長ながさだった。これだけ長ながい注ちゅう文もんだと、かまずに言いうのも大たい変へんだ。

　でも、ぜったい後こう悔かいしないように、思おもいつくまま要よう求きゅうをつめこんだら、こんな感かんじになってしまった。

　さて、どうだろう。この注ちゅう文もん、ちゃんと受うけ付つけてもらえるのか。

（いくらなんでも、ちょっと欲よくばりすぎたかな……？）

　不ふ安あんに思おもいつつ、修しゅう馬まは、タンスの扉とびらに手てをかけた。

　ゆっくりと、扉とびらを開あける。

　その向むこうにあったのは──……。

「おおお……こりゃすげー！」

　感かん動どうと共ともに、思おもわず笑わらいがこみ上あげた。

　扉とびらの向むこうの部へ屋やは、まさに、修しゅう馬まが思おもい描えがいたとおりの部へ屋やだった。

　一枚まい目めのチケットのときの、あの殺さっ風ぷう景けいな部へ屋やとは大おお違ちがい。

　これはまるで、ながめのいいホテルかマンションの一いっ室しつだ。

　修しゅう馬まはさっそく、タンスの扉とびらからその部へ屋やの中なかに入はいって、扉とびらを閉しめた。

　絨じゅう毯たんの敷しかれた床ゆかを歩あるいて、部へ屋やの中なかを見みて回まわる。

　ソファ、ベッド、テーブルなどの家か具ぐがそろった、リビングスペース。

　冷れい蔵ぞう庫こ、電でん子しレンジなどの家か電でんがそろった、キッチンスペース。

　入いり口ぐちの扉とびらとはまた別べつの扉とびらがあったので、開あけてみると、そこはトイレと風ふ呂ろにつながる洗せん面めん所じょになっていた。

「これだよこれ！　こういう、ゆったりくつろげる〈見けん物ぶつ部べ屋や〉がほしかったんだ！　この部へ屋やなら、ヨユーで何なん時じ間かんでも──っていうか、泊とまりこみでも〈見けん物ぶつ〉できるぞ！」

　さてさて。

　それじゃ、肝かん心じんかなめの、窓まどの外そとも見みてみよう。

　この部へ屋やからは、いったい何なにを〈高たかみの見けん物ぶつ〉できるのか。

「けっこう高たかいところにあるっぽいなー、この部へ屋や。高こう層そうビル……か、塔とうの上うえかな？」

　大おおきな窓まどの一つに近ちかづいて、修しゅう馬まは地ち上じょうを見み下おろした。

　そこに広ひろがる風ふう景けいは──どうやら、日に本ほんではないようだった。

　どこか外がい国こくの。ずいぶんと、荒あれはてた街まち。

　崩ほう壊かいした建たて物ものがあちこちに見みえるし、火ひの手てや煙けむりが上あがっている場ば所しょが、いくつもある。

　窓まどのそばには、チケットに注ちゅう文もんしたとおり、立りっ派ぱな望ぼう遠えん鏡きょうが置おかれていた。

　修しゅう馬まはそれを使つかって、レンズ越ごしに、あらためて街まちを見み下おろした。

「おお。かなり遠とおくまで、よく見みえる。……ん？　あれは──」

　荒あれはてた街まちの中なかに、パッと見み、ひと気けはないように見みえた。

　けれど、よく探さがしてみれば、人ひとの姿すがたもちらほら見みつかる。

　その人ひとたちは、軍ぐん服ぷくに身みを包つつんで、銃じゅうを持もっていた。

「あれって、軍ぐん隊たい？　兵へい士し？　──ここ、ひょっとして、紛ふん争そう地ち域いきってやつ？」

　世せ界かいのどこかには、今いまも戦せん争そうしている国くにがある。

　そんな話はなしを、修しゅう馬まも、いつか何なにかで聞きいたことはあった。

　社しゃ会かいの授じゅ業ぎょうだったか、テレビのニュースだったか、ドキュメンタリー番ばん組ぐみだったか……それをどこで聞きいたのか、思おもい出だせないくらいには、興きょう味みを持もったことがない話はなしだった。

「……すっげえ。ゲームでも映えい画がでもない、本ほん物ものの戦せん争そうだ。こんなの、並なみの野や次じ馬うまじゃ、一いっ生しょうナマで見みることねーぞ……！」

　かぶりつくように望ぼう遠えん鏡きょうをのぞいて、修しゅう馬まは、ごくんとのどを鳴ならす。

　戦せん争そうはもちろん、おそろしい。

　自じ分ぶんの住すんでる国くにでは、ぜったい起おこってほしくない。

（でも──自じ分ぶんが巻まきこまれる心しん配ぱいさえなきゃ、話はなしは別べつだ）

〈高たかみの見けん物ぶつ部べ屋や〉の外そとで起おこっている、本ほん物ものの戦せん争そう。

　修しゅう馬まにとって、それはあくまで、見みごたえのあるショーのようなものでしかなかった。

　不ふ謹きん慎しん？　命いのちの重おもみ？　平へい和わの大たい切せつさ？

　うるせーよ。知しるかよ。

　俺おれが戦せん争そうを起おこしたわけじゃないし、俺おれが銃じゅうでだれかを撃うつわけでもない。

　ただ、ここでこうして〈見けん物ぶつ〉してるだけで、だれにも迷めい惑わくかけてない。

　それでも、こんなふうに戦せん争そうを楽たのしんでるやつには、バチが当あたる？

　──当あてられるもんなら当あててみやがれ！

　と。

　修しゅう馬まがそんなことを思おもった、そのときだった。

　とつぜん、部へ屋やの扉とびらの外そとで、何なん人にんもの大おお声ごえがした。

　続つづけて、ドンドンドンドン！　と激はげしく扉とびらをたたく音おと。

「な……なんだ……？」
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　修しゅう馬まは、扉とびらの外そとの声こえを聞きき取とろうとする。けれど、その声こえがしゃべっているのは外がい国こく語ごで、何なにを言いっているのか、修しゅう馬まにはさっぱりわからない。

　でも、雰ふん囲い気きから察さっするに、たぶん……。

「中なかにだれかいるのか!?」

「ここでいったい何なにをしている!?」

　……みたいなことを、叫さけんでいるのだと思おもう。

（や……やばい。兵へい士しのやつらが、ここまで上あがってきたのか？　だとしたら──）

　扉とびらの外そとのやつらは、銃じゅうを持もっているかもしれない。

　それを想そう像ぞうして、修しゅう馬まは青あおざめ、ふるえ出だす。

　部へ屋やの扉とびらは、ガタガタ音おとを立たてているだけで、外そとから開あけられないようではあるけれど。

（この部へ屋や……だいじょうぶなのか？　外そとから壊こわされたりとか、しないよな？　たしか、チケット売うりは、事じ件けんや事じ故こや争あらそいを『安あん全ぜんに』見けん物ぶつできる、って言いってたし……）

　しかしそのとき、扉とびらの外そとで、銃じゅう声せいが響ひびいた。

　修しゅう馬まは、ひっと首くびをすくめる。

　この部へ屋やが、本ほん当とうにぜったい安あん全ぜんかどうかなんて、わからない。

　もし、やつらの持もっている銃じゅうで、部へ屋やの扉とびらや壁かべや窓まどがやぶられたら──……。

　中なかにいるこの自じ分ぶんは、どう考かんがえても不ふ審しん人じん物ぶつだ。

　兵へい士したちに見みのがしてもらえるとは、とても思おもえない。

（いやだいやだいやだ！　怖こわい！　自じ分ぶんが銃じゅうで撃うたれるとか、じょうだんじゃない！）

　修しゅう馬まはパニックになり、どうしていいかわからないまま、思おもわず洗せん面めん所じょに逃にげこんだ。

　だが、それ以い上じょうの逃にげ場ばはない。洗せん面めん所じょは、部へ屋やの出で口ぐちにつながっていない。

　あとはせいぜい、風ふ呂ろかトイレの中なかにかくれるくらいしか──。

「あっ……。そ、そうだ！」

　そこで、修しゅう馬まは思おもいついた。

　チケットだ。【高たかみの見けん物ぶつチケット】が、ポケットの中なかにあと一枚まい、残のこっている！

（よかった！　これを使つかえば、ここから、また別べつの場ば所しょに移い動どうできる！）

　修しゅう馬まは、急いそいでポケットからチケットを取とり出だした。

　すると、チケットといっしょに、一枚まいのメモも出でてきた。この部へ屋やへ来くるとき使つかった、チケットへの注ちゅう文もん内ない容ようをまとめたメモだ。

　ちょうどいい。最さい後ごのチケットだし、もったいないことにならないよう、もう一いち度どこのメモを使つかうことにしよう。

　このメモの注ちゅう文もん内ない容ように、さらに条じょう件けんを追つい加かして──。

　この部へ屋やをさらにバージョンアップさせた、究きゅう極きょくの〈高たかみの見けん物ぶつ部べ屋や〉を注ちゅう文もんするのだ！

「えーっと……」

　修しゅう馬まは、トイレのドアに、ペタっとチケットを貼はりつけて。

　大おおきく息いきを吸すいこみ、メモを見みながら一ひと息いきに、思おもいきり早はや口くちで注ちゅう文もんした。

「トイレと風ふ呂ろが付ついてて、うまい食たべ物ものと飲のみ物ものがあって、ひととおりの家か具ぐと家か電でんが備そなえ付つけられてて、事じ故こや事じ件けんの現げん場ばがよく見みえる高こう性せい能のうな望ぼう遠えん鏡きょうが置おいてあって、とにかく何なに不ふ自じ由ゆうなくそこにいられる、それでいて、俺おれがふだん見みられないような事じ件けんや事じ故こを、しょっちゅうたっぷり〈高たかみの見けん物ぶつ〉できて──……あと、だれにも見みつからない場ば所しょにある、ぜったいに安あん全ぜんな部へ屋や！」

　そうして修しゅう馬まは、トイレのドアからその部へ屋やの中なかに入はいって、ドアを閉しめた。
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　最さい後ごのチケットで注ちゅう文もんした、その〈高たかみの見けん物ぶつ部べ屋や〉は、完かん璧ぺきに注ちゅう文もんどおりの部へ屋やだった。

　ソファ、ベッド、テーブルなどの家か具ぐがそろった、リビングスペース。

　冷れい蔵ぞう庫こ、電でん子しレンジなどの家か電でんがそろった、キッチンスペース。

　大おおきな窓まどの外そとには、とんでもなく見み晴はらしのいい景け色しきが広ひろがっていて……。

　部へ屋やに備そなえ付つけられた望ぼう遠えん鏡きょうは、すばらしくハイテクノロジーで……。はるか遠とおくの景け色しきがつぶさに見みえるだけでなく、いったいどういう仕し組くみなのか、見みたいものに応おうじて、さまざまな障しょう害がい物ぶつを透とう視しする機き能のうまで搭とう載さいされていて……。

　その望ぼう遠えん鏡きょうのおかげで、絶たえ間まなく起おこっている事じ故こや、事じ件けんや、争あらそいを、いくらでも気きのすむまで見みることができて……。

　それでいて、たしかに人ひとには見みつからない、だれも来くることができそうにない場ば所しょにある。

　そんなこの部へ屋やには、洗せん面めん所じょ、トイレと風ふ呂ろだけでなく、食しょく料りょう庫こも付ついているので。

　──本ほん当とうに、何なに不ふ自じ由ゆうなくここにいられる、完かん璧ぺきな〈高たかみの見けん物ぶつ部べ屋や〉だ。




　ただ、一つ。

　窓まどの向むこうの、はるか遠とおくに見みえる地ち球きゅうへ、帰かえる方ほう法ほうがないことを別べつにすれば。
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　何なにか、生いき物ものを飼かいたい。

　かわいい動どう物ぶつにエサをあげて、仲なか良よくなって遊あそびたい。

　綾あや香かはずっとそう思おもっているのだが、綾あや香かの家いえは、あいにくペット禁きん止しのアパート。

　そのせいで、家いえでペットを飼かう夢ゆめは、どうしたって叶かないそうにない。

　それならばと、野の良ら猫ねこにエサをあげてなつかせようとしていたら、近きん所じょの人ひとにめちゃくちゃ怒おこられたし、親おやにも怒おこられた。エサ目め当あてに集あつまった野の良ら猫ねこたちが、その近きん所じょの人ひとの庭にわの花か壇だんを、集しゅう団だんでトイレにしてしまっていたようだ。

「……ふう、やれやれ。人ひとの家いえの庭にわで、猫ねこのフンを片かたづけるハメになるとは。でも、とりあえずそれでゆるしてもらえて、よかったあ……」

　その家いえの人ひとに協きょう力りょくしてもらって、野の良ら猫ねこたちも、地ち域いきの動どう物ぶつ保ほ護ご施し設せつに保ほ護ごしてもらえたし。

　……でも。かわいい猫ねこたちが、手ての届とどかないところに行いってしまったのは、残ざん念ねんだ。

「はああ～。飼かわなくても、なついていっしょに遊あそんでくれて、なつかせてもだれにも怒おこられない──そんな生いき物もの、どっかにいないもんかなあ」

　などという、ないものねだりをつぶやきながら。

　とぼとぼと、道みちを歩あるいていた、そのときだった。




【何なにかのエサ】百円えん




　そう書かかれた貼はり紙がみが、ふと、綾あや香かの目めに飛とびこんだ。

　そこは、ペットショップの店みせの前まえだった。正せい確かくには、元もとペットショップ、なのだけど。その店みせは、しばらく前まえにつぶれてしまっている。

　看かん板ばんやら何なにやらは、まだ取とりはずされてはいない。でも、入いり口ぐちのシャッターは閉しまっているし、扉とびらに貼はられた『当とう店てんは、×月がつ△日にちをもって閉へい店てんいたします。』という貼はり紙がみも、そのままだ。

　けれど、そのつぶれた店みせの前まえに、今いまはイスと机つくえが置おいてある。

　机つくえの上うえには、いくつもならんだ紙かみ袋ぶくろ。

　そしてイスには、女おんなの人ひとが座すわっていた。

　腕うでをまくらにして、机つくえに頭あたまを載のせていたその人ひとと、目めが合あう。

　その人ひとは、むくり、とけだるそうに頭あたまをもたげた。

「……いらっしゃい。エサ、いかがですか～？」

「──なんのエサなの？」

　綾あや香かはとうぜん、そうたずねた。

　だって、商しょう品ひん名めいとおぼしき貼はり紙がみには、【何なにかのエサ】としか書かかれていない。

　それだけでは、いかがですかも何なにもない。

　けれど、女おんなの人ひとは、机つくえにほお杖づえをついて笑わらって言いった。

「【何なにかのエサ】は、【何なにかのエサ】ですよ～。この一ひと袋ふくろの中なかに、四種しゅ類るいのエサが、ランダムに入はいってるってセットなんです。私わたしにも、それがなんのエサなのかは、わかりませんね～」

「えええ……？」

　綾あや香かは、いよいよ首くびをかしげた。

　変へんな商しょう品ひん……というか、ずいぶんと変へんな売うり方かただ。

「そんなもの、買かう人ひといるの……？　だってさ、猫ねこを飼かってる人ひとは、猫ねこのエサがほしいだろうし、鳥とりを飼かってる人ひとは、鳥とりのエサがほしいでしょ？　その袋ふくろの中なかに、飼かってない動どう物ぶつのエサが入はいってても、ただこまるだけじゃない？」

「あ～。いやいや、これはですね～」

　ほお杖づえをくずして、女おんなの人ひとは、イスの背せにもたれた。

　女おんなの人ひとの胸むな元もとで、ペンダント・トップがゆれる。

　一いっ瞬しゅん、鳥とりかごにも見みえたそれは、よく見みると、天てん使しの像ぞうを閉とじこめた檻おりだった。

　ちょっと不ぶ気き味みなデザインだ。でも、きっとお気きに入いりのペンダントなんだろう。女おんなの人ひとの服ふく装そうは、まるで部へ屋や着ぎのまんま外そとに出でてきたみたいな、気き取どりも飾かざり気けもないものなのに。ペンダントだけは、わざわざこうして身みに着つけているのだから。

　と。エサに関かん係けいない、そんなことに気きを取とられている綾あや香かをよそに。

　女おんなの人ひとは、その商しょう品ひんを、次つぎのように説せつ明めいした。

「この【何なにかのエサ】に、ただの猫ねこや鳥とりのエサなんてものは、入はいってませんよ～。もちろん犬いぬも、ネズミも牛うしもトラもウサギもヘビも馬うまもヒツジもサルもイノシシも──まあとにかく、そういうもののエサじゃないんです。それに、これはね～。すでに飼かってるペットのためのエサじゃなく、そこらへんにいる『何なにか』を、餌えづけするためのエサなんですよ～」

「えっ──餌えづけとか、遊あそびでやっちゃいけないんだよ！」

　綾あや香かは、思おもわず声こえを大だいにした。

　そういう自じ分ぶんも、野の良ら猫ねこに餌えづけをして、怒おこられたばかりだが。

　それを棚たなに上あげるわけじゃない。反はん省せいしたからこそ、今いまはこう言いう。

「大人おとなが子こどもに、そのへんにいる動どう物ぶつへの餌えづけを勧すすめるなんて、言ごん語ご道どう断だん！　しかも、それ用ようのエサを商しょう品ひんにしてるなんて！　──さてはあなた、あくどい商しょう売ばいしているね！」

　綾あや香かは、ビシッと女おんなの人ひとを指ゆび差さした。
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　女おんなの人ひとは、目めを丸まるくして、背せ筋すじを伸のばし。

　──一つ間まを置おいたあと、机つくえにつっぷし、ふき出だした。

「……まじめな話はなしなんだけど！」

「そ……そうですね～。ごめんなさい」

　女おんなの人ひとは、肩かたをふるわせながら顔かおを上あげた。

　そして、綾あや香かを見みつめてほほ笑えんだ。

　それまでの、へらりにやりとした笑えみとは違ちがう、優やさしい笑え顔がお。

　でも、それはどこか悲かなしげだった。

　そのとき、女おんなの人ひとの胸むな元もとで、ペンダントがチカッと光ひかった。

　その光ひかり方かたが、なんだか奇き妙みょうな感かんじに見みえた。檻おりの中なかの天てん使しに抱だかれた石いしが、光ひかりを反はん射しゃしたのではなくて、その石いし自じ体たいが光ひかりを放はなったような──……。

「うん、うん。きみは、生いき物ものに対たいして誠せい実じつですね～。人にん間げんとして、とっても大だい事じなことです。……でも、ちょっと想そう像ぞうしてみてくださいよ～」

　女おんなの人ひとは、また、へらりにやりとした顔かおに戻もどって、こう言いった。

「このエサに寄よってきた『何なにか』が、おいしそうにエサを食たべる……。そーっと近ちかづいてみて、そっと手てを伸のばしてなでてみても、それは逃にげない。むしろ、もっとエサをちょーだいと、こっちを見みつめてねだってくる。手てや足あしにすり寄よってきたり、甘あまえた鳴なき声ごえを出だしたり、ぎゅーっとしがみついてくるかもしれません。そうやってなつかせた『何なにか』と、いっしょに仲なか良よく遊あそべたら──……ね？　楽たのしいと思おもいませんか～？」

「うっ……。それは……。で、でも……」

「だいじょーぶ。このエサを使つかって餌えづけをしても、きみが心しん配ぱいしてるようなことにはなりません。人ひとの迷めい惑わくになることもないし、生せい態たい系けいを壊こわすこともありません。それは保ほ証しょうしますよ～」

「そ……そうなの……？」

　女おんなの人ひとの言こと葉ばに、綾あや香かは心こころを動うごかされる。

　人にん間げんが遊あそびで餌えづけをしても、問もん題だいない生いき物もの。そういうものも、そこらへんにいるのだろうか。ただ自じ分ぶんが知しらないだけで。

　この人ひとが売うっている【何なにかのエサ】は、そういう生いき物もの用ようのエサばかりを、詰つめ合あわせたものってことなんだろうか？

「そういうことなら……買かってみても、いいかもだけど……」

「ありがとうございます～。それじゃあ、使し用よう上じょうの注ちゅう意い点てんだけ、覚おぼえて帰かえってくださいね～」

「ちゅ……注ちゅう意い点てん？」

「ああ、そんな、身み構がまえるようなむずかしいことじゃ、ないですよ～。このエサを使つかう上うえで、気きをつけるべきことは、ただ一つ。──それぞれのエサを、けっして使つかいきらないようにすること。それだけですから～」

　それを聞きいて、綾あや香かは「ん？」と首くびをかしげた。

「……んーと。それ、どういうこと？」

「袋ふくろの中なか身みのエサを、かならずいつも残のこしておく。袋ふくろを空からにしないようにする、ってことです。ほんのちょっぴり、ひとかけらでも、エサが袋ふくろの中なかに残のこっていればいいんですよ。ね～？　べつに、むずかしいことじゃないでしょう？」

「う……うん」

　たしかに、むずかしいことには思おもえない。

　でも、意い味みのわからない、おかしな注ちゅう意い点てんだ。

（いったい、どういうことなんだろう……？）

　謎なぞのまま、それでもとりあえず、綾あや香かは百円えんを支し払はらった。

　そうして、【何なにかのエサ】の四種しゅ類るいセットを、女おんなの人ひとから受うけ取とった。

「お買かい上あげ、ありがとうございます～」

　そのとき、女おんなの人ひとの胸むな元もとで、またペンダントがチカッと光ひかった。

　その瞬しゅん間かん。女おんなの人ひとが、とつぜん苦くるしげに顔かおをゆがめた。

「ど、どうしたの？　だいじょうぶ？」

「…………なんでもないですよ～」

　お気きになさらず、と笑わらって、女おんなの人ひとは綾あや香かに手てをふった。




[image: くぎり]




　その日ひの夜よる。

　綾あや香かはさっそく、自じ分ぶんの部へ屋やで【何なにかのエサ】の袋ふくろを開あけてみた。

　紙かみ袋ぶくろの中なかには、小こぶりのきんちゃく袋ぶくろが四つ、入はいっていた。

　四つの袋ふくろの見みた目めは、どれも同おなじ。

　でも、ふったりさわったりしてみると、中なかに入はいっているエサの大おおきさや形かたちが、けっこう違ちがっていることがわかる。

「最さい初しょは、どれを開あけてみようかな……」

　綾あや香かは、少すこし迷まよったあと。

　ふるとザラザラ音おとがする、細こまかい粒つぶが入はいっていそうな袋ふくろを、開あけてみた。

　その袋ふくろの中なかに入はいっていたのは、色いろとりどりの、やっぱり小ちいさな粒つぶだった。

「こういうの、お菓か子しのトッピングとかで、見みたことあるな……」

　なんだかちょっとおいしそうで、どんな味あじなのか、気きになってしまう。

　綾あや香かは、「少すこしくらい、どうってことないだろう……」と、そのエサを一ひと粒つぶ、口くちに入いれた。

　けれどそれは、なんの味あじもしなかった。

「いったい、なんのエサなんだろう？」

　つぶやきながら、綾あや香かはそのエサを、スプーン一杯ぱいぶんだけ小こ皿ざらに出だした。

「で、このエサを、どこに置おいておけばいいんだ？　あの人ひとは、『そこらへんにいる「何なにか」を、餌えづけするためのエサ』……って言いってたけど。『そこらへん』だけじゃ、さっぱりだぞ」

　袋ふくろを見みても、特とくに説せつ明めいは書かかれていない。

　これは、勘かんでやってみるしかない、ということか。

「うーん…………よし！」

　エサを入いれたその皿さらを、綾あや香かはひとまず、自じ分ぶんの部へ屋やのすみっこに置おいておくことにした。

　部へ屋やの中なかだって、そこらへんといえばそこらへんだ。

「もう夜よるだし。今いまから外そとには出でにくいし。でも、早はやくこのエサを使つかってみたいし」

　──という理り由ゆうもある。

　でも、それだけじゃない。

　このエサをじっと見みていたら、「このエサはここに置おくのがいい」と、なぜかなんとなく思おもえてきたからだ。

　家いえの中なかに、餌えづけできる生いき物ものなんて、やってくるのかどうかはあやしいけれど。

「まさか、ゴキブリなんて寄よってこないだろうね……」

　そんな不ふ安あんも覚おぼえつつ。

　綾あや香かは、本ほん棚だなの横よこにコトリと皿さらを置おき、その日ひは眠ねむりに就ついたのだった。




　そして、夜よるが更ふけたころ。

　綾あや香かは、部へ屋やの隅すみから聞きこえてくる、何なにやら奇き妙みょうな物もの音おとで目めを覚さました。

　物もの音おと……というより、鳴なき声ごえのようでもある。

　ピィ、ピィ。ピュイ、ピュイ。

　といったような、笛ふえの音おとにも似にた小ちいさな音おとだ。

「んん……。なんだ～……？」

　眠ねむい目めをこすって、綾あや香かはベッドからはい出だした。

　枕まくら元もとの電でん気きスタンドを点つけて、ぼんやりと、音おとのするほうに目めを向むける。

「…………え」

　綾あや香かは、目めを見み開ひらいた。

　そこに見みえたのは、エサを入いれた皿さらに集あつまっている、何なにか小ちいさなものだった。

　眠ねむ気けが一いっ気きにふっ飛とんだ。

　はたして、そこに何なにがいるのか？　ドキドキしながら、綾あや香かはエサの皿さらに近ちかづく。

　すると、エサのまわりに集あつまっていたそれは、ぴゅうっと走はしって、あっという間まに本ほん棚だなと壁かべのすき間まに逃にげこんだ。

　でも、しばらく待まっていると、それはまたすき間まから顔かおを出だした。

　その生いき物ものの正しょう体たい。それは──。

　小こ指ゆびの半はん分ぶんくらいの背せ丈たけの、コビトだった。

（──えっ？　ええっ!?　えええええ!?）

　おどろきのあまり、綾あや香かは、声こえにならない声こえを上あげた。

　どれだけじっくり見みても、見み間ま違ちがいではない。

　そこにいるのは、とんがり帽ぼう子しをかぶって、色いろ違ちがいのおそろいの服ふくを着きた、コビトたちだ。

　形かたちは人にん間げんに似にているが、彼かれらは、マスコット人にん形ぎょうみたいな体からだつきと顔かお立だちだった。

（こんなものが、うちの家いえの中なかに──というか、現げん実じつにいるなんて！）

　ピィ、ピィ。ピュイ、ピュイ。

　と、コビトたちは、笛ふえを吹ふくような声こえでおしゃべり？　しながら、お皿さらをかこんで夢む中ちゅうでエサを食たべている。

　スプーン一杯ぱいぶんのエサは、すぐにきれいに食たべつくされた。

　けれど、コビトたちは物もの足たりなそうに、お皿さらのまわりからはなれない。

　そこで綾あや香かはもう一いち度ど、袋ふくろの中なかにスプーンを入いれて、色いろとりどりのエサを一ひとさじすくった。

　今こん度どはそれを、お皿さらではなく、手ての平ひらの上うえに載のせてみる。

　その手てをそっと床ゆかに置おく。

　すると……。

　コビトたちは、たちまち綾あや香かの手てのまわりに集あつまって、その手てからエサを取とって食たべ始はじめた。

「か……かわいい……」

　さらに、手ての平ひらの上うえのエサも、一ひと粒つぶ残のこらずなくなると。

　コビトたちは、ぎゅうっと綾あや香かの指ゆびにしがみつき、つぶらな目めで綾あや香かを見み上あげ。

　ピューウウイー……と、甘あまえたような声こえを出だして、エサをねだった。

「ふおおおおおお、かわいいいいいい……！」

　ひかえめな音おん量りょうで、綾あや香かは感かん動どうのさけびを上あげた。

「よーし、よし。今いま、おかわりあげるからねー……」

　思おもわずほおをゆるめて、綾あや香かはもう一いち度ど、スプーン一杯ぱいぶんのエサを手ての上うえに出だす。

　コビトたちは、それもまたきれいにたいらげて。

　そうして、ようやく満まん足ぞくしたように、本ほん棚だなと壁かべのすき間まへ帰かえっていった。




　それからというもの、コビトたちは、夜よな夜よな綾あや香かの前まえに姿すがたを現あらわすようになった。

　綾あや香かはそのたび、コビトたちにエサを与あたえた。

　コビトたちは、いつもおいしそうにそれを食たべた。

　コビトたちが食たべても食たべても、袋ふくろの中なかのエサは、なかなか減へることがなかった。

　エサをあげればあげるほど、コビトたちは、綾あや香かによくなついていくようだった。




　一つ目めのエサの袋ふくろに、綾あや香かは『コビトのエサ』と書かいたラベルを貼はった。
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　それからしばらくして、綾あや香かは、二つ目めの【何なにかのエサ】の袋ふくろを開あけることにした。

「次つぎは、どれを開あけてみようかな……」

　綾あや香かは、少すこし迷まよったあと。

　ふってみても手てごたえのない、軽かるくてやわらかいものが入はいっていそうな袋ふくろを、開あけてみた。

　その袋ふくろの中なかに入はいっていたのは、綿わた菓が子しをふんわり丸まるめたようなエサだった。

　それは、暗くらいところで見みると、ほんのり青あお白じろい光ひかりを帯おびていた。

　なんだかちょっとおいしそうで、どんな味あじなのか、気きになってしまう。

　綾あや香かは、「少すこしくらい、どうってことないだろう……」と、そのエサを一ひとちぎり、口くちに入いれた。

　けれどそれは、なんの味あじもしなかった。

「これは、なんのエサなのかな。どこに置おいておけばいいんだろう？」

　じっ、とエサを見みつめて、綾あや香かは考かんがえる。

　そうしていると……。

　なんのエサなのか、ということは、さっぱりわからないけれど。

　でも、このエサをどこに置おけばいいかは、なぜかなんとなくわかってきた。




　そのエサを持もって、綾あや香かの向むかった先さきは、一ひと駅えき向むこうの海うみ辺べだった。

　ひと気けのない磯いそをえらんで、綾あや香かはそこにエサを置おく。

　このふわふわと軽かるいエサは、皿さらに載のせて外そとに置おいたら、きっと風かぜに飛とばされてしまう。

　そこで綾あや香かは、バケツを持じ参さんし、その中なかにエサを入いれてみた。

　エサを入いれたバケツから、少すこし離はなれた岩いわ場ばに座すわって、綾あや香かは待まった。

　まだかな。早はやくこないかな。今こん度どの「何なにか」は、なんだろう……。

　波なみの音おとを聞ききながら、わくわくして待まっているうちに。

　いつの間まにか、日ひは沈しずんで、辺あたりがうす暗ぐらくなってきた。

「……こない、かあ」

　ため息いきをついて、綾あや香かはしかたなく腰こしを上あげた。

　これ以い上じょうこんなところにいるのは、怖こわいし、あぶない。

　残ざん念ねんだけど、本ほん格かく的てきに暗くらくならないうちに、帰かえらなければ。

　──と。そう思おもったときだった。

「え……？　何なにあれ」

　海うみの上うえに、光ひかる何なにかが見みえた。

　一つ、二つ、三つ……ぜんぶで四つならんだその光ひかりは、すうっと海かい面めんをすべるようにして、どんどんこちらに近ちかづいてくる。

　ぼんやりと青あお白じろく、ちらちらとゆれる光ひかりの塊かたまり。それはまるで……。

「──火ひの玉たまだ」

　綾あや香かは小ちいさくつぶやいた。

　まるで、どころではない。それはまさに、火ひの玉たまそのものだった。

　四つの火ひの玉たまは、やがて磯いそにたどりつき、エサを入いれたバケツに集あつまった。
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（やっぱり。この火ひの玉たまが、今こん回かいの【何なにかのエサ】に、引ひき寄よせられてやってきた生いき物ものなんだ。……生いき物もの？　火ひの玉たまって、生いき物ものかなあ？　……あ。でも、そういえば。エサを売うってた女おんなの人ひとは、エサに寄よってくるのが「生いき物もの」だとは、言いわなかったような気きも）

　そんなことを考かんがえている間あいだに、火ひの玉たまたちは、バケツの中なかのエサを食たべつくしたようだった。

　ふわふわとバケツをはなれ、おかわりを探さがすように、磯いそを飛とび回まわる火ひの玉たまたち。

　それを見みて、綾あや香かはおそるおそる、エサの袋ふくろの口くちを開あけた。

「ほ……ほーら。おかわりなら、こっちにあるよー……」

　そのとたん、火ひの玉たまたちはいっせいに、ふわりと綾あや香かのほうへ寄よってきた。

　青あお白じろく光ひかる火ひの玉たまは、さわってみると、熱あつくも冷つめたくもなかった。

　火ひの玉たまたちは、かわるがわる綾あや香かの手てからエサを食たべ、ふわりふわりと綾あや香かのまわりを飛とび回まわり、時ときおりほおずりするように、顔かおのそばをかすめていく。

　火ひの玉たまなんて、最さい初しょはちょっと、気き味みが悪わるいと思おもったけれど。

「これはこれで……かわいい」

　そうして、綾あや香かはしばらく、ねだられるままに火ひの玉たまにエサを食たべさせた。

　しかし、袋ふくろの中なかに残のこったエサが、あとひとかけらになったことに気きづいて、ハッとした。

（たしか、袋ふくろの中なかに、エサはかならず残のこしておかなきゃいけないんだよね）

　その注ちゅう意い点てんを思おもい出だし、綾あや香かは、あわてて袋ふくろの口くちを閉とじたのだった。




「あげられるエサがなくなっちゃったから、もう、あの火ひの玉たまたちとは、遊あそべないのかあ……」

　家いえに帰かえってから、綾あや香かは、そうつぶやいて肩かたを落おとした。

　ところが、である。

　次つぎの日ひ、二つ目めのエサの袋ふくろを、なごりおしい思おもいで開あけてみると。

　その中なかには、最さい初しょにその袋ふくろを開あけたときと同おなじように、たくさんのエサが入はいっていたのだ。

　それを見みて、綾あや香かは理り解かいした。

「そうか……そういうことだったのか！」

　この【何なにかのエサ】は、袋ふくろの中なかにひとかけらでもエサが残のこっていれば、次つぎの日ひにはまたもとどおり、袋ふくろがエサでいっぱいになっている。そういう不ふ思し議ぎなものだったのだ。

「どうりで、コビトのエサも、ぜんぜん減へった感かんじがしなかったわけだ……。でも、これなら、コビトたちや火ひの玉たまたちに、ずっとずっとエサをあげられる！」

　それがわかって、やった！　と綾あや香かはよろこんだ。




　二つ目めのエサの袋ふくろに、綾あや香かは『火ひの玉たまのエサ』と書かいたラベルを貼はった。
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　それからしばらくして、綾あや香かは、三つ目めの【何なにかのエサ】の袋ふくろを開あけることにした。

「次つぎは、どっちを開あけてみようかな……」

　綾あや香かは、少すこし迷まよったあと。

　ふるとボトボト重おもい手てごたえの、ぶにっとした塊かたまりが入はいっていそうな袋ふくろを、開あけてみた。

　その袋ふくろの中なかに入はいっていたのは、透すきとおった、水みずのしずくのようなエサだった。

　やわらかめのグミのような、スライムでできた玉たまのような……。

　あるいは、無む色しょく透とう明めいの水みずまんじゅう。そうたとえるのが、いちばん近ちかいかもしれない。一いっ見けん、水すい晶しょうかと思おもうくらい、うんと透とう明めい度どの高たかいやつだ。

　なんだかちょっとおいしそうで、どんな味あじなのか、気きになってしまう。

　綾あや香かは、「少すこしくらい、どうってことないだろう……」と、そのエサを一ひとかけ、口くちに入いれた。

　けれどそれは、なんの味あじもしなかった。

「このエサは……そうだな。川かわべりに置おいておくのが、いいような気きがする！」

　町まちはずれの山やまの近ちかくに、きれいな川かわがあるから、あそこがいい。

　そう思おもって、綾あや香かはさっそくその場ば所しょに向むかった。

　そこは、まわりに山やまや田た畑はたが多おおく、水みずと緑みどりのにおいの風かぜがふく、気き持もちのいい場ば所しょだった。

　川かわ沿ぞいの道みちを歩あるきながら、綾あや香かは、エサを置おいて待まつのによさそうなところを探さがす。

　そうして、しばらく歩あるいていくと。

　山やまのふもとにある、古ふるいお堂どうの境けい内だいが、目めに留とまった。

「ここにしようかな。木こ陰かげもあって涼すずしいし、あんまり人ひと目めにつかないし……」

　綾あや香かは、そのお堂どうの境けい内だいに近ちかづいた。

　しかし、そこでハッとした。

「そういえば……。このお堂どうの奥おくにある山やまって、たしか『鬼おにの住すむ山やま』って言いわれてるんじゃ」

　その話はなしを、綾あや香かはふいに思おもい出だした。

　それは、人ひとをさらっていく鬼おにが出でてくる、どこにでもありそうな、なんてことはない昔むかし話ばなしだ。

　この町まちに古ふるくから伝つたわる話はなしで、子こどものころに、綾あや香かも何なん度どか聞きかされた。

　だからといって、それを信しんじていたわけではないけれど。

　……でも。コビトや火ひの玉たまがいるのなら、鬼おにだって、いないとはかぎらない。

「ここにエサを置おいて、もし鬼おにが寄よってきたりしたら……怖こわいな」

　ぶるっと体からだをふるわせて、綾あや香かは、あわててお堂どうからはなれた。

　そして、もうしばらく行いった先さきの川かわべりの木こ陰かげで、持もってきた皿さらにエサを載のせた。

　道みち端ばたの石いしに腰こしを下おろし、わくわくして「何なにか」を待まつ。

　今こん回かいも、「何なにか」はなかなか来こなかった。

　しかたなく、また日ひが沈しずむまでと、そこで座すわって待まっていたところ。

「……──あ」

　あたりがうす暗ぐらくなったころ。

　ざばん、と、川かわの中なかから「それ」が現あらわれた。

　その巨きょ大だいさに、綾あや香かはしばし息いきを吞のんだ。

　うろこでおおわれた長ながい体からだをうねらせて、翼つばさもなく宙ちゅうに舞まい上あがった、それは──。

「龍りゅう……だ……！」

　その龍りゅうは、ぐるりと上じょう空くうを舞まったあと、大おおきな顔かおを川かわべりに下おろした。

　龍りゅうは舌したを伸のばして、舌した先さきで、器き用ように皿さらの上うえのエサをすくい取とる。

　皿さらの上うえのエサは、あっという間まになくなった。

　龍りゅうの大おおきな目めが、こちらに向むいた。

　綾あや香かは一いっ瞬しゅん、息いきが止とまりそうになる。

　これだけ巨きょ大だいな相あい手てとなると、やっぱりさすがに恐おそろしい。

　けれど──。

「お……おいで。おかわり、あげるよ……！」

　勇ゆう気きをふりしぼり、綾あや香かは、手ての平ひらの上うえにエサを載のせて龍りゅうを呼よんだ。

　龍りゅうは、綾あや香かに顔かおを近ちかづけて、舌した先さきでぺろりとそのエサをなめ取とった。

　綾あや香かがそうっと頭あたまをなでても、龍りゅうは、その大おおきな目めを閉とじて、されるがままになっていた。




　そのあと、綾あや香かはついつい夜よるになるまで、そこで龍りゅうといっしょに遊あそんでしまった。

「いけない。もう、こんなに真まっ暗くら。早はやく、帰かえらなきゃ」

　綾あや香かがそうつぶやくと、龍りゅうは頭あたまを低ひくくして、「さあ、乗のって」とでも言いうように綾あや香かを見みた。

　少すこしとまどいつつも、綾あや香かは、そうっと龍りゅうの頭あたまに乗のった。

　すると龍りゅうは、たちまち夜よ空ぞらへと、高たかく高たかく舞まい上あがった。

「わあっ、すごい……！　あ！　ひょっとして、家いえまで乗のせていってくれるの？」

　綾あや香かがたずねると、龍りゅうは、うなずくように一ひと声こえ鳴ないた。

　家いえの方ほう向こうを、綾あや香かは、龍りゅうに指ゆびさして教おしえた。龍りゅうはそれに従したがって、川かわの上うえを、山やまの上うえを、街まちの上うえを飛とんで、綾あや香かを家いえまで送おくってくれた。たまたま夜よ空ぞらを見み上あげた人ひとに、龍りゅうが見みつかりはしないかと、綾あや香かはドキドキしっぱなしだった。

　その日ひから、龍りゅうは毎まい晩ばん、綾あや香かの部へ屋やの窓まど辺べにやってくるようになった。

　そうして、龍りゅうは綾あや香かにエサをもらうまで、ぜったいに帰かえろうとしないのだった。




　三つ目めのエサの袋ふくろに、綾あや香かは『龍りゅうのエサ』と書かいたラベルを貼はった。
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　それからというもの。

　綾あや香かは毎まい晩ばんのように、コビトたちと、火ひの玉たまたちと、龍りゅうといっしょに楽たのしく遊あそんだ。

　夜よるになると、窓まどの外そとに龍りゅうがやってくる。

　綾あや香かは、コビトたちを肩かたに乗のせて、自じ分ぶんは龍りゅうの頭あたまの上うえに乗のらせてもらう。

　龍りゅうの角つのにつかまったら──さあ、出しゅっ発ぱつ！

　綾あや香かたちを乗のせた龍りゅうは、夜よ空ぞらを飛とんで、火ひの玉たまたちがいる海うみ辺べへ向むかう。

　そうして、火ひの玉たまたちも龍りゅうの背せに乗のせ、しばらく夜よ空ぞらの散さん歩ぽを楽たのしむのだ。

　散さん歩ぽをしながら、綾あや香かは、コビトたちと火ひの玉たまたちと龍りゅうに、エサをやる。

　もちろん、エサの袋ふくろを、けっして空からっぽにはしないように、気きをつけて。

　体からだの大おおきな龍りゅうは、エサをたくさん食たべるので、袋ふくろの中なかのエサは、すぐにあと一つになってしまうけど。

　エサをねだる龍りゅうに「今日きょうはもう終おわりだよ」と言いうと、龍りゅうはおとなしく聞きいてくれる。

　だから、「袋ふくろの中なか身みのエサを、かならずいつも残のこしておく」という注ちゅう意い点てんは、どうやら守まもり続つづけることができそうだった。
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　それからしばらくして。

　綾あや香かは、とうとう最さい後ごの【何なにかのエサ】の袋ふくろを、開あけてみた。

　それは、ふるとカサカサ音おとがする、うすっぺらいものが入はいっていそうな袋ふくろだった。

　その袋ふくろを、開あけたとたん──。

　なんとも香こうばしく、スパイシーなにおいがして、ぐうう～、と、おなかが鳴なった。

「なんだかとっても、おいしそう。このエサは、いったい、どんな味あじなんだろう？」

　いつものように。いや、いつも以い上じょうに、それが気きになって。

　綾あや香かは、そのうすっぺらいエサを一枚まい、つまみ上あげて、口くちに入いれた。
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　パリッとした食しょっ感かん。口くちの中なかに広ひろがる香こうばしさ。

　なんともいえずあとを引ひく味あじ──。

（おいしい……！）

　それは、あまりの感かん動どうに、頭あたまが真まっ白しろになるほどの味あじだった。

　なんて、なんて、おいしいエサなんだろう……！

　こんなにもおいしいものは、今いままで食たべたことがない……！

　綾あや香かは夢む中ちゅうになって、どんどん袋ふくろからエサを取とり出だし、むさぼるようにそれを食たべた。

　──あっという間まだった。

　ハッと我われに返かえったとき、袋ふくろの中なかは、空からっぽになっていた。

　何なにもない袋ふくろの底そこを見みつめて、呆ぼう然ぜんとしながら、綾あや香かは思おもった。

（ああ──そうか。四つ目めの袋ふくろに入はいってたのは、「人にん間げんのエサ」だったんだ）




　中なか身みを食たべつくした四つ目めの袋ふくろは、次つぎの日ひになっても、空からっぽのままだった。

　その次つぎの日ひも、その次つぎの次つぎの日ひも、ずっと空からっぽのままだった。

　けれど綾あや香かは、もう一いち度ど、あの「人にん間げんのエサ」を味あじわいたくてたまらなかった。

　食たべたい。食たべたい。食たべたい。──どうしても！

　あのエサを、なんとかしてまた手てに入いれる方ほう法ほうは、ないだろうか。

　例れいのつぶれたペットショップに行いってみても、店みせの前まえでエサを売うっていた女おんなの人ひとは、もういない。そうなると、あのエサが、どこに行いけばまた手てに入はいるのか、もう手てがかりは何なにもない。

「どこかに……どこかに、ないの……？　食たべたい……食たべたいよお……」

　毎まい日にち毎まい日にち、綾あや香かの頭あたまの中なかは、あのエサのことでいっぱいだった。

　そんなある日ひ。

　綾あや香かはたまたま、古ふるいお堂どうの前まえを通とおりかかった。

　龍りゅうのエサの置おき場ばを探さがしていたとき、立たち寄よりかけたあのお堂どうだ。

　そこで綾あや香かは、ふと、あのにおいをかいだ。

　あの味あじを知しった今いまとなっては、この世よのどんな食たべ物ものよりも、食しょく欲よくをそそるにおい──……。

　それにつられて、綾あや香かは、ふらふらとお堂どうの境けい内だいに入はいった。

　香こうばしいにおいは、境けい内だいの奥おくの山やまの中なかから、ただよってきているようだった。

　迷まようこともなく、綾あや香かは、山やま道みちに足あしを踏ふみ入いれる。

　そのまま、においをたどって、山やまの奥おく深ふかくへと入はいりこんでいく。

　進すすむほどに、だんだんとにおいが強つよくなる。

　絶たえ間まなくつばがわいて、飲のみこむのにいそがしい。

　そうして、しばらく進すすんだ先さきに。

「あ──……ああ！　あの、エサだ！」

　目めの前まえには、皿さらの上うえにたっぷり盛もられたエサがあった。

　綾あや香かは、その皿さらに向むかって走はしり出だす。

　また、あれを味あじわうことができる──……そう思おもうと。




　エサの皿さらが、これ見みよがしに入いり口ぐちを開あけた、檻おりの中なかに置おかれていても。

　その檻おりのそばに、昔むかし話ばなしで聞きいたのと同おなじ、見み上あげるほどの大おおきな鬼おにが見みえても。

　それでも──エサに近ちかづいていく自じ分ぶんの足あしを、綾あや香かは止とめることができなかった。
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　……おや。この家いえにお客きゃくとは、めずらしい。

　……はい。どちらさま？

　ああ。道みちに迷まよわれたのですか。

　ええ。どうぞ、お入はいりください。山やまの夜よ道みちはあぶないですからね。

　このあたりには、宿やどや山やま小ご屋やといったものもありませんし。

　よろしければ、ここで一ひと晩ばん、泊とまっていかれるといいですよ。

　……いえいえ、お気きになさらず。

　私わたしもちょうど、話はなし相あい手てがほしかったところです。

　こんな山やま奥おくのへんぴな場ば所しょで、もう、長ながいこと一人ひとり暮ぐらしをしているのでね。

　……あ。トイレなら、そのドアの向むこうです。お風ふ呂ろもよければ使つかってください。

　私わたしは、食しょく事じの支し度たくをしていますので。




　料りょう理りができあがるまで、もう少すこしお待まちくださいね。

　たいしたものはありませんが、このあたりで採とれた新しん鮮せんな──……えっ？

　ケガ？　私わたしが？　……口くち元もとに、血ち？

　ああ、なんだ。これは、ケチャップですよ。お昼ひるに食たべたオムライスの。

　いや、お恥はずかしい。なにせ、この家いえには──……。

　ええ、そう。そうなんです。

　この家いえには、鏡かがみがないものでね。

　洗せん面めん所じょにも、お風ふ呂ろ場ばにも、鏡かがみが一枚まいも見み当あたらないこと……あなたも気きづいて、気きになっていたんでしょう？

　理り由ゆう、ですか？　それは──。

　おっと、いけない。お鍋なべを見みていなくては。

　……。

　…………。

　…………そうですねえ。それじゃあ。

　料りょう理りができあがるまでの間あいだ、お暇ひまつぶしのお話はなしでも、いたしましょうか。

　不ふ思し議ぎで奇き妙みょうな、とある鏡かがみにまつわるお話はなしを──……。

　……あ。

　そういえば、さっき、天てん気き予よ報ほうでね。

　明日あしたは、よく晴はれると言いっていましたよ。よかったですね。

　──きっと、降ふり注そそぐような青あお空ぞらになりますよ。
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　その鏡かがみを手てに入いれたのは、ある一人ひとりの女おんなの子こでした。

　その子この名な前まえは……仮かりに、「鏡きょう子こさん」とでもしておきましょうか。

　鏡きょう子こさんは、そのときちょうど、自じ分ぶんの部へ屋やに鏡かがみがほしいと思おもっていました。

　小ちいさな手て鏡かがみや、机つくえの上うえに置おいて使つかう鏡かがみじゃありません。鏡きょう子こさんがほしがっていたのは、自じ分ぶんの全ぜん身しんを映うつせるような、大おおきな姿すがた見みでした。

　でも、まだ子こどもの鏡きょう子こさんにとって、そういう鏡かがみはたいがい高こう価かなものでした。

　どこかに、安やすくて大おおきな鏡かがみはないものか……。

　そう思おもいながら、街まちを歩あるいていたときのことです。

　鏡きょう子こさんは、つぶれたアンティーク・ショップの前まえで、鏡かがみを売うる女おんなの人ひとに出で会あいました。

　その人ひとが売うっていたのは、まさに鏡きょう子こさんがほしいと思おもっていたような、大おおきな鏡かがみでした。

　その鏡かがみに、鏡きょう子こさんは、一ひと目めで心こころをうばわれました。

　すてきな飾かざり模も様ようの枠わくが付ついた、ピカピカの大おおきな鏡かがみ。

　それはなんだか、特とく別べつな力ちからを宿やどす、魔ま法ほうの鏡かがみのように見みえたのです。
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　しかも、その鏡かがみは見みかけによらず、鏡きょう子こさんのおこづかいでも気き軽がるに買かえるお値ね段だんでした。

　つぶれたアンティーク・ショップの前まえで売うられていたものですから、ひょっとしたら、そのお店みせで売うれ残のこっていた鏡かがみを、格かく安やすで売うって処しょ分ぶんしていたのかもしれません。

　鏡きょう子こさんは、その鏡かがみに、自じ分ぶんの姿すがたを映うつしてみたいと思おもいました。

　けれども、鏡かがみに歩あゆみ寄よろうとしたところ、鏡かがみ売うりの女おんなの人ひとに、それを止とめられてしまいました。

「この鏡かがみを使つかうのは、買かってみてからのお楽たのしみ」

　鏡かがみ売うりは、意い味み深しんに笑わらって、そう言いいました。

　そして、その鏡かがみに付つけられた名な前まえを、鏡きょう子こさんに教おしえてくれました。

【まちがい鏡かがみ】──というのが、その名な前まえです。

　不ふ思し議ぎで奇き妙みょうな響ひびきを持もった、その名な前まえの意い味みを、鏡きょう子こさんは鏡かがみ売うりにたずねました。

　けれど、鏡かがみ売うりは、それには答こたえてくれません。

　ただただ、「買かってみてのお楽たのしみ」とくり返かえし、笑わらうばかりでした。

　その態たい度どに、鏡きょう子こさんは、少すこし不ふ安あんになりました。

　けれど同どう時じに、その鏡かがみのことが、ますます気きになってしかたがなくなりました。

　そうして、いくらか迷まよったあとに。

　鏡きょう子こさんは結けっ局きょく、その鏡かがみを買かうことにしたのです。

　そんな鏡きょう子こさんに、鏡かがみ売うりは言いいました。

「〈使つかい方かた〉がわかるまでは、この鏡かがみを、やたらとさわったりしないほうがいいですよ。さわらなければ、ただのふつうの鏡かがみとしても、それなりに使つかうことができますからね」──と。

　それから、鏡かがみ売うりは、その鏡かがみを包つつみ始はじめました。

　そのとき、鏡きょう子こさんは、ふと違い和わ感かんを覚おぼえました。

　鏡かがみを抱かかえ持もったとき、鏡かがみの中なかに映うつった、鏡かがみ売うりの姿すがた。

　その胸むな元もとに光ひかるペンダントが、なんだか違ちがっていたのです。

　鏡かがみ売うりのしているペンダントは、小ちいさな檻おりの中なかに、小ちいさな天てん使しの像ぞうが閉とじこめられたもの。

　……の、はずでした。

　でも、鏡かがみの中なかに映うつったペンダントは。

　──天てん使しではなく、ギザギザの翼つばさと角つのが生はえた、悪あく魔まの像ぞうに見みえたのです。

　見み間ま違ちがいかと思おもって、鏡きょう子こさんは、鏡かがみ売うりの胸むな元もとに目めをやりました。

　そこにあったのは、やっぱり、檻おりに入はいった天てん使しのペンダントでした。

　鏡かがみ売うりは、鏡きょう子こさんから鏡かがみの代だい金きんを受うけ取とると、包つつんだ鏡かがみをそばにあった台だい車しゃに乗のせました。

　それを台だい車しゃごと鏡きょう子こさんに渡わたして、

「お買かい上あげありがとうございます」

　と、鏡かがみ売うりがほほ笑えんだとき。

　その胸むな元もとで、天てん使しが抱いだく宝ほう石せきのような石いしが、チカリとするどく光ひかったような気きがしました。







　鏡かがみを乗のせた台だい車しゃをガタゴト押おして、鏡きょう子こさんは、それを自じ分ぶんの家いえまで運はこんで帰かえりました。

　そして、家いえに着つくなり荷にをほどき、買かってきた鏡かがみを、さっそく自じ分ぶんの部へ屋やに置おきました。

　わくわくしながら、鏡きょう子こさんは、鏡かがみの中なかをのぞきこみます。

　くもり一つない、ピカピカの大おおきな鏡かがみ──……。

　そこに映うつるものは、何なにもかも、とても美うつくしく見みえました。

　だって、ふだん見みている鏡かがみはどれも、こんなにピカピカじゃありません。

　うっすらくもった鏡かがみに映うつれば、世せ界かいはうっすらくもって見みえるのです。

　ということは、鏡きょう子こさんは今いままでずっと、うっすらくもった自じ分ぶんの顔かおばかり見みていたのです。

　さて──。

　それから、鏡きょう子こさんは真ま新あたらしい大おおきな鏡かがみに、いろんな自じ分ぶんの姿すがたを映うつして楽たのしみました。

　お気きに入いりの服ふくを着きた自じ分ぶん。

　髪かみ型がたを変かえた自じ分ぶん。

　鏡かがみの近ちかくにいる自じ分ぶん。遠とおくにいる自じ分ぶん。

　鏡かがみの前まえで、鏡きょう子こさんは笑わらったり、変へんな顔かおをしたり、いろんな表ひょう情じょうを作つくりました。

　漫まん画がやアニメのキャラクターがやるような、いろんなポーズを決きめてみました。

　くるっと回まわったり、ジャンプしたり、しまいには逆さか立だちしたりもしてみました。

　そんなことに、ついつい夢む中ちゅうになっていたので。

　鏡きょう子こさんは、すっかり忘わすれていたのです。

　この鏡かがみに付つけられた、【まちがい鏡かがみ】という名な前まえの謎なぞを。




　ひとしきり、鏡かがみの前まえで遊あそんだあと。

　とりあえず気きがすんだ鏡きょう子こさんは、部へ屋やの真まん中なかにあるテーブルで、学がっ校こうの宿しゅく題だいをやり始はじめました。

　宿しゅく題だいをしている間あいだも、鏡きょう子こさんは、チラチラと鏡かがみに目めをやりました。

　シャープペンを持もって、チラリ。

　三さん角かく定じょう規ぎの穴あなに指ゆびを入いれて、くるくる回まわしながら、チラリ。

　下した敷じきをうちわ代がわりにして、パタパタ顔かおをあおぎながら、チラリ。

　──と。

　そこで鏡きょう子こさんは、「あれっ？」と声こえを上あげました。

　違い和わ感かんがありました。

　鏡かがみの中なかの景け色しきが、何なにか……おかしいのです。

　何なにかが。どこかが。違ちがっているのです。

　鏡きょう子こさんは、少すこし考かんがえました。

　そして、ハッと気きづきました。

　下した敷じきの色いろ！

　鏡きょう子こさんが手てに持もっていたのは、赤あかやオレンジや黄き色いろがちりばめられた、お花はなの柄がらの下した敷じきでした。

　でも、鏡かがみの中なかで鏡きょう子こさんが持もっている下した敷じきは、そうではないのです。

　鏡かがみに映うつる下した敷じきは、花はな柄がらの下した敷じきとは似にても似につかない、青あお空ぞらの柄がらの下した敷じきなのです。

　鏡きょう子こさんは、目めをぱちくりさせて、手てに持もった下した敷じきと、鏡かがみの中なかの下した敷じきとを見み比くらべました。

　何なん度ども、何なん度ども。

　けれど、いくら見み比くらべても同おなじです。

　手てに持もっているのは花はな柄がらの下した敷じき。鏡かがみの中なかには空そら柄がらの下した敷じき。

　これはいったい、どういうことでしょう？

　鏡きょう子こさんは、下した敷じきを手てに持もったまま、鏡かがみに近ちかづきました。

　鏡かがみの中なかの鏡きょう子こさんも、色いろ柄がら違ちがいの下した敷じきを持もって、同おなじように近ちかづきます。

　近ちかづいて、間ま近ぢかで見みても、鏡かがみに映うつる下した敷じきは、やっぱり青あお空ぞらの柄がらでした。

　それを、じいっと見みつめて。

「いいなあ。やっぱり、こっちのほうが断だん然ぜんいい」

　と、鏡きょう子こさんはつぶやきました。

　それというのも、です。

　じつは、その下した敷じきは、雑ざっ誌しの応おう募ぼ者しゃ全ぜん員いんプレゼントでもらったものでした。

　でも、そのプレゼントの下した敷じきは二種しゅ類るいあって、どちらかはかならずもらえるのだけど、自じ分ぶんでどちらかえらぶことはできません、というプレゼントだったのです。

　その二種しゅ類るいというのが、赤あかやオレンジや黄き色いろの花はな柄がらと、青あお空ぞら柄がらで。

　鏡きょう子こさんは、青あお空ぞら柄がらの下した敷じきがほしくて応おう募ぼしたのですが、届とどいたのは花はな柄がらのほうでした。

　鏡きょう子こさんは、食くい入いるように見みつめました。

　目めの前まえにある、ほしかった青あお空ぞら柄がらの下した敷じきを。

　ただし、その「目めの前まえ」というのは、あくまで鏡かがみの中なかのことなのです。

　うーん。なんてもどかしい……。

　顔かおをしかめて、うずうずしながら。

　鏡きょう子こさんは、鏡かがみに映うつる青あお空ぞら柄がらの下した敷じきに、思おもわず手てを伸のばしました。

　その指ゆび先さきが、ちょん、と鏡かがみにふれました。

　その瞬しゅん間かん──。

　鏡かがみの中なかの下した敷じきから、パアアッ、と、空そら色いろの光ひかりの粒つぶが散ちったのです。

　鏡きょう子こさんは、おどろきました。

　けれど、本ほん当とうにおどろいたのは、その直ちょく後ご。

　鏡かがみの前まえでのけぞって、少すこしの間あいだ、その姿し勢せいで固かたまったあと。

　手てに持もった下した敷じきへ、ふと目めを落おとしてみたところ。

　その下した敷じきは、鏡かがみの中なかにあるのとまったく同おなじ、青あお空ぞら柄がらの下した敷じきになっていたのです。




　こうして鏡きょう子こさんは、その鏡かがみに宿やどった、不ふ思し議ぎで奇き妙みょうな力ちからを知しりました。

　その鏡かがみに付つけられた、【まちがい鏡かがみ】という名な前まえの意い味みを知しりました。

【まちがい鏡かがみ】はその名なのとおり、まちがった景け色しきを映うつし出だす。

　その鏡かがみに映うつる景け色しきの中なかには、いつもどこか一つだけ、本ほん物ものの景け色しきと違ちがっている箇か所しょがある。

　そう。

　まるで、まちがい探さがしのクイズみたいに。

　そして、鏡かがみの中なかの景け色しきから、「まちがい」を見みつけてそこをさわると──。

　正せい解かい！　とばかりに、鏡かがみの中なかで光ひかりの粒つぶが散ちるのです。

　おまけに、そうやって、まちがい探さがしのクイズに正せい解かいすることで、鏡かがみの外そとにある「本ほん物もの」が、鏡かがみの中なかの「まちがい」と同おなじになるのです。クイズに正せい解かいしたごほうび、といったところでしょうか。

　──これは、すごいものを手てに入いれてしまった！

　そう思おもって、鏡きょう子こさんはドキドキしました。

　いっぷう変かわった魔ま法ほうの鏡かがみ。

　こんなものが、この世せ界かいにあるなんて。それも、自じ分ぶんの手て元もとにあるなんて。

　まったく、なんとステキなことなんでしょう！




　さて、それからというもの。

　鏡かがみのまちがい探さがしは、鏡きょう子こさんにとって、毎まい日にちの楽たのしみになりました。

　朝あさ起おきると、鏡きょう子こさんは、まっさきに鏡かがみをのぞきます。

　そうして、鏡かがみに映うつる景け色しきのどこかに、一つだけあるまちがいを探さがします。

　そのまちがいが、本ほん物ものよりも魅み力りょく的てきだったら、しめたもの。

　ちょん、と指ゆび先さきで鏡かがみをつつけば、パアアッ、と散ちる光ひかりの粒つぶ。

　鏡かがみの中なかの「まちがい」は、それでたちまち「本ほん物もの」に──。

　ちょん、とつつきたくなるうれしいまちがいには、たとえば、こんなものがありました。

　ある日ひ……。

　いつのまにか、ボタンを一つなくしていた洋よう服ふくを着きて、鏡かがみの前まえに立たったとき。

　鏡かがみの中なかの洋よう服ふくには、なくなった下したから二つ目めのボタンが、ちゃんと付ついていたのです。

　鏡かがみの中なかのそのボタンを、ちょん、とつつくと、光ひかりが散ちって。

　本ほん物ものの洋よう服ふくにも、もとどおり、ぜんぶのボタンがそろいました。

　ある日ひ……。

　髪かみの毛けが伸のびすぎて、うっとうしくなってきたなと思おもいながら、鏡かがみの前まえに立たったとき。

　鏡かがみの中なかの鏡きょう子こさんの髪かみの毛けは、すっきりとよい感かんじの、ショートカットだったのです。

　鏡かがみの中なかのその髪かみの毛けを、ちょん、とつつくと、光ひかりが散ちって。

　本ほん物ものの鏡きょう子こさんの髪かみの毛けも、美び容よう院いんに行いってきたような、ショートカットになっていました。

　ある日ひ……。

　ちょっと落おちこむことがあって、どんより暗くらい顔かおをして、鏡かがみの前まえに立たったとき。

　鏡かがみの中なかの鏡きょう子こさんの顔かおは、ごきげんな様よう子すで、笑わらっていたのです。

　鏡かがみの中なかのその笑え顔がおを、ちょん、とつつくと、光ひかりが散ちって。

　鏡きょう子こさんの心こころの中なかは、もやが晴はれるように明あかるくなって、自し然ぜんと笑えみがこぼれてきました。

　……と。そんな具ぐ合あいに。

　鏡きょう子こさんは、【まちがい鏡かがみ】のまちがい探さがしを、楽たのしんでいました。

　ああ、そうそう。

　時ときには、鏡きょう子こさんにとって、見みつけてもうれしくないまちがいというのも、ありました。

　鏡かがみの中なかのまちがいよりも、本ほん物もののままのほうが、いいってことが。

　そういうときには、どうしたかって？

　しかたがないので、そういうときには鏡かがみにさわらず、鏡きょう子こさんは、そのまちがいをほうっておきました。

　そうすると、次つぎの日ひには、まちがい探さがしのクイズはリセットされているのです。

　ですから、鏡かがみのまちがいがうれしくないときは、明日あしたに期き待たいして眠ねむります。

　明日あしたはどうか、鏡かがみの中なかに、ステキなまちがいがありますように──と。







　さて。そんなある日ひのことでした。

　その日ひ、鏡きょう子こさんは、友ともだちとキャンプに行いく約やく束そくをしていました。

　それは、ずっと前まえからの約やく束そくでした。季き節せつが変かわる前まえから、鏡きょう子こさんはその日ひが来くるのを、ずっとずっと楽たのしみにして待まっていました。

　ところがです。

　運うんの悪わるいことに、いよいよキャンプ当とう日じつとなったその日ひは──。

　朝あさから、しとしと雨あめが降ふっていました。

　鏡きょう子こさんはガックリしました。

　天てん気きが雨あめなら、キャンプはやむなく中ちゅう止しです。

　今いますぐ雨あめが上あがってくれれば、ギリギリで決けっ行こうすることもできるのに……。

　そう思おもって、祈いのったものの。

　あいにく、天てん気き予よ報ほうを見みてみても、その日ひは一いち日にち、雨あめが降ふり続つづくようでした。

　雨あま脚あしも、これからますますひどくなるようです。

　これでは、キャンプはあきらめざるをえません。

　まったくもってショックです。

　──が、しかし。

　そこで、鏡きょう子こさんは思おもい出だしました。

　朝あさ起おきてから、今日きょうはまだ、【まちがい鏡かがみ】をのぞきこんでいない、ということを。

　それならば。もしかしたら、ひょっとしたら。

　今いま、鏡かがみの中なかにあるまちがいは、空そらの色いろ──お天てん気きだったりするかもしれない。

　実じつ物ぶつの空そらは、一いち面めんどんより、灰はい色いろの雲くもが垂たれこめているけれど。

　鏡かがみに映うつる、窓まどの向むこうの空そらの色いろは、冴さえわたる青あお空ぞらだったりするかもしれない……！

　そんな希き望ぼうを胸むねに抱いだいて。

　鏡きょう子こさんは、ドキドキしながら、【まちがい鏡かがみ】をのぞきこみました。

　けど、残ざん念ねん！

　そのときの鏡かがみのまちがいは、空そらのとなりにある、窓まどのカーテンの色いろでした。

　しかも、鏡かがみの中なかのカーテンは、鏡きょう子こさんがぜんぜん好すきではない色いろです。

　鏡きょう子こさんは、悩なやみました。

　今いま、鏡かがみに映うつるカーテンをちょん、とつつけば、まちがい探さがしのクイズに正せい解かいできます。

　そうすれば、鏡かがみの中なかには、また別べつのまちがいが現あらわれるのです。

　新あたらしく出でてくるそのまちがいが、あるいは、空そらの色いろかもしれません。

　その可か能のう性せいに賭かけるというのも、一つの手てです。

　でも、そうやって次つぎのクイズに進すすむためには、部へ屋やのカーテンの色いろを変かえなければならないわけで。……それは絶ぜっ対たいにいやでした。

　今いまのカーテンの色いろを、鏡きょう子こさんはとても気きに入いっていたのです。

　それを犠ぎ牲せいにするなんて、とんでもない！

　そこで、鏡きょう子こさんは、たっぷり頭あたまをひねりました。

　この鏡かがみの力ちからを使つかって、なんとかカーテンの色いろを変かえることなく、空そらを青あお空ぞらに変かえることはできないものか……。

　しばらく考かんがえたすえに。

　鏡きょう子こさんは、「そうだ！」と、あることを思おもいつきました。

　その作さく戦せんを実じっ行こうすべく、鏡きょう子こさんが用よう意いしたのは、下した敷じきとライト。

　下した敷じきは、いちばんはじめに鏡かがみの力ちからで手てに入いれた、青あお空ぞら柄がらのやつのことです。その下した敷じきは、青あお色いろの部ぶ分ぶんが透とう明めいになっていて、光ひかりを透すかしてくれるので、ちょうど具ぐ合あいがよかったのです。

　鏡きょう子こさんは、ライトに下した敷じきをくっつけて、それを鏡かがみに向むけました。

　そして、ライトのスイッチを入いれました。

　下した敷じきを透すかした光ひかりが、青あお空ぞら色いろに染そまって、鏡かがみに映うつった空そらを照てらします。

　鏡かがみの中なかの灰はい色いろの空そらに、青あおい光ひかりの色いろが重かさなります。

　本ほん物ものの空そらは、灰はい色いろの空そら。

　鏡かがみの中なかには、青あおい空そら。

　一いち応おうは、そういう状じょう態たいになったわけです。

　鏡かがみの中なかにむりやり作つくった「青あお空ぞら」が、これも「まちがい」になってくれれば──……。

　祈いのりながら、鏡きょう子こさんは、その「青あお空ぞら」に指ゆび先さきを近ちかづけました。

　そうして、ちょん、と鏡かがみをつつきました。

　………………何なにも、起おこりません。

　まちがい探さがしに正せい解かいしたときの、いつもの光ひかりの粒つぶは、散ちりませんでした。

　ああ、やっぱり。さすがに、こんなやり方かたじゃだめなのか。

　鏡きょう子こさんは肩かたを落おとして、ため息いきと共ともに、窓まどのほうをふり返かえりました。

　その瞬しゅん間かん。鏡きょう子こさんは、目めを丸まるくしました。

　窓まどの外そとにある本ほん物ものの空そらは、青あお空ぞらでした。

　雨あめは、止やんでいます。雨あめどころか、くもりの気け配はいすらない、気き持もちよく晴はれた天てん気きです。

　やった！　成せい功こうしたんだ！

　これで、楽たのしみにしていたキャンプに行いける！

　──と。

　鏡きょう子こさんがよろこんだ、そのときでした。

　見み上あげていた青あお空ぞらが、パキッ、とひび割われ。

　パリーン、と音おとを立たてて──……くだけ散ちったのです。

　くだけた青あお空ぞらの下したからは、もとどおりの灰はい色いろの空そらが現あらわれました。

　パラパラと。キラキラと。

　細ほそい細ほそい雨あめといっしょに、街まちに降ふり注そそぐ青あお空ぞらの欠かけら。

　その光こう景けいを、鏡きょう子こさんは、声こえもなく見みつめていました。
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　どのくらいの間あいだ、そうしていたでしょう。

　ふと、ふり返かえって部へ屋やの中なかを見みると。

【まちがい鏡かがみ】は、くだけ散ちって壊こわれていました。

　さっき聞きいたのは、もしかしたら青あお空ぞらではなく、この鏡かがみが割われる音おとだったのかもしれません。

　そして……。

　もとどおりになったのは、空そらだけではありませんでした。

　青あお空ぞら柄がらの下した敷じきは、花はな柄がらの下した敷じきに。

　短みじかくなっていた鏡きょう子こさんの髪かみの毛けは、うっとうしいほどの長ながい髪かみに。

　ああ。これは、つまり。

　鏡きょう子こさんは悟さとりました。ほかのものも、きっと同おなじなのだろう、と。

　たしかめてみたら、やっぱりそのとおりでした。

　これまで、【まちがい鏡かがみ】の力ちからで本ほん物ものにしてきた、ステキで魅み力りょく的てきな「まちがい」の数かず々かず。

　それらは、鏡かがみと共ともにひび割われ、くだけ散ちって──。

　ぜんぶ、もとどおりになってしまっていたのです。
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　インチキなんて、するものではないですね。

　あんなことさえしなければ、魔ま法ほうの鏡かがみも、その鏡かがみによって手てに入いれたものも、鏡きょう子こさんは失うしなわずにすんだのに。

　……でも、ね。

　鏡きょう子こさんが失うしなったものは、じつは、それだけではすまなかったんです。

　鏡きょう子こさんは、あのとき、鏡かがみのまちがい探さがしの「正せい解かい」ではないところにふれました。

　だから、「不ふ正せい解かい」のペナルティによって、そうなったのか。

　あるいは、鏡かがみにインチキを仕し掛かけたことに対たいする、ペナルティなのか？

　それは、今いまでもわかりませんが……。

　鏡きょう子こさんにとって、それ以い来らい、鏡かがみは役やくに立たたないものになりました。

　なぜかって？

【まちがい鏡かがみ】がくだけ散ちった、そのときから。

　鏡かがみに映うつる、鏡きょう子こさんのその姿すがたは、まちがいだらけになってしまったからですよ。

　どの鏡かがみをのぞいても、そこにはもう、鏡きょう子こさんは映うつりません。

　鏡かがみに映うつるのは、毎まい回かい違ちがう、鏡きょう子こさんではないだれかの顔かお。

　笑わらって鏡かがみをのぞいても、鏡かがみの中なかのだれかは泣ないていたり、怒おこっていたり。

　寝ねぐせを直なおしたいと思おもっても、鏡かがみの中なかのだれかの寝ねぐせは、ぜんぜん違ちがう場ば所しょにある。

　オムライスを食たべたあと、口くち元もとにケチャップが付ついていないかどうかも、鏡かがみを見みてたしかめることはできません。

　窓まどガラスや、つるつるの金きん属ぞくの表ひょう面めんや、凪ないだ水すい面めんなんかも同おなじです。

　姿すがたを映うつすものなら、なんでも鏡かがみと同おなじなんです。

　だからもう、鏡きょう子こさんは、自じ分ぶんの顔かおなんてすっかり忘わすれてしまいました。

　さらに、こまったことにはね。

　鏡かがみに映うつる、まちがいだらけの鏡きょう子こさんは、人にん間げんの姿すがたをしているともかぎらないんです。

　それは、獣けものの姿すがただったり、木き彫ぼりの人にん形ぎょうだったり、映えい画がに出でてくるゾンビみたいだったり……昔むかし話ばなしに出でてくる山姥やまんばのような、鬼おにだったりします。

　そして、これまたやっかいなことに。

　鏡かがみやガラスに映うつったその姿すがたは、鏡きょう子こさん以い外がいの、ほかの人ひとにも見みえてしまうんです。

　そのせいで、鏡きょう子こさんは、どこに行いっても化ばけ物ものあつかいされるようになりました。

　それでたまらず、人ひと里ざとから逃にげ出だして。

　今いまは、山やま奥おくの家いえで一人ひとり、ひっそり暮くらし──……。

　あれっ？

　いない……。ドアが開あいてる。いつの間まに……。

　ははあ、さては。カーテンを開あけて、窓まどガラスに映うつった私わたしの姿すがたを、見みたんだな。

　まったく、話はなしを最さい後ごまで聞きいていればいいものを。

　山やまの夜よ道みちはあぶないというのに……。

　はあ。ドアもだけど、カーテンも閉しめておこう。

　人ひとが見みて逃にげ出だすような姿すがたなら、私わたしだって、そんなの見みたくはないからな。




　……あの人ひとは、いったいどんな「まちがいだらけ」の、私わたしの姿すがたを見みたんだか。

[image: ]

























[image: ]




　今日きょうから、家か族ぞくがふえる。

　あたらしいお父とうさんと、はじめてのきょうだいができる。

　十二歳さいになった年としの、そんなある日ひの朝あさ──。

　希のぞみは、緊きん張ちょうでドキドキしながら、鏡かがみの前まえで念ねん入いりに髪かみをとかしていた。

「仲なか良よくやっていけるように、がんばらなくちゃ……！」

　サラサラの黒くろ髪かみと、しわ一つない洋よう服ふくを、きちんと整ととのえて。

　大おおきく深しん呼こ吸きゅうした、ちょうどそのとき。

　玄げん関かんから、お母かあさんの呼よぶ声こえがした。

「希のぞみちゃーん。そろそろいくよー」

「はっ……はあーい！」

　返へん事じをしつつ、希のぞみはあわててクシをしまい、お母かあさんの待まつ玄げん関かんへと走はしっていった。




　あたらしいお父とうさんの車くるまで、希のぞみたちは、あたらしい家いえに向むかった。

　引ひっ越こしの準じゅん備びで荷に物もつを運はこびこむのに、もう何なん度どか入はいったことのある家いえだけど。

　いよいよ今日きょうから、そこが自じ分ぶんたちの住すむ家いえになる。

　家か族ぞく四人にんでの、あたらしい暮くらしが始はじまる！

「あー、うれしいなあ。あたらしい家いえ、今いままでとは違ちがって一いっ戸こ建だてだし、楽たのしみだなあ」

「へえ。希のぞみちゃんは、今いままで住すんでたマンション、好すきじゃなかったの？」

　運うん転てん席せきの〈お父とうさん〉にそう聞きかれ、希のぞみは、そんなことないけど、と首くびをふる。

「一いっ戸こ建だての家いえってね、なんていうか、すっごく『家いえ！』って感かんじなんだもん。だからね、その家いえでいっしょに暮くらすのは、すっごく『家か族ぞく！』って感かんじがするの。……それがうれしくって」

　えへへ、と希のぞみが笑わらうと、運うん転てん席せきのお父とうさんもほほ笑えんだ。

　となりに座すわるお母かあさんは、うれしそうに、ぎゅうっと希のぞみの頭あたまを抱だきしめた。

　ほどなくして、車くるまは新しん居きょに到とう着ちゃくした。

　三さん角かく屋や根ねのその家いえは、見みた目めもこれまた、希のぞみにとって「すっごく家いえ！」と感かんじられる家いえだ。

　車くるまから降おりて、三人にんは家いえの中なかに入はいる。

　お父とうさんとお母かあさんが入はいったあとに、希のぞみは続つづいた。

　玄げん関かんには、泥どろだらけのスニーカーが一足そく、すでに脱ぬぎ散ちらかしてあった。

「継つぐ也やくん、先さきに来きてたんだね」

　言いいながら、希のぞみは自じ分ぶんが脱ぬいだ靴くつのついでに、そのスニーカーもきちんとそろえる。

「ああ、ごめんね、希のぞみちゃん。継つぐ也やのやつがだらしなくって」

「男おとこの子こなんだから、このくらい元げん気きなほうがいいじゃない」

「まあ、そうかな。女おんなの子こは、やっぱりお行ぎょう儀ぎがいいもんだなあ」

　そんなことを言いい交かわしつつ、お父とうさんとお母かあさんは、リビングに向むかう。

　お行ぎょう儀ぎがいい、とほめられて、希のぞみはうれしくなった。

　でも、女おんなの子こなら、このくらいは自し然ぜんにできてあたりまえ。ほめられたからって、調ちょう子しに乗のらないようにしなくちゃ、と気きを引ひきしめた。

　手てを洗あらってからリビングへ行いくと、そこには継つぐ也やもいた。

　お父とうさん、お母かあさん。それから、お父とうさんの息子むすこの継つぐ也やくん。

　そこに希のぞみが加くわわって、今日きょうからここで暮くらす家か族ぞく四人にんが、リビングにそろった。

　お父とうさんが、みんなの顔かおを見み回まわして、コホンと一つ咳せき払ばらいする。

「えー、それでは。無ぶ事じに予よ定ていどおり、これにて引ひっ越こし完かん了りょうです。ぼくたち四人にんは、今日きょうからこの家いえでいっしょに暮くらす、一つの家か族ぞくになります。……というわけで。あらためて、よろしくね、二人ふたりとも！」

　お父とうさんは、お母かあさんと希のぞみに向むかって、にっこり笑わらった。

　お父とうさんとお母かあさんは、よろしく、と二人ふたりで握あく手しゅを交かわす。

　それを見みて、希のぞみも、笑え顔がおで継つぐ也やに手てを差さし出だした。

「よろしくね、継つぐ也やくん」

「……」

　継つぐ也やは、にこりともせずそっぽを向むいて、希のぞみの手てを取とった。

　その瞬しゅん間かん。希のぞみの手てに、何なにか、ぐにっとした感かん触しょくのものがにぎらされた。

　見みると、それは、触しょっ角かくのついた茶ちゃ色いろい虫むし──。

「いやっ……！」

　と、希のぞみは悲ひ鳴めいを上あげて、とっさにそれを投なげすてた。

　そうしてから、それが本ほん物ものの虫むしではなく、ゴムのおもちゃだということに気きがついた。

「あははははははっ、ビビってやんの。バーカ！」

「こらっ、継つぐ也や……。だめじゃないか、いたずらしちゃ」

「もうー、継つぐ也やくんたら、あいかわらずねー」

　大おお笑わらいする継つぐ也や。それを軽かるくしかるお父とうさん。こまったようにほほ笑えむお母かあさん。

　希のぞみは心しん臓ぞうをバクバクさせて、腰こしを抜ぬかしそうになりながら、ふうーっと息いきをついた。

「いやあー、ごめんね、希のぞみちゃん。継つぐ也やがいつもこんな調ちょう子しでさあ。怒おこっちゃった？」

「あ……ううん！」

　希のぞみは、引ひきつる顔かおをあわてて笑え顔がおに変かえて、かぶりをふった。

「だいじょうぶだよ。それに──ほんとは私わたし、今日きょう、すごく緊きん張ちょうしてたんだけど。今いまのでびっくりして、緊きん張ちょうがとけちゃった！」

　希のぞみがそう言いうと、お父とうさんは、うれしそうに目めを細ほそめた。

「希のぞみちゃんは、ほんとやさしいなあ。それでこそ女おんなの子こ、って感かんじだよね」

　その言こと葉ばに、希のぞみは照てれながら、お父とうさんに手てを差さし出だした。

「あらためて、これから、よろしくね。──お父とうさん！」







　その夜よる。

　あたらしい家いえの、あたらしい自じ分ぶんの部へ屋やで、持もってきた荷に物もつの整せい理りをしながら。

　希のぞみは、これからの生せい活かつのことをいろいろ考かんがえ、不ふ安あんと期き待たいでいっぱいだった。

（あ……そうだ。あれは、どこにしまっておこう）

　自じ分ぶん用ようの荷に物もつの段だんボールの中なかに、手てを入いれて。

　その底そこから、希のぞみは、プラスチックの小ちいさな箱はこを取とり出だした。

　パカリとフタを開あけ、箱はこの中なか身みを手てに取とって、じっとながめる。

　それは、蝶ちょうの形かたちをした、髪かみかざりだった。

　蝶ちょうは、本ほん物ものと同おなじくらいの大おおきさで、黒くろ地じにショッキング・ピンクの文もん様ようが入はいった羽はねを広ひろげている。

　この部へ屋やや、希のぞみのほかの持もち物ものには、まったくなじまない派は手でな色いろ合あい。

　それでも、その髪かみかざりは、希のぞみの特とく別べつなお気きに入いりだった。

　自じ分ぶんでえらんで買かったものではないけれど……。

　それは、昔むかし、縁えん日にちのくじびきで当あたったものだった。

　希のぞみは、一ひと目めでその髪かみかざりを気きに入いった。

　けれど、お父とうさん──そのころはまだ家か族ぞくだった、希のぞみの実じつの父ちち親おやの──は、黒くろとショッキング・ピンクで彩いろどられたそれを、じろりとにらんで、

「派は手でだな」

　と、顔かおをしかめてつぶやいた。

　お父とうさんのその態たい度どを見みて、お母かあさんはあわてたように、

「そうだねえ。残ざん念ねん、はずれちゃったねえ」

　と言いって、もとどおり箱はこにしまった髪かみかざりを、その場ばでゴミ箱ばこにすてた。

　希のぞみは、何なにも言いえなかった。

　もしそこで、「その髪かみかざり、私わたしは好すきだから、すてないで」とでも言いおうものなら──そのあとどんなことになるか、わかっていたから。

　そんなことをすれば、お父とうさんの機き嫌げんは、すごく悪わるくなる。

　いったん機き嫌げんを悪わるくしたら、お父とうさんは何なん日にちも何なん日にちも、お母かあさんとも希のぞみとも口くちをきかない。

　お父とうさんに無む視しされるのも、自じ分ぶんのせいでお母かあさんがお父とうさんに無む視しされるのも、悲かなしくて、つらくて、たまらなかった。だから、本ほん心しんなんて口くちに出だせなかった。

　でも、それでも。その蝶ちょうの髪かみかざりのことは、どうしてもあきらめきれなくて……。

　希のぞみはそのあと、ゴミ箱ばこからこっそり髪かみかざりを取とり出だし、持もち帰かえって。

　だれにも見みつからないように、それを、自じ分ぶんの机つくえの引ひき出だしにしまったのだ。

　そのことを、思おもい出だしながら。

（やっぱり、これは……見みつからないように、かくしておこう）

　希のぞみは、髪かみかざりの箱はこのフタを閉しめて、それを、鍵かぎつきの引ひき出だしの奥おくにしまいこんだ。

　派は手でだな、と顔かおをしかめられた髪かみかざり。

　それを、いまだにこうして大だい事じに持もっているのは、とても悪わるいことのように思おもえて、胸むねの奥おくがじくじくする。でも、この髪かみかざりをすてる気きには、どうしてもなれない。

（前まえのお父とうさんは……ああいう、気きむずかしい人ひとだった。……けど、今こん度どのお父とうさんは、やさしそうな人ひとだもん。……今こん度どは、うまくやってみせる）

　ひととおり、荷に物もつを片かたづけ終おえたあと。

　希のぞみは寝ねる準じゅん備びをして、「家か族ぞく」のみんなにあいさつしてから、ベッドに入はいった。

　けれど、そのあとも、希のぞみはなかなか眠ねむれずにいた。

　頭あたまの中なかに浮うかんでくるのは、小ちいさなころから何なん度ども何なん度どもくりかえし聞きいた、お母かあさんの言こと葉ばだった。

　それは……女おんなの子こが幸しあわせになるために、必ひつ要ようなこと。


『いい？　希のぞみちゃん。これだけは覚おぼえておいて。

　女おんなの子こにとって、何なによりいちばん大たい切せつなのは、やさしさと笑え顔がおなの。

　女おんなの子こなら、いつもにこにこ笑わらって、まわりの人ひとにやさしくしようね。

　どんなときでも、自じ分ぶんのことよりまわりの人ひとのことを、まずいちばんに考かんがえようね。

　もし、希のぞみちゃんにいじわるする人ひとがいても、その人ひとのことを怒おこったり、憎にくんだりしてはだめ。

　どんないじわるな人ひとが相あい手てでも、にこにこ笑わらって、いつもやさしくしてあげるの。

　そうすれば、いじわるな人ひとだって、きっと心こころを入いれ替かえてくれるから。

　自じ分ぶんのことより、まわりの人ひとのことを大だい事じにできる──そんな女おんなの子こはね、まわりの人ひとたちを幸しあわせにする力ちからを持もってるの。

　そうやって、まわりの人ひとたちを幸しあわせにすれば、希のぞみちゃんにも幸しあわせが返かえってくる。

　だから、希のぞみちゃんもそうやって、幸しあわせになろうね。

　──だいじょうぶ。

　希のぞみちゃんは、どんなときでも、自じ分ぶんのことより人ひとのことを大だい事じにできる、天てん使しみたいにやさしい女おんなの子こだって──……お母かあさんは、そう信しんじてるから』



　ベッドの中なかで、ごろん、と希のぞみは寝ね返がえりを打うつ。

　いつもにこにこ笑わらって、まわりの人ひとにやさしくする……。

　小ちいさな子こどものころは、それが、あんまりちゃんとできなかった。

　泣ないたり怒おこったりして駄だ々だをこねて、お父とうさんとお母かあさんをこまらせることが、何なん度どもあった。

（そのせいで、前まえのお父とうさんには、きっと私わたし、きらわれてたんだ……。お母かあさんは、前まえのお父とうさんに、いつもやさしくしてたもん。だったら、前まえのお父とうさんが出でていったのは、きっと私わたしのせいなんだ……）

　同おなじことを、くりかえしちゃいけない。

　自じ分ぶんはもう、小ちいさな子こどもじゃない。今こん度どは、最さい初しょからうまくやってみせる。

（今こん度どの家か族ぞくは、前まえの家か族ぞくみたいにバラバラにならないように……しなくっちゃ……）

　希のぞみは、ぎゅっと目めをつぶった。

　やさしさと笑え顔がお。自じ分ぶんのことより人ひとのこと。

　その言こと葉ばを、心こころの中なかで、呪じゅ文もんのように何なん度どもとなえる。

　……不ふ安あんなのは、継つぐ也やのことだった。

　お父とうさんの子こどもで、希のぞみと同おない年どしの男おとこの子こ。

　これまでに、何なん回かいも顔かおを合あわせてはいたけれど、あの子こは会あうたびいじわるだ。

（……いじわるな人ひとのことも、怒おこったり、憎にくんだりしちゃだめ。……継つぐ也やくんにも、やさしくしなくちゃ。そうすれば、きっと、そのうち仲なか良よくなれる……。仲なか良よくならなきゃ。──だって、家か族ぞくなんだもん）
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　この人ひと、機き嫌げんが悪わるそうだ。

　この人ひとたち、ギクシャクしていて、気きまずそうだ。

　この人ひとたち、ピリピリしていて、ケンカしそうだ。

　──そんな空くう気きを感かんじ取とると、ぎくりとする。

　なんとかしなければ、と思おもう。

　その空くう気きが、広ひろがらないうちに、固かたまらないうちに。

　何なに気げない明あかるい話わ題だいで話はなしかけたり、「どうかしたの？」と心しん配ぱいして声こえをかけたり。

　会かい話わが自し然ぜんに続つづくよう、それか、早はやめに会かい話わを切きり上あげられるよう、間あいだに入はいったり。

　人ひとの迷めい惑わくにならないような、小ちいさな失しっ敗ぱいをわざとして、おどけてみたり。

　そうやって、よくない空くう気きを、早はやく消けし去さってしまわないと──。

　それに加くわえて日ひごろから、相あい手てがしてほしいことを、さっと自し然ぜんにできるようにする。

　お父とうさんやお母かあさんが仕し事ごとで疲つかれていたら、お茶ちゃを出だしたり、肩かたをたたいたり。

　お母かあさんが家か事じで疲つかれていたら、何なにも言いわれなくても家いえの中なかのことを手て伝つだったり。

　お父とうさんやお母かあさんの愚ぐ痴ちを聞きいて、うんうんとうなずいて、なぐさめたり、はげましたり、相あい手てのいいところを思おもいっきりほめて元げん気きづけたり。

　そうしていれば、よくない空くう気きは生うまれにくくなる──。

（家いえの中なかに、「よくない空くう気き」がたまらないようにしてれば……今こん度どのこの家か族ぞくは、きっと、幸しあわせな家か族ぞくになれるよね……？）

　それがかなうまで、きっと、あと少すこしなのだ。

（そう。あとは──……継つぐ也やくんとさえ、仲なか良よくなれれば）

　そのことで、希のぞみはあいかわらず悩なやんでいた。

　継つぐ也やは、いつまでたっても、希のぞみへのいじわるをやめてくれない。

　希のぞみの机つくえの引ひき出だしやカバンの中なかに、ゴキブリやクモのおもちゃを入いれたり。希のぞみのスリッパを、トイレのスリッパと取とり替かえたり。いっしょに道みちを歩あるいているとき、希のぞみを水みずたまりに突つき飛とばしたり。食しょく事じ中ちゅうに希のぞみのはしを、わざと床ゆかに落おとしたり。希のぞみの読よんでいる本ほんの、タイトルや表ひょう紙しのイラストを、いちいちバカにしてきたり……。

　いじわるしながら、継つぐ也やはいつも、「バーカ」と笑わらう。

　それに合あわせて、希のぞみも最さい初しょのうちは、ただ笑わらい返かえしていた。

　お父とうさんとお母かあさんも、「こらこら」「あらあら」と、継つぐ也やのいじわるを、いつもほほえましそうに笑わらって見みていたし。

　家か族ぞくとしてすごす中なかで、だんだん仲なか良よくなっていけば、継つぐ也やもそのうちいじわるをやめてくれるだろう。……希のぞみは、そう思おもっていた。

　でも、どうやら、そんなこともなさそうで。

　さすがに「このままじゃだめだよね」と考かんがえて、希のぞみは、継つぐ也やに注ちゅう意いするようになった。

「継つぐ也やくん。……あのね。こういうことは、しないでほしいんだけど……」

　あくまで笑え顔がおで、やんわりと。けっして、きつい言いい方かたにならないように。
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　でも、継つぐ也やは聞きいてはくれなかった。

　いよいよこまった希のぞみは、思おもいきって、いじわるされたときに笑わらうのをやめてみた。

　そのかわり、「もーっ、継つぐ也やくんのいじわるっ」とか、「やめてって言いってるでしょーっ」とか言いいながら、大おおげさにほおをふくらませたり、くちびるをとがらせてみたりした。

　笑え顔がおじゃなくても、これならきつい言いい方かたにはならないだろう……と。

　それでも、継つぐ也やはどうしても、いじわるをやめてはくれなかった。

　けれど──。

　そんな継つぐ也やと希のぞみの様よう子すを見みて、お父とうさんとお母かあさんは、

「ははっ。二人ふたりとも、すっかり仲なか良よくなったみたいだね」

「ケンカするほど仲なかがいい、っていうものねー」

　と言いって笑わらった。

（……仲なか、いい……のかな？　継つぐ也やくんと、私わたし……これでも……？）

　希のぞみは、とまどって、首くびをかしげたが。

　お父とうさんとお母かあさんがこう言いうのなら、きっと、これでいいんだろう。

　そう思おもって──やっと「継つぐ也やくんと仲なか良よくなれた」ことに、希のぞみはホッとしたのだった。




　そんなある日ひのこと。

　希のぞみは、自じ分ぶんの部へ屋やで、こっそり蝶ちょうの髪かみかざりを取とり出だし、ながめていた。

　黒くろ地じの羽はねの中なかに、くっきりと浮うかび上あがる、ショッキング・ピンクの文もん様よう。

　まわりの色いろになじまない、自じ己こ主しゅ張ちょうの強つよい、派は手でな蛍けい光こう色しょく。

　それを見みていると、なんだか、心こころが落おち着つく気きがして。

　手ての平ひらにのせた蝶ちょうの羽はねを、希のぞみは、指ゆび先さきでそっとなでて、うっとり目めを細ほそめた。

　──そのときだった。

「おーい、希のぞみちゃん！」

　ノックもなしに、いきなり、継つぐ也やが部へ屋やのドアを開あけた。

「シャー芯しん切きれたから、おまえの貸かせよ……──ん？　なんだそれ」

　希のぞみは、ぎくりとあわてて、蝶ちょうの髪かみかざりをかくそうとした。

　けれど、間まに合あわなかった。

　部へ屋やに入はいってきた継つぐ也やは、あっという間まに希のぞみの手てから、その髪かみかざりをうばい取とった。

　そして、ニヤニヤ笑わらって言いった。

「え？　何なに、この蝶ちょう。おまえ、こんなのが好すきなわけ？　ハハッ、あったま悪わるそうな色いろ！　あーでも、おまえってじっさいバカだから、お似に合あいか！」

「────……っ」

　いつものこと、だった。継つぐ也やに、このくらいのことを言いわれるのは。

　それなのに──その瞬しゅん間かん。

　希のぞみは、息いきがつまって、頭あたまの中なかが真まっ白しろになった。

「……──いいかげんにして！」

　気きがつくと、希のぞみはそうさけんでいた。

　継つぐ也やが、びくっと表ひょう情じょうをこわばらせ、おどろいたように、目めを見み開ひらく。

　その隙すきに、希のぞみは継つぐ也やの手てから、大だい事じな髪かみかざりをうばい返かえした。

「いつも、いつも……継つぐ也やくんは、そうやって、いちいちいやがらせしてばっかり。なんで、そういうことするの？　何なん度ども何なん度ども、やめてっていってるのに、なんでやめてくれないの!?」

「──な。……え」

「私わたしのこと、バカにしないで！　私わたしが好すきなもののことも、もう、二に度どとバカにしないで！」

　希のぞみは、息いきを切きらして、目めの前まえの継つぐ也やをにらみつけた。

　継つぐ也やは声こえもなく、ただただぽかんと、中ちゅう途と半はん端ぱに口くちを開あけていた。

　──が。

「……はっ、はあ!?　おまえ、何なにマジになってんの？　こっわー……」

　と、継つぐ也やはすぐに、顔かおをゆがめて笑わらいをもらした。

「おまえ、バカな上うえに、じょうだんも通つうじねーのな。はー、しらける。おまえのせいで、すっげー空くう気き悪わるくなっちまったじゃねーか。あー……もう、最さい悪あくだよ！」

　継つぐ也やは、「はあーあ！」と大おおげさなため息いきをついて、希のぞみに背せを向むけた。

　そして、バアン！　と乱らん暴ぼうに部へ屋やのドアを閉しめて、出でていった。

　……そのとたん。

　希のぞみの手て足あしは、ガタガタとふるえ出だした。

　継つぐ也やのため息いきと、乱らん暴ぼうに閉しめられたドアの音おとが、頭あたまの中なかでこだまする。

　どうしよう……とんでもないことをしてしまった……。

　そんな思おもいで胸むねがいっぱいになり、息いきが苦くるしくなって、涙なみだがこみ上あげた。

「希のぞみちゃん……？　どうしたの？　なあに？　今いまの音おと……」

　お母かあさんがやってきて、心しん配ぱいした様よう子すで、部へ屋やの外そとから声こえをかけた。

　希のぞみは、蝶ちょうの髪かみかざりを、とっさに服ふくのすその中なかにかくす。

　お母かあさんがドアを開あけた。お母かあさんのうしろには、お父とうさんもいた。

「希のぞみちゃん、だいじょうぶ？　継つぐ也やのやつと、ケンカしたの？」

　目めに涙なみだを浮うかべた希のぞみを見みて、気きまずそうに、お父とうさんはたずねた。

　希のぞみは、ぐっと涙なみだをぬぐって飲のみこんだ。

　それから、部へ屋やに入はいってきた二人ふたりに、さっきのことを──蝶ちょうの髪かみかざりのことはかくしたまま、そこは「大だい事じなものをバカにされた」とあいまいにして──話はなした。

　すると、その話はなしを聞きいたお母かあさんは。

「うーん……。たしかにそれは、継つぐ也やくんも悪わるいけど。でも、希のぞみちゃんの態たい度どもよくなかったね」

　そう言いって、笑え顔がおで軽かるくため息いきをついた。

「希のぞみちゃんがきつい言いい方かたするから、継つぐ也やくんだって、ついムキになっちゃったんでしょ。相あい手てに気き持もちを伝つたえたいなら、感かん情じょうまかせに怒おこるんじゃなくて、相あい手てを刺し激げきしないように、やさしく言いってあげなくちゃ。……ね。いつも、言いってるでしょ？　女おんなの子こにとって大たい切せつなのは──」

「でも、お母かあさん。……やさしい言いい方かたで、笑え顔がおでいくら注ちゅう意いしても、継つぐ也やくんは、ぜんぜん聞きいてくれなかったよ。私わたし、きつい言いい方かたしないように、今いままでずっと気きをつけてた。でも、継つぐ也やくん、平へい気きでいやがらせを続つづけてくるから。だから、私わたし──」

「それでも、希のぞみちゃんの言いい方かたが悪わるかったから、継つぐ也やくん、怒おこっちゃったんでしょ？」

「…………」

　そうなんだろうか……。自じ分ぶんが、悪わるいんだろうか……？

　こんなふうに諭さとされると、わからなくなる。頭あたまの中なかが、ぐるぐるする。

　服ふくのすその中なかにかくした髪かみかざりを、希のぞみは、無む意い識しきにぎゅっとにぎりしめた。

「ごめんね、希のぞみちゃん。……でも、継つぐ也やのやつも、悪わる気ぎはないんだよ」

　お父とうさんは、こまったように笑わらって、そう言いった。

「ほら、男おとこの子こって、女おんなの子こにくらべてガキだからさ。……それに、継つぐ也やはね。たぶん、希のぞみちゃんのこと、好すきなんだと思おもうなあ！」

　お父とうさんのその言こと葉ばを、希のぞみは、うつむいて聞きいていた。

　頭あたまの上うえで、お父とうさんとお母かあさんが、ふふ、と笑わらい合あう声こえがした。

「男おとこの子こって、気きになる女おんなの子こにはつい、いじわるしちゃうもんなんだよ。だから、ね。継つぐ也やのこと、許ゆるしてやってよ、希のぞみちゃん。あいつも、すなおになれないだけなんだ」

「そうそう。いじわるだって、愛あい情じょうの裏うら返がえしと思おもえば、むしろうれしくなっちゃうでしょ？」

「…………」

　頭あたまの中なかが、熱あつい。ぐるぐるする。

「ぼくはね。希のぞみちゃんのこと、いつもやさしくて明あかるくて、自じ分ぶんのことより人ひとのことを大だい事じにできる、天てん使しみたいな女おんなの子こだと思おもってるよ。いやなことをされても、自じ分ぶんの中なかの怒いかりや憎にくしみに打うち勝かって、相あい手てを許ゆるすことができる……そんな、強つよくてすてきな女おんなの子こだと思おもってる」

　やさしげな声こえで、お父とうさんは、言いい聞きかせるようにそう話はなす。

「だから、ね。希のぞみちゃんには、そういう自じ分ぶんのいいところを、見み失うしなわないでほしいんだ」

「…………」

　吐はき気けがする。気き持もちが悪わるい。

　ほめられてる、はずなのに。ぜんぜん何なにも、うれしくない。

　──でも。

　ゆっくりと顔かおを上あげた希のぞみは、照てれたような顔かおを二人ふたりに向むけて、へへ、と笑わらった。

　……そうするほかに、どうしたらいいのか、わからなかった。




　それから数すう日じつたった、ある日ひの晩ばんのこと。

　希のぞみたち四人にんは、そろってリビングでテレビを見みていた。

　番ばん組ぐみ内ない容ようは、ありきたりなバラエティ──その中ちゅう盤ばんの、一コーナーにさしかかったとき。

　街がい頭とうインタビューの映えい像ぞうが、画が面めんに流ながれた。

　そこに映うつし出だされたのは、ライブハウスに遊あそびに来きていた少しょう女じょたちだった。

　希のぞみは、その子こたちの姿すがたを見みて、ハッとした。

（この子こたちの格かっ好こう──……あの、蝶ちょうの髪かみかざりが、似に合あいそう）

　少しょう女じょたちのファッションには、黒くろとショッキング・ピンクが、ふんだんに使つかわれていた。

　それは、希のぞみがぜったいに着きないような服ふくだった。

（だけど……こういうの、すごく、カッコよくて、カワイイ）

　テレビの画が面めんを見みつめながら、希のぞみは、胸むねをドキドキさせた。

　しかし、そのとき。

「なーなー、知しってる？　希のぞみちゃんて、こいつらの着きてる服ふくみたいなの、好すきなんだぜー？　こんな色いろした蝶ちょうの髪かみかざり、こっそり大だい事じに持もってるの、こないだ見みたんだ！　趣しゅ味み悪わるいよなー」

　画が面めんの少しょう女じょたちを指ゆび差さし、継つぐ也やはそう言いって、ケラケラ笑わらった。

　すると、それを聞きいたあとの二人ふたりも。

「ええー？　こういう派は手でで下げ品ひんなの、お母かあさんはきらいだなあ。こんな子こたちみたいな格かっ好こう、希のぞみちゃんがしてたら、いやだなあ」

「はは……。まあ、希のぞみちゃんには、似に合あわないよね、こんなのは」

　口くち々ぐちにそう言いって、継つぐ也やといっしょになって笑わらった。

　希のぞみは、胸むねの中なかが凍こおりつくようだった。

　けれど。

　それでも、そこでとっさに、希のぞみの口くちから出でてきた言こと葉ばは。

「もーっ、みんなひどーい！　私わたしだって、たまにはこういうファッション、してみたかったりするんだもん！」

　じょうだんっぽく言いい返かえし、希のぞみは目めをつぶって、むうっと口くちをへの字じに曲まげた。

　希のぞみのその反はん応のうに、ほかの三人にんは、どっと笑わらった。

　……よかった。

　今こん度どは、ちゃんとうまくできた。

　よくない空くう気きは、生うまれなかった。

　笑わらい声ごえのあふれる、明あかるくてあたたかい一いっ家か団だんらんの空くう気きを、壊こわさずにすんだ……。

　自じ分ぶんもみんなといっしょになって、笑わらいながら。

　希のぞみの手ては、ずっと、小ちいさくふるえ続つづけていた。
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　学がっ校こうから帰かえってきた希のぞみは、家いえの前まえで立たち止どまった。

　重おもたくなった足あしが、そこで動うごかなくなってしまったのだ。

　最さい近きんは、いつもそうだった。どうしても、すんなり家いえの中なかに入はいれない。

　この家いえで暮くらせるようになったことが、うれしかったのに。

　あたらしい家か族ぞくができたことが、うれしかったのに。

　三さん角かく屋や根ねの一いっ軒けん家や。

　それはいかにも、「幸しあわせな家か族ぞく」が暮くらす家いえのイメージ、そのものだった。

　じっさい、外そとから見みたら、この家いえの中なかには「幸しあわせな家か族ぞく」が入はいっているように見みえるだろう。

　明あかるくて、あたたかくて、いつも笑わらい声ごえであふれている、そんな家か族ぞくが──……。

　でも。今いまの希のぞみには、この家いえは、息いき苦ぐるしい箱はこのようにしか見みえなかった。

（なんで……こんなことに、なっちゃったんだろう……）

　どうにかふたたび歩あるき出だして、けれど希のぞみは、家いえの前まえを通とおりすぎた。

　そうしてそのまま、日ひが暮くれるまで、当あてもなくそのへんを歩あるき回まわった。

　……あの家いえに、帰かえりたくない。

　……けど、ほかに帰かえるところも、行いく場ば所しょもない。

　暗くらくなってきた空そらをながめて、希のぞみは胸むねが苦くるしくなった。

　そのとき。

　ふと、ひと気けのない道みちの真まん中なかに、座すわりこんでいる人ひとの姿すがたが目めに入はいった。

　その人ひとは、大おおきなボストンバッグを地じ面めんに置おいて、息いきを切きらしているようだった。

（……荷に物もつが重おもくて、こまってるのかな）

　それに気きづいて、希のぞみはその人ひとにかけよった。

「あの……だいじょうぶですか？」

　希のぞみが声こえをかけると、その人ひとは、気けだるげな様よう子すで顔かおを上あげた。

　あまり顔かお色いろのよくない、女おんなの人ひとだった。

　その人ひとは、希のぞみを見みて、へらりと笑わらった。

「あ～。ちょっと、荷に物もつが重おもくてね～」

「……よかったら、それを運はこぶの、手て伝つだいましょうか？」

「おや。そりゃあどうも、ご親しん切せつに。でもね～。きみには、無む理りだと思おもうよ～」

「……そんなに、重おもいカバンなんですか？」

「うん、とっても重おもいカバンなんだ。だって、この中なかに入はいってるのは──……」

　その人ひとは、おもむろにボストンバッグの口くちを開あけ、その中なかに手てをつっこんだ。

　そして、バッグの中なかから、ずるり、と何なにかを引ひきずり出だした。

「──……!?」

　それを見みて、希のぞみは、声こえにならない悲ひ鳴めいを上あげた。

　なぜなら、バッグの中なかから出でてきたのは──人ひとの頭あたま、だったからだ。

　しかも、じっとこちらを見みつめる、その顔かおは。

「……わ……私わたし──!?」

　希のぞみは目めを見み開ひらいて、目めの前まえにあるその顔かおを、見みつめ返かえした。

　そこにあるのは、どう見みても、どれだけ見みても、自じ分ぶんの顔かおに違ちがいなかった。

　さらに、女おんなの人ひとが引ひっぱると。その子この首くびから下したも、ずるずると出でてきた。体からだを、まっすぐに伸のばした状じょう態たいでだ。そんな姿し勢せいで、バッグの中なかに入はいっていられるはずがないのに……。

　混こん乱らんする希のぞみに、女おんなの人ひとは、にやりと笑わらってこう言いった。

「この子この名な前まえは、【のぞみちゃん】っていうんだけどね。──ひょっとして、姿すがた形かたちだけじゃなく、名な前まえもきみと同おなじだったりするのかな？」




　わけがわからないまま、希のぞみはとりあえず、女おんなの人ひとといっしょに場ば所しょを移い動どうした。

　少すこし行いったところに、ちょうど公こう園えんがあった。

　夕ゆう暮ぐれの公こう園えんの、そのすみっこにあるベンチに、希のぞみたちはならんで座すわった。

　希のぞみと、女おんなの人ひとと、【のぞみちゃん】の三人にんで。

「……ふう～。つっかれたあ」

　ボストンバッグを地じ面めんに下おろし、女おんなの人ひとは、ぐったりとしてうなだれた。

　ここまでは、ほんの数すう分ふん、歩あるいてきただけだというのに。

「あの……やっぱりカバン、重おもかったんじゃ」

「ふつうに重おもいよ～。でかいカバンだから、中なかに入はいってるもの関かん係けいなく、重おもいんだ。……あ。だからって、そんな、もうしわけなさそうな顔かおしないで。べつに、きみが私わたしのカバンを持もつ義ぎ理りはないからね～」

　へらへらと笑わらって、その人ひとは、靴くつのつま先さきでボストンバッグを軽かるくつついた。

「っていうか、手てぶらでも、外そとを出で歩あるくだけできついから～」

「……そうなんですか。体からだ、具ぐ合あいでも悪わるいんですか？」

「体たい力りょくがないだけだよ～。長ながい間あいだ、ずーっと、部へ屋やの中なかにこもって暮くらしてたもんでさあ」

　そんなふうに言いうその人ひとを、希のぞみは、ついまじまじとながめた。

　その人ひとの着きている服ふくは、上じょう下げとも、ひどく気きの抜ぬけたラフなものだった。こう言いってはなんだけど、部へ屋や着ぎのまま外そとに出でてきた、という感かんじの格かっ好こうである。

　そのわりに、持もっているカバンがボストンバッグというのは、組くみ合あわせとして奇き妙みょうだった。

　まるで、寝ねぼけて着き替がえず旅りょ行こうに出でてきてしまった人ひと、みたいで。

　それに、その人ひとの胸むな元もとには、ペンダントが下さがっていた。

　檻おりの中なかに閉とじこめられた、天てん使しの像ぞうのペンダント。

　その凝こったデザインのアクセサリーと、気きの抜ぬけた服ふく装そうは、やっぱりアンバランスだった。

「……あの。それで」

　希のぞみは、女おんなの人ひとの向むこうに座すわる、その子このほうへと目めをやった。

　その子こはずっと、口くちもきかず、表ひょう情じょうも変かえない。

　今いまもただ、人にん形ぎょうのように、じっと座すわっているだけだ。

「いったい、どういうことなんですか？　私わたしとそっくりな姿すがたで、私わたしと同おなじ名な前まえのその子こは、なんなんですか？」

「んー。この子こはね──【のぞみちゃん】は、カタログについてきた、試し供きょう品ひんだよ～」

「…………は……あ？」

　カタログ？　試し供きょう品ひん？　何なにを言いってるんだろう、この人ひと。

　あまりにも、意い味みがわからなすぎる……。

「あ～、ごめんごめん。順じゅんを追おって説せつ明めいしなきゃね。……えーっと。そうだなあ、まず──」

　と、その人ひとは、小ちいさく肩かたをゆらして笑わらいつつ、またボストンバッグの中なかに手てを入いれた。

　そうして今こん度どは、その中なかから、一冊さつの本ほんを取とり出だした。

　タイトルも、作さく者しゃ名めいも、イラストも、どこにも何なにも書かかれていない、ただ真まっ黒くろな本ほんだ。
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「これね～、カタログなんだ。この世よではない場ば所しょで作つくられた、世よにも奇き妙みょうな商しょう品ひんのカタログ。このカタログに載のってるのは、ぜんぶ、人にん間げんの〈望のぞみ〉から生うまれた商しょう品ひんなんだよ～」

　言いいながら、開ひらいた本ほんを、ぱらぱらとめくって。

〈香かおりといっしょに、美うつくしいまぼろしを楽たのしめるお香こう〉〈名な前まえも住じゅう所しょも知しらない相あい手てに、手て紙がみを届とどけることができる切きっ手て〉〈事じ件けんや事じ故こを、安あん全ぜんな場ば所しょから見けん物ぶつするためのチケット〉〈何なにが寄よってくるかわからない、餌えづけ用ようのエサ〉〈鏡かがみに映うつったまちがいを、本ほん物ものにすることができる鏡かがみ〉……そんな不ふ思し議ぎで奇き妙みょうな商しょう品ひんの話はなしを、その人ひとは、希のぞみに語かたって聞きかせた。

「そして、このカタログには、一冊さつにつき何なにか一つ、試し供きょう品ひんがついてくる。その試し供きょう品ひんもまた、同おなじく人にん間げんの〈望のぞみ〉から生うまれたアイテムなんだ～」

「えっ……。それじゃあ。この子こ──【のぞみちゃん】も？」

「うん、もちろん。だからね。この【のぞみちゃん】と、分ぶん身しんみたいにそっくりなきみを見みつけてさ。ひょっとして、これって、きみの〈望のぞみ〉から生うまれたアイテムなのかな～って思おもって」

「私わたしの──望のぞみ？」

　希のぞみはとまどった。

　たしかに、この【のぞみちゃん】が、自じ分ぶんと無む関かん係けいのものだとは、思おもえないけど。

「えっと……。【のぞみちゃん】って、どういうアイテム、なんですか？」

「さあ？　試し供きょう品ひんに関かんしては、説せつ明めいついてないから、私わたしにもわかんない」

「……そ、そうなんですか」

　希のぞみは、なんだか拍ひょう子し抜ぬけしてしまった。

　自じ分ぶんとそっくりな見みた目めをしたアイテム。

　それが、たとえば──自じ分ぶんの「身み代がわり」として、使つかえるものだったりするのなら。

　家いえに帰かえりたくない自じ分ぶんの代かわりに、この【のぞみちゃん】が、あの家か族ぞくの一いち員いんになってくれたりするのなら──……。

　そんなことを、希のぞみが思おもったときだった。

「ねえ。この【のぞみちゃん】、よかったら、きみが使つかってみない？」

「……え？」

「もしこれが、きみの〈望のぞみ〉から生うまれたアイテムならさ。使つかい方かたがわからなくても、きみになら、うまく使つかうことができるかもしれないよ」

　そう言いって、女おんなの人ひとは、希のぞみを見みつめてほほ笑えんだ。

「どうかな。【のぞみちゃん】を、受うけ取とってくれる？」

「──……」

　──はい。

　と、気きがつけば、希のぞみはそう答こたえていた。

　得え体たいのしれない、怪あやしいアイテム。

　けれど、希のぞみはそれがほしいと思おもった。どうしても、使つかってみたいと思おもった。

　この【のぞみちゃん】は、きっと、たしかに自じ分ぶんの〈望のぞみ〉から生うまれたアイテムで。だから、これは自じ分ぶんが手てに入いれて、自じ分ぶんが使つかうべきなんだ。そんなふうに思おもえて、ならなかった。

　希のぞみの答こたえに、女おんなの人ひとは「よし」と笑わらって。

　そして、黒くろいカタログを開ひらくと、うしろのほうのページを、なぜかその場ばで読よみ始はじめた。

「……？　何なにを、読よんでるんですか？」

「きみの物もの語がたり」

「え？」

「きみは【のぞみちゃん】を受うけ取とったからね。それによって、このカタログの試し供きょう品ひんのページに、試し供きょう品ひんの所しょ有ゆう者しゃとなったきみの物もの語がたりが、収しゅう録ろくされるんだ。まだ、途と中ちゅうまでしか書かかれていない物もの語がたりだけど。……今いま、それを読よんでいるところ」

　それを聞きいて、希のぞみは動どう揺ようした。

（私わたしの物もの語がたり……？　それって、何なにが。どんなことが、書かかれてるの？）

　なんにせよ、そんなの勝かっ手てに、他た人にんに読よまれたくなんかない。

　でも……。

　さっきまでの、へらり、にやり、とした表ひょう情じょうとはうってかわって、今いまのこの人ひとは、ひどく真しん剣けんな顔かおで本ほんを読よんでいる。

　希のぞみには、邪じゃ魔ますることなどできなかった。

　それに──。

　本ほん当とうは、だれかに知しってほしかった。

　家か族ぞくには、もう、聞きいてもらえる気きがしなくて。

　学がっ校こうの友ともだちにも、こんなこと、相そう談だんできなくて。

　自じ分ぶん一人ひとりの胸むねの中なかに、抱かかえこんでいるしかなかった、この気き持もちを。




　ほどなくして──。

　パタン、と、女おんなの人ひとは本ほんを閉とじた。

　まだ、途と中ちゅうまでしか書かかれていない、希のぞみの物もの語がたり。

　それを読よみ終おえたその人ひとは、閉とじた本ほんに目めを落おとしたまま、ぽつりと一ひと言こと。

「……みじめだなあ」

　と、つぶやいた。

　その言こと葉ばに、希のぞみの胸むねは、つぶされたようにぎゅっと痛いたんだ。

　心しん臓ぞうがバクバクして、けれどそのわりに、頭あたまの中なかは冷さめていた。

　女おんなの人ひとは、希のぞみのほうを見みもせずに、けれど、何なにかをにらむように目めを細ほそめた。

「『私わたしは、あなたたちにいやな思おもいをさせないために、私わたしや私わたしの大だい事じなものを、ほらこうして、ボロボロのズタズタにできますよ！』──そんなふうに、まわりにアピールしなきゃならないのって、すごくみじめだ。……そんなこと、ずっと続つづけてたら、心こころが死しんじゃうよ」

　ため息いきをつくように、吐はきすてるように、その人ひとは言いった。

　希のぞみは、目めを見み開ひらいた。

（──ああ。そっか）

　継つぐ也やのいじわるを、笑わらって許ゆるしたとき。じょうだんめかして流ながしたとき。

　テレビに映うつった少しょう女じょたちの、カッコよくてカワイイと思おもったファッション。それを家か族ぞくのみんなに笑わらわれて、それでもとっさに、その場ばの空くう気きを壊こわさないことをえらんだとき。

　そういうとき、いつもきまって、胸むねの中なかにわいてきた気き持もち。

（あれは、そう。この人ひとの言いうとおり──「みじめな気き持もち」だったんだ）

　それに気きづいたとたん、ぐっと息いきがつまって、涙なみだがこみ上あげた。

　こぼれ落おちる涙なみだといっしょに、胸むねの中なかにたまっていた言こと葉ばが、あふれ出だす。

「私わたし……どうしたらいいのか、わからないの。こんな気き持もちにならずに、家か族ぞくのみんなと、本ほん当とうに仲なか良よくなりたい……そう思おもってるのに。そのために、何なにをどうするのが正せい解かいなのか、どうしてもわからないの」

「……正せい解かい、ねえ」

　女おんなの人ひとは、首くびをひねるような口く調ちょうで、その単たん語ごをひろい上あげた。

　そして。

「ねえ。『良よい女おんなの子こは、死しんだあと天てん国ごくに行いける。悪わるい女おんなの子こは、生いきてるうちにどこへでも行いける』って言こと葉ば、きみは知しってる？」

「……いいえ」

　どういう意い味みですか？　と、希のぞみはたずねた。

　けれど、女おんなの人ひとはそれには答こたえず、小ちいさく笑わらった。

　それから、また話はなしを戻もどして、その人ひとは続つづけた。

「こっちがやんわり言いってるうちは、聞きく耳みみ持もたない。そのくせ、ちょっときつい言いい方かたしたら、逆ぎゃくギレしたり、『もっとやさしい言いい方かたしないと』って諭さとしてきたり──そんなやつらの中なかにある〈正せい解かい〉なんて、とにかく『逆さからうな』ってことでしかないよ」

　そう言いわれて、希のぞみは奥おく歯ばをかみしめた。

　そのとおりだ、と思おもった。

「だから……そうだねえ。相あい手てにとっての〈正せい解かい〉を、必ひっ死しで探さがそうとするよりもさ。きみは、きみの中なかにある〈正せい解かい〉を、相あい手てにぶつけるしかないんじゃないの」

「──……」

　希のぞみは、涙なみだを落おとすためにうつむけていた顔かおを、ふたたび上あげた。

　自じ分ぶんの中なかにある、正せい解かい。

　その言こと葉ばは、今いまいる場ば所しょから抜ぬけ出だすための、道みちしるべの明あかりに思おもえた。

「……なーんて。ごめんね～。なんか、えらそうに語かたっちゃってさ～」

「……ううん。……ううん！　私わたしっ……！」

　希のぞみは、涙なみだをぬぐうこともせずに、かぶりをふった。

「私わたし……あなたに、話はなしを聞きいてもらえて……本ほん当とうにっ……！」

　そんな希のぞみを見みつめ、女おんなの人ひとは、ほほ笑えんだ。

　それは、やさしくて、けれど悲かなしげな笑えみだった。

　いつの間まにか、あたりはすっかり暗くらくなっていた。

　闇やみに包つつまれた中なかで、女おんなの人ひとのペンダントの石いしが、なぜかチカチカと光ひかっていた。

「あ～。きみは、そろそろ帰かえらなきゃだよね？」

「あ、はい。……そうだ。そういえば、【のぞみちゃん】は、どうしよう」

　そこではじめて、希のぞみはそのことに思おもいいたった。

　まだ、使つかい方かたもよくわからないアイテムである【のぞみちゃん】。

　本ほん物ものの人にん間げんにしか見みえない、自じ分ぶんとそっくり同おなじ姿すがたをしたそれを、家いえに「持もち帰かえる」わけにもいかない。家か族ぞくに見みられたら、どう説せつ明めいしていいかわからない。

　それに──まずは、【のぞみちゃん】の力ちからを借かりずに、自じ分ぶんでできることをしてみたい。

　女おんなの人ひとに、希のぞみがそう伝つたえると。

「そっか～。それじゃあ、【のぞみちゃん】は、とりあえず私わたしが持もってるね。で、もしもこの先さき、【のぞみちゃん】が必ひつ要ようかもって場ば面めんになったら、そのときは、ここぞというタイミングで、【のぞみちゃん】をきみのもとに届とどけてあげるよ」

　それを聞きいて、希のぞみはホッとした。

「どうも、ありがとうございます。……えっと」

　そこで、希のぞみは一つ、聞きき忘わすれていたことに気きがついた。

「あの。あなたの、お名な前まえは？」

「えっ、ああ。……そうだなあ～。コモリ、とでも呼よんでくれたらいいよ～」

　コモリさん……。

　どうやら本ほん名みょうではなさそうだけど、その人ひとの呼よび名なを知しれて、希のぞみはうれしく思おもった。

「じゃあ……またね！　コモリさん」

「またね～、希のぞみちゃん」

　手てをふって、希のぞみは、コモリと【のぞみちゃん】と別わかれた。

　コモリの胸むな元もとのペンダントは、闇やみの中なかでチカチカと、ずっと光ひかりを放はなち続つづけていた。







　その週しゅう末まつ。

　希のぞみは、親おやにことわりなく貯ちょ金きんを下おろして、あたらしい服ふくと靴くつを買かいに行いった。

　美び容よう院いんにも行いって、生うまれてはじめての注ちゅう文もんをした。

（……すっごく、極きょく端たんなことをやってるのは、自じ分ぶんでもわかってる）

　たぶん、ほかにもっといい方ほう法ほうはあるんだろう。

　でも、自じ分ぶんには、これくらいしか思おもいつかなかったのだ。

（私わたし……今いままでずっと、自じ分ぶんのことより、まわりの人ひとのことを大だい事じにしなきゃ、って思おもってた。そうしないと、幸しあわせにはなれないって思おもいこんでた。そんな私わたしを、お父とうさんやお母かあさんは、『天てん使しみたいな女おんなの子こ』だって言いったけど）

　天てん使し？　──違ちがう。あの人ひとたちがほしかったのは、生いけ贄にえだ。

　家いえの中なかのよくない空くう気きをきれいにして、面めん倒どうなことも、痛いたみも苦くるしみも、「自じ分ぶんより大だい事じな、まわりの人ひとのためだから」とすすんで引ひき受うけ、がまんする。そんな、聞ききわけのいい生いけ贄にえなのだ。

（そういう『やさしい女おんなの子こ』になりたい──なんて思おもう自じ分ぶんは、もう、いやだ！）

　変かわりたい。

　自じ分ぶん勝かっ手てだと言いわれてもいい。もうだれにも、生いけ贄にえの役やくを押おしつけられない自じ分ぶんになりたい。

　そう。あのときみたいに。

　派は手でな蝶ちょうの髪かみかざりを、継つぐ也やにバカにされて、笑わらわれたとき。

　あのとき、たまらず本ほん気きになって怒おこったことを、すぐに後こう悔かいしたけれど。

（それでも──あのときだけは、私わたしは「みじめ」なんかじゃなかった）

　家いえに帰かえってきた希のぞみは、玄げん関かんであたらしい靴くつをぬいだ。

　それから、片かた方ほうひっくり返かえった継つぐ也やの靴くつはそのままに、大だい事じな自じ分ぶんの靴くつだけそろえて置おいた。

　リビングのほうから、話はなし声ごえがしていた。家か族ぞくの三人にんとも、そこにいるようだ。

　希のぞみは、一つ深しん呼こ吸きゅうしてから、廊ろう下かを進すすんで。

　ただいまも言いわず、リビングのドアを、勢いきおいよく開あけた。

「────……」

　リビングの中なかにいた三人にんが、いっせいに希のぞみをふり向むく。

　そして、希のぞみの姿すがたを見みて──言こと葉ばをなくし、かたまった。

　それもそのはず。

　希のぞみの格かっ好こうは、それまでの希のぞみとはまるで別べつ人じんのように、すっかり変かわっていたのだから。

　ショッキング・ピンクがたっぷり使つかわれたパーカーに、真まっ黒くろなインナーとスカート。

　髪かみには、あの蝶ちょうの髪かみかざり。

　さらにその髪かみの毛けは、もとの黒くろ髪かみの面おも影かげもない、まじりっけなく染そめた銀ぎん髪ぱつ──。
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　そんな姿すがたになった希のぞみを見みつめる家か族ぞくの顔かおは、なんだかまるで、死し体たいでも見みたかのようだった。

　その中なかでも、お母かあさんは、特とくにいちばん青あおざめていた。

「希のぞみちゃん……？　本ほん当とうに、希のぞみちゃんなの？　どうしたの、その格かっ好こう……」

「この蝶ちょうの髪かみかざりに似に合あう格かっ好こう、ずっとしてみたかったから」

　にこりともせず、いつもより低ひくい声こえを出だして、希のぞみはそう言いった。

　お母かあさんは、目めの前まえにあるものが信しんじられないというように、顔かおをゆがめた。

　数すう秒びょうの沈ちん黙もくのあと。

　今こん度どは継つぐ也やが、しぼり出だすように、ハッ、と笑わらった。

「なんだ、それ。似に合あわねー！　おまえ、そういうの、自じ分ぶんでカッコいいと思おもってんの？」

「思おもってる。だから、おまえに『似に合あわない』と思おもわれようがどうでもいい」

　希のぞみがそう返かえすと、継つぐ也やはぎょっとした顔かおになって、息いきをのんだ。

　お母かあさんが、いよいよ血けっ相そうを変かえて、声こえをはり上あげる。

「希のぞみっ、なんてこと言いうの！　人ひとに向むかって『おまえ』だなんて、そんな言こと葉ばづかい──」

「なんで？　継つぐ也やは私わたしのこと『おまえ』って呼よんでるのに？」

「それは──……だって、希のぞみちゃんは、女おんなの子こでしょ！　屁へ理り屈くつ言いわないの！」

「何なにがどう屁へ理り屈くつ？　『女おんなの子こでしょ』ってどういう意い味み？　そんなの、なんの理り由ゆうにも説せつ明めいにもなってないよ。理り屈くつの通とおらないこと言いってるのは、そっちだろ」

「──希のぞみちゃん！　いいかげんにするんだ！」

　と、最さい後ごに口くちを開ひらいたのは、お父とうさんだった。

　お父とうさんは、ひどく悲かなしそうな顔かおで、希のぞみを見みつめた。

「……希のぞみちゃん。ぼくたちはね。ずっときみのこと、まわりの人ひとを思おもいやれる、やさしい心こころを持もった女おんなの子こだって、思おもってたんだよ？　そんなきみと家か族ぞくになれて、ぼくも継つぐ也やも、とてもうれしかったんだよ？　それなのに……。きみが、ぼくたち家か族ぞくに対たいして、そんな態たい度どを取とるなんて。ぼくは今いま、すごく残ざん念ねんな気き持もちだ。本ほん当とうに、ガッカリだよ」

「あ、そ。で？　だから何なに？　残ざん念ねんとかガッカリとか言いっとけば、私わたしが私わたしのしたい格かっ好こうやめて、言いいたいこと言いうのやめると思おもってんの？」

　希のぞみは、お父とうさんから目めをそらすことなく、そう言いい返かえした。

　お父とうさんは、ピクピクと顔かおを引ひきつらせて、それきり黙だまった。

　こうして見みると、継つぐ也やとお父とうさんはよく似にていた。さすがは親おや子こだ。

（──最さい悪あくの空くう気き。……やっぱり、こうなっちゃうよね）

　カラカラにかわいたのどに、希のぞみは、音おとが鳴ならないよう、つばを流ながしこむ。

　心しん臓ぞうは、バクバクあばれていた。

（みんなに、いやな思おもいさせたいわけじゃない。みんなと、ケンカしたいわけじゃない。ただ、私わたしは──あなたたちの望のぞむ『やさしい女おんなの子こ』になんか、なりたくない。それを、全ぜん力りょくで伝つたえたいだけ）

　そのために、「やさしい女おんなの子こ」だと言いわれた今いままでの自じ分ぶんから、遠とおざかりたかった。

　見みた目めも、ふるまいも、今いままでの自じ分ぶんとは、うんとかけ離はなれた自じ分ぶんになりたかった。

（だれがなんと言いおうと、これが──私わたしの中なかにある〈正せい解かい〉なんだ！）

　希のぞみは、三人にんのほうに顔かおを向むけたまま、こぶしをにぎりしめた。

　けれど──。

　今いまにも破は裂れつしそうな、はりつめた空くう気きの中なかで。

　ぜったいに、引ひき下さがるもんか。──そう思おもいながらも、同どう時じに希のぞみは「もう、ここから逃にげ出だしてしまいたい」と、心こころのすみでちらりと思おもった。

　そのときだった。

「だまされてはいけません！　そのおじょうさんは──ニセモノですよ！」

　窓まどの外そとから、女おんなの人ひとの声こえが、そうさけんだ。

　希のぞみも、ほかの三人にんも、おどろいて窓まどのほうを見みた。

　そこにいたのは──コモリだった。

「本ほん物もののおじょうさんは、ほら……！　このとおり、ここにいます！」

　そう言いって、コモリはそばにいた【のぞみちゃん】を、窓まどのほうへと押おしやった。

　髪かみを染そめていない、まじめでおとなしい服ふく装そうの。

　もとのままの希と、そっくり同おなじ姿すがたをした、その女おんなの子こを。

「こちらの黒くろ髪かみのおじょうさんこそ、まごうかたなき、あなたたちの家か族ぞくなのです！」

「え……？　じゃ、じゃあ、この希のぞみちゃんは……？　それに、あなたはいったい……？」

　お母かあさんは、とつぜんのことにとまどいながら、二人ふたりの「希のぞみ」を見み比くらべた。

　家いえの中なかにいる「銀ぎん髪ぱつの希のぞみ」と、窓まどの外そとにいる「黒くろ髪かみの希のぞみ」を。

「わたくしは、通とおりすがりの悪あく魔ま祓ばらい師しです」

「あ……悪あく魔ま祓ばらい……？」

「ええ。先さきほど、おたくのおじょうさんが、悪あく魔まに取とりつかれているのを見みかけましてね。すぐにその場ばで悪あく魔ま祓ばらいをして、おじょうさんの中なかから、無ぶ事じ、悪あく魔まを追おい出だすことに成せい功こうしたのですが──その追おい出だした悪あく魔まが、中ちゅう途と半はん端ぱにおじょうさんの姿すがたを借かりたまま、あなたたちの家いえに入はいりこんでしまったのですよ！」

　大おお仰ぎょうなしぐさで、堂どう々どうとそう言いい放はなち、コモリは窓まどの外そとから、家いえの中なかにいる希のぞみを指ゆび差さした。

（……何なに？　コモリさん、何なにを言いってるの……？）

　呆ぼう然ぜんとする希のぞみに、家か族ぞく三人にんの目めが向むけられる。

　──ああ、そうだったのか。とでも言いいたげな、刺さすような視し線せん。

「そいつを放ほうっておけば、そいつはふたたび、いえ何なん度どでも、またおじょうさんに取とりついてしまうでしょう。それを阻そ止しするために──さあ！　この聖せいなる力ちからが宿やどった砂すなで、そこにいる銀ぎん髪ぱつのおじょうさんの姿すがたをした悪あく魔まを、追おいはらうのです！」

　コモリは、窓まどの外そとで、その手てに持もった袋ふくろをかかげた。

　それを見みて、継つぐ也やがいち早はやく、窓まどにかけよる。

　継つぐ也やは窓まどを開あけ、コモリから袋ふくろを受うけ取とるやいなや、袋ふくろの中なかに手てをつっこんだ。

　そして、袋ふくろから取とり出だした一ひとつかみの白しろい砂すなを、迷まよいもなく希のぞみめがけて、投なげつけた。

「……出でていけっ、悪あく魔ま──！」

　その砂すなを顔かおに浴あび、希のぞみは、痛いたみにうめいて顔かおをおおった。

　立たて続つづけに、バシバシと砂すなが飛とんでくる。継つぐ也や一人ひとりのぶんではない。お父とうさんもお母かあさんも、砂すなを投なげるのに加くわわったのだ。

　──出でていけ。出でていけ。出でていけ、悪あく魔ま！

　三人にんが口くち々ぐちにさけぶ、その声こえを、耳みみ鳴なりのように聞ききながら。

　希のぞみはたまらず、何なにも言いえずに、その場ばから逃にげ出だした。








「──そうして、悪あく魔まは家いえから出でて行いきました。希のぞみちゃんの家か族ぞくは、大だい好すきな希のぞみちゃんを、悪あく魔まの手てから取とり戻もどすことができたのです。めでたし、めでたし。──あの家か族ぞくの中なかでは、おおかた、こんな物もの語がたりになっているんだろうねえ。自じ分ぶんたちにとって、とことん都つ合ごうのいい物もの語がたりだ」



　そう言いって、コモリは、パタンと黒くろい本ほんを閉とじた。

　希のぞみは、夜よるの公こう園えんのベンチに、コモリとならんで座すわっていた。

　どうしていいかわからずここまで来きたら、いつの間まにか、コモリが追おってきていたのだ。

「……味み方かたになってくれる人ひとだと、思おもってたのに」

　うつむいて、希のぞみは、ぽつりと小ちいさくつぶやいた。

「ひどいよ、あんなの。……コモリさんて、すっごく性せい格かく、悪わるいんだね」

「そうだよ～。今いまごろ気きがついた？」

　へらりと笑わらうコモリを、希のぞみは、左ひだり目めでじろりとにらみつけた。

「……でもね。それでも。コモリさんには、私わたし、そんなに腹はらが立たってるわけじゃないんだ。……だって。あの人ひとたちは、コモリさんにだまされたんじゃない。ただ、信しんじたいものを信しんじただけ。それだけなんだもん」

　左ひだり目めの視し界かいの端はしに、光ひかりがちらついていた。

「あの人ひとたちにとって、『自じ分ぶんのことより人ひとのことを大だい事じにできる女おんなの子こ』は天てん使しだけど……それができない女おんなの子こは、人にん間げんじゃなくて、悪あく魔まなんだね」

　消きえ入いりそうに低ひくく、希のぞみは、そうつぶやいた。

　視し界かいの端はしで光ひかっているのは、コモリのペンダントだった。

　さっきからずっと、それは、チカチカ光ひかり続つづけている。……いや。思おもい返かえしてみれば、コモリが家いえに来きたときから、そうだったような気きがした。

「……希のぞみちゃん。右みぎの目め、痛いたむの？」

　顔かおをのぞきこんで、コモリがたずねた。

　目めに入はいった砂すなは、さっき、公こう園えんの水すい道どうで洗あらい流ながしたのに。まだ、痛いたみが治おさまらない。

「目めに、傷きずがついちゃったのかな。……ごめんね。ケガをさせるつもりなんて、なかったんだ。それは、ほんとにごめん……」

　そのとき。

　コモリの胸むな元もとのペンダントが、ひときわ強つよい光ひかりを放はなった。

　瞬しゅん間かん。コモリは、胸むねを押おさえて、うめき声ごえを上あげた。

　発ほっ作さでも起おこしたかのような。胸むねを刺さされたかのような。

　そんな、ひどく苦くるしそうな、うめき声ごえ。

「……コモリさん？　どうしたの？　だいじょうぶ……？」

「……きみが、私わたしなんかの心しん配ぱい、しなくていいよ～」

　息いきをするのもやっとのような声こえで、そう言いって、コモリは笑わらった。

「それよりさ。……きみは、【のぞみちゃん】を、どうしたい？」

「え……？」

「【のぞみちゃん】があの家いえにいたら、きみは、家いえに帰かえれないんじゃない？　それがいやなら、今いまからでも【のぞみちゃん】を回かい収しゅうしてくるけど。──どうする？」

　そう聞きかれて。希のぞみは、少すこし考かんがえてから、うつむいた。

「このままでいいよ。【のぞみちゃん】は、このまま、あの家いえにいればいい」

「……そう。本ほん当とうに、それでいいんだね？」

　希のぞみはうなずいた。

　あの家いえに。あの家か族ぞくのもとに。もう、帰かえりたいとは思おもわないから。

　あんな場ば所しょ、【のぞみちゃん】にでもなんにでも、くれてやる──。

「そっか。それじゃあ、【のぞみちゃん】の使し用ようを、きみは継けい続ぞくするということだね」

　コモリが、そう言いって、また黒くろい本ほんを開ひらいた。

　希のぞみからは、本ほんの中なか身みはかくされて見みえない。

　けれど、開ひらかれたのはどうやら、最さい後ごのあたりのページのようだ。

「【のぞみちゃん】と、それを受うけ取とったきみの物もの語がたりは、まだ途と中ちゅうまでしか書かかれていない。【のぞみちゃん】が、いったいどういうアイテムなのか。【のぞみちゃん】が入はいりこんだあの家いえに、これから何なにが起おこるのか。──その物もの語がたりの結けつ末まつを、きみにもいっしょに、見みてもらおう」

　つかまって、とコモリは言いった。

　希のぞみは、ちょっと迷まよったが、言いわれるままにコモリの腕うでをつかんだ。

　あの家いえに、これから何なにが起おこるのか。希のぞみも、それを知しりたかったのだ。

　黒くろい本ほんの開ひらいたページを、コモリは、パシンと指ゆびではじいた。

　──瞬しゅん間かん。

　ぐにゃり、と景け色しきがゆがんで。

　夜よると昼ひるが、ものすごい速はやさで入いれ替かわって。

　そして──二人ふたりを運はこぶ、その特とく別べつな時じ間かんの流ながれは、物もの語がたりの結けつ末まつまで一いっ気きに進すすんだ。
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　希のぞみちゃんが、帰かえってきた。

　きれいな黒くろ髪かみの、まじめでおとなしい格かっ好こうの、本物の希のぞみちゃんが。

　そのことに、継つぐ也やは、心こころの底そこからホッとしていた。

　希のぞみちゃんに、悪あく魔まが取とりついていたなんて。そんなの、もちろん信しんじられないような話はなしだ。

　でもたしかに、そうでもないと、説せつ明めいのつかないことだった。

　希のぞみちゃんが、自じ分ぶんからあんな格かっ好こうをして、あんな態たい度どを取とるなんて、ありえないから。

（ほんと、あの悪あく魔ま祓ばらい師しの人ひとがいてくれて、よかったよ。もし、あの悪あく魔まが取とりついたままだったら……本ほん物ものの希のぞみちゃんも、そのうち、あの銀ぎん髪ぱつの悪あく魔まみたいになってたのかな）

　想そう像ぞうして、継つぐ也やは、ぶるっとふるえた。

　あんなふうに、愛あい想そがなくて。

　ふてぶてしい低ひくい声こえで、人ひとのことを「おまえ」なんて呼よんで。

　人ひとの言いうことに、いちいち逆さからって、なまいきに口くちごたえして。

　……そんな女おんなの子こが、もし家か族ぞくだったら。考かんがえただけで、ぞっとする。

（だいたい、赤あかの他た人にんと──それも、同おなじ年としの女おんなの子こと家か族ぞくになるなんて、おれはイヤだったんだ。相あい手てが、希のぞみちゃんじゃなかったら）

　希のぞみちゃんのことが気きに入いったから、父とうさんの再さい婚こんにも、反はん対たいしなかった。

　しょっちゅうちょっかいをかけるのだって、希のぞみちゃんのことがきらいだからじゃなく、気きを引ひきたいからだ。希のぞみちゃんが、こまったり、かわいく怒おこったりするのが、うれしいからだ。

　いつもにこにこ笑わらっている、やさしい希のぞみちゃん。

　明あかるくて、すなおで、気きづかいができて、聞ききわけがよくて──とてもすてきな女おんなの子こ。

　そんな希のぞみちゃんを、あんな悪あく魔まにおかしくされて、たまるもんか。

（……悪あく魔ま、かあ。そういえば、あの銀ぎん髪ぱつの悪あく魔ま、派は手でな蝶ちょうの髪かみかざりをつけてたな）

　たしかあれは、希のぞみちゃんが、こっそり持もっていた髪かみかざりだ。

（あの髪かみかざりをからかったとき、希のぞみちゃん、様よう子すがおかしかったんだよな。いつもと違ちがって、本ほん気きで怒おこってきて。なんか、ギャンギャンうるさく言いってきて。……あのときは、あせったけど。そっか。きっと、あの蝶ちょうの髪かみかざりに、悪あく魔まが取とりついてたんだ！　そういうことか──）

　そんなことを考かんがえながら、継つぐ也やは、リビングに入はいって電でん気きを点つけた。

　今いまは夜よ中なか。ほかの家か族ぞくはもう寝ね静しずまっている。

　継つぐ也やはたまたま、のどが渇かわいて目めが覚さめて、お茶ちゃでも飲のもうと下おりてきたのだ。

　リビングを通とおってキッチンに入はいり、継つぐ也やは冷れい蔵ぞう庫こからお茶ちゃを出だして一杯ぱい飲のんだ。

　それから、部へ屋やに戻もどろうとしたとき。

「……ん？」

　リビングの途と中ちゅうで、継つぐ也やは妙みょうなものを見みつけた。

　床ゆかに落おちていたそれを、なんだこれはと、継つぐ也やはひろい上あげてみた。

　それは見みたところ、透とう明めいなフタがついた、宝ほう石せきのケースだった。

　箱はこ型がたの台だい座ざの真まん中なかに、大おおきな宝ほう石せきが一ひと粒つぶ、埋うめこまれている。

「なんで、こんなものがここに……？」

　ケースの中なかには、紙かみ切きれが入はいっていた。

　継つぐ也やは、透とう明めいなフタをパカリと台だい座ざからはずし、その紙かみ切きれを取とり出だした。

　紙かみ切きれを開ひらいてみると、そこには、こんなことが書かかれていた。
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　このボタンを押おすと、【のぞみちゃん】の中なか身みがリセットされます。

【のぞみちゃん】の中なかに悪わるいものが入はいっていたら、どうぞ、このボタンをお使つかいください。

　なお、一回かいのリセットにつき、このボタンを押おした先せん着ちゃく一名めい様さまに限かぎって、

【のぞみちゃん】を、理り想そうの【のぞみちゃん】にするチャンスを、手てに入いれることができます。











「……ボタン？　この、真まん中なかの宝ほう石せきみたいなやつ、ボタンなのか？　──っていうか」

　希のぞみちゃんの、リセットボタン？

　希のぞみちゃんの中なかに、悪わるいものが入はいっていたら、その中なか身みをリセットできる……？

　それって、その中なか身みを──消けすことができる、ってことか？

「もしかして……これ、悪あく魔ま祓ばらいの道どう具ぐなのかな」

　紙かみ切きれに書かかれた文ぶん章しょうの、「悪わるいもの」という部ぶ分ぶんから、継つぐ也やはそう考かんがえた。

　この「悪わるいもの」とは、すなわち「悪あく魔ま」のことなのではないか、と。

「あの悪あく魔ま祓ばらい師しが、希のぞみちゃんに、このボタンを渡わたしてたのかもしれないな。悪あく魔まが祓はらいきれてなかったときのために、とか言いってさ。それを、帰かえってきた希のぞみちゃんが、落おとしたのかも……」

　キラキラ光ひかる「リセットボタン」。

　それを見みつめて、継つぐ也やは思おもった。

（希のぞみちゃんは、見みた目めはたしかに、もとどおりになって帰かえってきた。……けど）

　あの銀ぎん髪ぱつの悪あく魔まと入いれ替かわりに、うちに帰かえってきた希のぞみちゃんは、あれからなんだか変へんなのだ。

　あの銀ぎん髪ぱつの悪あく魔まみたいに、トゲトゲして攻こう撃げき的てき、ってわけじゃないけれど。

　その代かわり、ずっと無む表ひょう情じょうで、しゃべりもせず、まるで人にん形ぎょうみたいなのだ。

（もしかしたら……希のぞみちゃんの中なかには、まだ、悪あく魔まが残のこってるのかもしれない）

　継つぐ也やはごくり、とのどを鳴ならした。

　この「リセットボタン」を押おしたら、今いまの希のぞみちゃんの中なか身みは、リセットされるのか？

　ずっと無む表ひょう情じょうで、しゃべりもしない。そんな希のぞみちゃんは、消きえてくれるのか？

（そしたら……希のぞみちゃんの中なか身みは、ボタンを押おした人ひとにとって、理り想そうどおりの希のぞみちゃんになる？　そういう意い味みだよな？　この、説せつ明めい書がきの後こう半はんって）

　継つぐ也やはドキドキした。

　このボタン──自じ分ぶんが押おしてしまっても、いいだろうか？

　べつに、悪わるいことなんてないはずだ。

　自じ分ぶんの理り想そうの希のぞみちゃんは、以い前ぜんの、もとの希のぞみちゃんなのだし。

「希のぞみちゃんには、早はやく、もとに戻もどってもらわなきゃだもんな。この家いえには、やっぱり、希のぞみちゃんがいなきゃ、だめなんだ──」

　つぶやいて、継つぐ也やはゆっくりと、ボタンに指ゆびを近ちかづける。

　このボタンは、希のぞみちゃんに返かえさず、これからも自じ分ぶんが持もっていよう。

　そうすれば、希のぞみちゃんの中なか身みが「悪わるいもの」になったとき、いつでも、何なん度どでも、それをリセットできる。

　希のぞみちゃんを、ずっと「理り想そうの女おんなの子こ」のままにすることができる──……。

　そう考かんがえながら。

　継つぐ也やは、キラキラと光ひかる、そのリセットボタンを押おした。




　次つぎの瞬しゅん間かん。

　継つぐ也やは、なぜか玄げん関かんの前まえにいた。

　外そとが明あかるい。チュン、チュン、というスズメの鳴なき声ごえや、外そとを走はしる車くるまの音おとも聞きこえてくる。

　さっきまで、たしかに夜よ中なかだったのに。一いっ瞬しゅんで、もう朝あさになったようだった。

「……どういうことだ？」

　つぶやいた、自じ分ぶんのその声こえに、違い和わ感かんがあった。

（……え？　……これって……この声こえって）

　──まさか。

　継つぐ也やは、思おもわずふり向むいた。

　玄げん関かんの前まえの廊ろう下かにある、大おおきな鏡かがみを。

　そこに映うつっていたのは──継つぐ也やではなく、希のぞみちゃんの姿すがただった。

　黒くろ髪かみの希のぞみちゃんが、鏡かがみの中なかで、目めを見み開ひらいてふるえていた。

（……そんな）

　声こえを失うしなう継つぐ也やの、目めの前まえで。

　鏡かがみの中なかの希のぞみちゃんが、ふいに、笑えみを浮うかべた。

　うっすらと笑わらう希のぞみちゃんは、鏡かがみの中なかから、継つぐ也やに向むかって語かたりかけた。





『このたびは、「のぞみちゃんのリセットボタン」をご利り用よういただき、ありがとうございます。

　リセットボタンを押おしたことで、あなたは【のぞみちゃん】を受うけ継つぎました。

　あなたの肉にく体たいは消しょう滅めつし、あなたの精せい神しんは【のぞみちゃん】の中なかに取とりこまれました。

　これからは、あなたがあたらしい【のぞみちゃん】です。

　どうぞ、お好このみのふるまいで、あなたの理り想そうの【のぞみちゃん】を作つくり上あげてください。

　──あなたがだれかに「リセット」される、そのときまで』






　それを聞きいて、継つぐ也やはがくぜんとした。

【のぞみちゃん】を、理り想そうの【のぞみちゃん】にするチャンスを、手てに入いれることができます。

　あの説せつ明めい書がきの文ぶん章しょうは、こういう意い味みだったのか──……。

　と、そのとき。

「希のぞみちゃん、おはよう。何なにしてるんだい？　こんなところで」

　聞ききなれた声こえに、継つぐ也やは、ハッとふり返かえった。

　父とうさんだった。父とうさんの目めにも、自じ分ぶんのこの姿すがたは、やっぱり希のぞみちゃんに見みえるようだ。

　そして──。

　父とうさんの、その手て元もとに目めを落おとした継つぐ也やは、ぎくりとした。

　そこにあるのは、まぎれもなく、あの「のぞみちゃんのリセットボタン」だったのだ。

　──そのボタンを、押おさないで！　何なにがあっても、ぜったいに押おしちゃだめだ！

　──【のぞみちゃん】の中なか身みは、おれなんだ！　父とうさんの息子むすこの、おれなんだよ！

　継つぐ也やは、そうさけぼうとした。

　けれど、できなかった。

　この【のぞみちゃん】の正しょう体たいと、リセットボタンの真しん実じつ。

　それを伝つたえようとしたとたん、何なにかあらがえない力ちからに邪じゃ魔まされて、声こえも出でず、体からだも動うごかなくなってしまったのだ。

（そんな……。それじゃあ……。これから、おれは──……）

　ボタンを持もっている父とうさん次し第だいで、自じ分ぶんは、いつでもリセットされてしまう。

　それを考かんがえると、頭あたまの中なかが恐きょう怖ふでいっぱいになった。

（これから……おれが、父とうさんにとっての「理り想そうの希のぞみちゃん」になれなかったら。そうしたら、父とうさんは、きっとリセットボタンを押おす。おれが、さっきそうしたみたいに──）

　その未み来らいには、絶ぜつ望ぼうしかなかった。

　希のぞみちゃんへの父とうさんの「理り想そう」は、自じ分ぶんのそれと、たぶん同おなじようなもの。

　つまり……。

　いつもにこにこやさしくて、明あかるくて、すなおで、気きづかいができて、聞ききわけがよくて──そんなふうにふるまえなければ、「悪わるいもの」として、自じ分ぶんはリセットされてしまう。

（そんなの、おれにできっこない……！　こんなのひどいよ！　むちゃくちゃだ……！）

　心こころの中なかで、そうさけびつつも、継つぐ也やは。

「継つぐ也やのやつ、下おりてこないな。まだ、寝ねてるのかな？　希のぞみちゃん、ちょっと、起おこしにいってやってくれない？」

　自じ分ぶんを「希のぞみちゃん」だと信しんじこんでいる父とうさんに、そう言いわれて。

　希のぞみちゃんとして、何なにをどうしゃべれば、どういう態たい度どでいれば、リセットボタンを押おされずにすむか。

　びくびくとおびえながら、継つぐ也やは、それを必ひっ死しで考かんがえていた。
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「その後ご──。最さい初しょに行方ゆくえ不ふ明めいになった息子むすこの継つぐ也やくんは、結けっ局きょく、見みつかることはなかった。そして、継つぐ也やくんが消きえたあと、しばらくして、今こん度どはその家いえの父ちち親おやが。さらにそれから、母はは親おやが。二か月げつほどの間あいだに、続つづけて謎なぞの失しっ踪そうをとげた。家か族ぞくがみんないなくなって、たった一人ひとり残のこされた娘むすめの希ちゃんは、そのあと親しん戚せきに引ひき取とられ、その家いえを出でていった。……だってさ」

　物もの語がたりの「結けつ末まつ」を読よみ上あげて、コモリは、黒くろいカタログを閉とじた。

　その近ちかくで、希のぞみは、空あき家やとなったかつての自じ分ぶんの家いえを、何なにも言いわずに見みつめていた。

　継つぐ也やも、父ちち親おやも、母はは親おやも、みんな消きえた。

　それはつまり、三人にんとも、「のぞみちゃんのリセットボタン」を押おしたということだ。

　コモリは、ふたたびカタログの表ひょう紙しに手てをかけて、その目もく次じのページを開ひらいた。

　するとそこには、新あらたなマークがスタンプされていた。

『試し供きょう品ひん　のぞみちゃん』というタイトルの横よこに、六つ目めの〈失しつ望ぼう〉マークが。

「ふうん……。希のぞみちゃんは、この結けつ末まつを、気きに入いらなかったみたいだね」

　コモリは、それを少すこし意い外がいに思おもい、けれど、すぐに納なっ得とくした。

「まあ、そうか。きみの家か族ぞくは、【のぞみちゃん】を本ほん物もののきみだと思おもって、きみの中なか身みをリセットするつもりで、あのボタンを押おしたんだものね。そりゃあ、〈失しつ望ぼう〉もするってもんか～」

　言いいながら、コモリは、カタログの表ひょう紙しに指ゆびを押おしつけた。

　とぷり、と。指ゆびが、闇やみ色いろの表ひょう紙しに沈しずみこむ。

　そのまま表ひょう紙しの中なかに手てを入いれて、コモリは、その奥おくにあるものをつかんだ。

　そうして、闇やみ色いろの中なかから取とり出だしたものは、ハート形がたの結けっ晶しょうだった。

〈失しつ望ぼう〉マークと同おなじ、×ばつ印じるしの入はいったハート。

「……それ、何なに？　コモリさん」

　いつの間まにか、コモリのほうを見みていた希のぞみが、不ふ思し議ぎそうにたずねる。

　希のぞみはまだ、右みぎ目めをちゃんと開ひらけないようだった。

「これはね～、〈失しつ望ぼう〉の結けっ晶しょうだよ～。きみが〈失しつ望ぼう〉してくれたおかげで、カタログ一冊さつぶんの〈失しつ望ぼう〉がそろって、ようやくこれを手てに入いれることができた──ありがとうね～」

「それが手てに入はいると……何なにか、いいことがあるの？」

「うん。この結けっ晶しょうと引ひき換かえに、私わたしは、自じ分ぶんの望のぞみを叶かなえることができるんだ～」

　その答こたえを聞きいた希のぞみは、興きょう味み深ぶかそうに、片かた目めを見み開ひらいた。

「コモリさんの望のぞみって……？」

「それは──……」

　コモリは指ゆび先さきで、ペンダントの鎖くさりをすくい上あげた。

　光ひかる石いしを抱いだく、檻おりに入はいった天てん使しの像ぞう──そのペンダント・トップが、小ちいさくゆれる。

「私わたしの望のぞみは、このペンダントから、解かい放ほうされること。あとかたもなくこれを壊こわして、消けし去さることだよ」

「…………？」

「これはね、私わたしの心こころの一いち部ぶ──『罪ざい悪あく感かん』を、ペンダントの形かたちに作つくり変かえたものなんだ。私わたしが昔むかし、人にん間げんでなくなることをえらんだ、そのときにね」

「────……」

　コモリの言こと葉ばに、希のぞみの片かた目めが、さらに大おおきく見み開ひらかれた。

「人ひとではないものになるために、それが必ひつ要ようだった。『人ひとである自じ分ぶんの一いち部ぶ』を、人ひとではないものの形かたちに、作つくり変かえることが」

　その一いち部ぶが、コモリの場ば合あいは『罪ざい悪あく感かん』だった。

「でもね。人にん間げんの〈失しつ望ぼう〉を集あつめて生いきていくためには、これがけっこう、邪じゃ魔までさあ。自じ分ぶんの一いち部ぶだから、自じ由ゆうにはずすこともできないし」

「……もしかして。そのペンダントの石いしが光ひかると、胸むねが痛いたむの？　コモリさん」

「察さっしがいいね～。文も字じどおり、『罪ざい悪あく感かんで胸むねが痛いたむ』ってやつだね」

「……じゃあ。私わたしにしたこと、コモリさん、悪わるいと思おもっていたんだね」

　うつむいて、希のぞみはその口くち元もとに、ほんの少すこしだけ笑えみを浮うかべた。

　そして、ふたたび顔かおを上あげた希のぞみは、コモリを見み上あげて言いった。

「コモリさん。……私わたし、コモリさんに、付ついていっちゃだめかなあ。コモリさんみたいに、私わたしも、人ひとじゃないものになって。それで、コモリさんが人にん間げんの〈失しつ望ぼう〉を集あつめるのを、手て伝つだうの」

　希のぞみは、右みぎ目めを手てでおおい、もう片かた方ほうの目めでコモリを見みつめた。

　コモリは、そんな希のぞみを見みつめ返かえし、一いっ瞬しゅんだけ答こたえにつまった──が。

「……ごめんね～。私わたし、相あい棒ぼうは持もたない主しゅ義ぎなんだ。……それにさ～」

　希のぞみから顔かおをそらして、コモリは、頭あたまをかいた。

「人ひとじゃないものになったら、たぶんもう、人ひとの世せ界かいには戻もどれないよ？　まして、〈失しつ望ぼう〉を集あつめるものなんかになっちゃったら──……引ひき返かえすことは、できなくなるからね」

　ペンダントの石いしを光ひからせて、コモリは笑わらった。

「ごめんね。きみが出で会あったのが、私わたしなんかで。本ほん当とうは、人ひとの世せ界かいで生いきてるだれかが、きみのことを助たすけるべきだったのに」

「──そんな。私わたしはそれでも、コモリさんに会あえて、よかったよ？」

「いいや、よくないね。よくないんだよ。……まあ、これからのきみ次し第だい、かもだけどさ」

　そう言いって、コモリは、希のぞみにカタログを差さし出だした。

「きみを連つれていくことはできないけど、代かわりに、このカタログをあげる。もし、きみがどうしても、『人ひとではないものになりたい』と思おもうなら──このカタログを開ひらいて、読よんでごらん」

　最さい後ごに、それだけ言いい残のこして。

　コモリは、希のぞみの前まえから、姿すがたを消けした。







　コモリと別わかれたあと。

　希のぞみは、空あき家やになった自じ分ぶんの家いえの、玄げん関かんの前まえの段だん差さに座すわりこんだ。

　そこで、コモリにもらった真まっ黒くろなカタログを、開ひらいて、片かた目めで読よみ始はじめた。

　それを読よみ終おわったとき、ページの中なかに、黒くろい扉とびらの絵えが現あらわれた。

　その絵えの下したに、さっきまではなかった数すう行ぎょうの文ぶん章しょうが、浮うかび上あがる。




　このカタログは　〈人ひとならぬ者もの〉専せん用ようの　カタログです。

　もし　〈人ひとならぬ者もの〉以い外がいの者ものが　このカタログを　読よんだときには

　その者ものにも　〈人ひとならぬ者もの〉に　なっていただきます。




　黒くろい扉とびらが開ひらいて、その中なかから、闇やみ色いろの手ての群むれが飛とび出だした。

　目めの前まえが暗くらくなり、希のぞみはそのまま、真まっ暗くらな扉とびらの中なかに飛とびこんだ。
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　カタログを持もつニエノの両りょう手てに、ほかの手てが重かさなった。

　かと思おもった次つぎの瞬しゅん間かん、その手てはカタログを、バン！　と強ごう引いんに閉とじさせた。

　閉とじたカタログの向むこうには、のぞめの顔かおがあった。

　のぞめは、左ひだりの目めで、じっとニエノを見み上あげて言いった。

「──これ、読よんだんだ？」

　冷つめたくするどい目めつき。低ひくい声こえ。とげのある口く調ちょう。

　それらはニエノに、昔むかしののぞめを思おもい出ださせた。

　出で会あって間まもないころの──まだ、たがいに相あい棒ぼうとなる前まえののぞめを。

「……すみません。最さい後ごまで、読よんでしまいました」

　どうしていいかわからない気き持もちで、ニエノは、のぞめにカタログを返かえした。

　ほかのものより古ふるぼけたカタログ──。

　マークを六つそろえたあと、〈失しつ望ぼう〉の結けっ晶しょうを取とり出だして、目もく次じのページに六つの〈失しつ望ぼう〉マークの跡あとだけが、うっすらと残のこったカタログ。

　のぞめは、それを受うけ取とって。

「──まあ、いいけどさ。読よんじゃったものはしょーがないし。べつにそんな、どうしても知しられたくない話はなし、ってほどのもんでもないから」

　そう言いったあと、「ニエノさんにはね」と、小ちいさな声こえで付つけ加くわえた。

　のぞめは、ニエノのとなりに座すわった。

　そこへ、ひらりと〈右みぎ眼めの蝶ちょう〉が飛とんできた。

　黒くろ地じにショッキング・ピンクの文もん様ようが入はいった羽はねの蝶ちょう。

　その蝶ちょうが見みている光こう景けいは、眼がん帯たいを通とおして、のぞめの右みぎの目めに送おくられる。

　羽はねを休やすめるため戻もどってきて、眼がん帯たいに留とまったその蝶ちょうを、のぞめはカチリ、と押おさえて眼がん帯たいにはめこんだ。

「……ねえ。『良よい女おんなの子こは、死しんだあと天てん国ごくに行いける。悪わるい女おんなの子こは、生いきてるうちにどこへでも行いける』って言こと葉ばのさあ。『悪わるい女おんなの子こ』って、ニエノさんは、どういう子このことだと思おもう？」

「え……？　えーと……。そうですね。『何なにが良よくて、何なにが悪わるいかを、自じ分ぶんで考かんがえて判はん断だんする人ひと』のことだと思おもいます」

「ふーん？　それは、どうして？」

「それは──……その言こと葉ばの中なかの『良よい・悪わるい』は、女の子を支配したい者にとって『都つ合ごうが良よい・悪わるい』ってことだと思おもうので。『何なにが良よくて、何なにが悪わるいかを、自じ分ぶんで考かんがえて判はん断だんする人ひと』は、支し配はい者しゃや、支し配はい者しゃになりたい者ものにとって、都つ合ごうの『悪わるい』存そん在ざいですから」

　ニエノのその答こたえに、のぞめは、ふっと小ちいさく笑わらった。

「そうだよね。私わたしも、そう思おもう。だれかの支し配はいから逃のがれて『どこへでも行いける』のは、そういう都つ合ごうの『悪わるい』人にん間げん。──あの言こと葉ばをくれたコモリさんは、『きみも、そういう人にん間げんになって、人間のままで、どこへでも行いけるんだよ』って言いいたかったのかもしれない」

　そこまで言いって、のぞめは、顔かおをしかめた。

「だとしたら、私わたし、せっかくコモリさんに教おしえてもらったあの言こと葉ばを、無む駄だにしちゃったのかな」

　のぞめは、ため息いきをついて、軽かるくうつむいた。
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「べつに、いいじゃないですか。人ひとでなくなったぼくたちだって、『どこへでも行いける』ことには変かわりないんですから。ただ、人ひとの世せ界かいには戻もどれないだけで」

「……ニエノさんて、わりとドライなとこあるね」

「そうですかね？　……人にん間げんだったときのことを、ぼくは、覚おぼえていないからかな」

　──と、そのとき。

　目めの前まえを流ながれていく人ひとごみの中なかに、二人ふたりは、「黒くろ髪かみののぞめ」の姿すがたを見みつけた。

　その正しょう体たいを、今いまは、ニエノも知しっている。

　その子こは、二人ふたりの大人おとなといっしょに歩あるいていて、その人ひとたちと、仲なかが良よさそうに笑わらっていた。

　リセットボタン付つきの【のぞみちゃん】。

　その中なか身みには、今いま、はたしてだれが入はいっているのか。

　希のぞみの母はは親おやなのかもしれないし、あるいは、それもすでにリセットされて、希のぞみのぜんぜん知しらない人ひとが、中なか身みになっているのかもしれない。

　そんな【のぞみちゃん】の笑え顔がおは、今いま、はたして本ほん心しんからのものなのか。

　あるいは、リセットボタンを押おされないために、ボタンの持もち主ぬしにきらわれないよう、必ひっ死しで演えん技ぎしているだけなのか。

　それらのことは、わからないまま。

【のぞみちゃん】の姿すがたは、また雑ざっ踏とうの中なかにまぎれて、見みえなくなった。

















おまけ







　のぞめの持もっているトランクには、オプションとして、〈闇やみ色いろの手ての群むれの力ちからを借かりて、どこへでも行いくことができる扉とびら〉がついています。

　そのようなオプションつきのカバンを持もっているのは、のぞめだけではありません。

　ニエノの行ぎょう商しょうカバンにも、じつは、便べん利りなオプション機き能のうがついているのです。

　それはどんな機き能のうかというと……。









「じゃー、ニエノさん。今こん回かいも、お店みせお願ねがいねー！」

「はい。この商しょう品ひんを売うるなら……店みせは、どれがいいですかね」

　言いいながら、ニエノは、行ぎょう商しょうカバンの中なかからステッカーの束たばを取とり出だした。

　それぞれのステッカーには、いろんなお店みせの種しゅ類るいが書かかれている。

　駄だ菓が子し屋や、ペットショップ、古ふる本ほん屋や、時と計けい屋や……。中なかには、自じ由ゆうにお店みせの種しゅ類るいを書かきこめる、空くう白はくのステッカーもあった。

「うん。今こん回かい売うる商しょう品ひんには、この店みせがぴったりだ」

　と、ニエノは、束たばの中なかから一枚まいのステッカーをえらんだ。

　そのステッカーを、行ぎょう商しょうカバンに貼はりつける。

　それからカバンを開あけると──。

　カバンは、ボン！　と煙けむりにつつまれて、たちまち一軒けんのお店みせへと変へん化かした。

　ステッカーに書かかれたとおりの種しゅ類るいのお店みせに。

「ニエノさんのカバン、便べん利りだよねー。このカバンがなかったら、コモリさんがやってたみたいに、何なに売うるにも路ろ上じょう販はん売ばいスタイルになっちゃう。道みち端ばたにイスやテーブル出だして、商しょう品ひん置おいてさ」

「まあ、その売うり方かたでも、たいてい特とくに問もん題だいはないんですが。ぼくもたまに、路ろ上じょうで売うることありますし」

「まあね。なんなら、直ちょく接せつお客きゃくさんとやりとりしない、自じ販はん機きや通つう販はんって手てもあるしなー。けど私わたし、ニエノさんのカバンで出だすお店みせの雰ふん囲い気き好すき」

「それは、どうも」

「ああ──。これで、店みせの中なかにならんでる商しょう品ひんも、ぜんぶ本ほん物ものだったらなあ！」

「じっさいに売うる商しょう品ひん以い外がいは、ハリボテみたいなものというか、ただの飾かざりですからね。中なかには中ちゅう途と半はん端ぱに使つかえるものもありますが、それはそれでたちが悪わるいというか……」

「そうなんだよねー。いつだったか、そのカバンでゲームショップを出だしたときは、ほんとにほんとにガッカリしたよ！　店みせの中なかにあるゲーム、なんでもやりたい放ほう題だいなんじゃ!?　って思おもったのに──……まともに遊あそべるゲームが、何なに一ひとつとしてないんだもん！」

「あー……あのときは。のぞめさんがお客きゃくさんだったら、今いま〈失しつ望ぼう〉が手てに入はいってたのに、おしいなあ……って気き持もちになりました」

「そんなもったいない精せい神しん、持もたなくていいから……！　うー、思おもい出だしても腹はら立たつなあ。あんな……あんな、スピードの出でないレースゲームってある!?」

「これでもか、というほど、みんな安あん全ぜん運うん転てんなレースでしたね……」

「格かく闘とうゲームは、小ちっさいパンチ一発ぱつ食くらっただけでゲームオーバーだし！」

「暴ぼう力りょくの恐おそろしさを伝つたえられるゲーム、と言いえなくもない……」

「あと、あれね。動どう物ぶつたちと無む人じん島とうで暮くらして、島しまを開かい発はつ、発はっ展てんさせていくってゲーム──」

「ああ、あれですか。パッケージのイラストと説せつ明めいはそんな感かんじで、楽たのしそうだったのに……。いざプレイしてみたら、人にん間げんも動どう物ぶつも、植しょく物ぶつさえも存そん在ざいしない、完かん全ぜんなる死しの世せ界かいが広ひろがっているばかりでしたね。──本ほん物もののあのゲーム、ぼくも遊あそんでみたかったんだけどなあ」

　はあ、と。のぞめとニエノは、そろってため息いきをついた。

「……あ！　ニエノさん。お客きゃくさん候こう補ほが、こっちに向むかってきてる。そろそろ店みせの中なか入はいって、スタンバイ！」

「了りょう解かいです。じゃ、のぞめさん。いつものように誘ゆう導どうよろしく」

「オッケー！」

　そうして、ニエノは自じ分ぶんもいつものように、うす暗ぐらい店みせの中なかへと入はいっていった。







　見み慣なれないあやしいお店みせには、ご注ちゅう意いを──。
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